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   対馬市告示第84号 

    平成22年第４回対馬市議会定例会を次のとおり招集する 

       平成22年11月26日 

                                 市長 財部 能成 

   １ 期 日  平成22年12月７日 

   ２ 場 所  対馬市議会議場 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

脇本 啓喜君          黒田 昭雄君 

小田 昭人君          長  信義君 

山本 輝昭君          松本 臚幸君 

阿比留梅仁君          齋藤 久光君 

堀江 政武君          小宮 教義君 

阿比留光雄君          三山 幸男君 

初村 久藏君          糸瀬 一彦君 

桐谷  徹君          大浦 孝司君 

小川 廣康君          大部 初幸君 

兵頭  栄君          中原 康博君 

島居 邦嗣君          作元 義文君 

────────────────────────────── 

   ○12月８日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

   ○12月９日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

   ○12月16日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

   ○12月８日に応招しなかった議員 

           阿比留梅仁君 

────────────────────────────── 
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   ○12月９日に応招しなかった議員 

           阿比留梅仁君 

────────────────────────────── 

   ○12月16日に応招しなかった議員 

阿比留梅仁君          中原 康博君 

───────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成22年 第４回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                           平成22年12月７日（火曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成22年12月７日 午前10時00分開会 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第６ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第７ 国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第８ 国県道路整備促進特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第９ 決算審査特別委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第10 総務文教常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第11 厚生常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第12 産業建設常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第13 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

    日程第14 議案第106号 平成２２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号） 

    日程第15 議案第107号 平成２２年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第16 議案第108号 平成２２年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第17 議案第109号 平成２２年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計補正予算 

（第２号） 

    日程第18 議案第110号 平成２２年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（ 

                第３号） 

    日程第19 議案第111号 平成２２年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第 

                ３号） 

    日程第20 議案第112号 平成２２年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

    日程第21 議案第113号 平成２２年度対馬市水道会計補正予算（第２号） 

    日程第22 議案第114号 対馬市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

    日程第23 議案第115号 対馬市住民センター条例の一部を改正する条例 
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    日程第24 議案第116号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 

    日程第25 議案第117号 対馬市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 

    日程第26 議案第118号 対馬市水道条例の一部を改正する条例 

    日程第27 議案第119号 対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条例 

    日程第28 議案第120号 対馬市公民館条例の一部を改正する条例 

    日程第29 議案第121号 対馬市体育施設条例の一部を改正する条例 

    日程第30 議案第122号 対馬市手数料条例の一部を改正する条例 

    日程第31 議案第123号 対馬市火災予防条例の一部を改正する条例 

    日程第32 議案第124号 対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例 

    日程第33 議案第125号 対馬市コミュニティーセンターの指定管理者の指定について 

    日程第34 議案第126号 対馬市青海ふるさと館の指定管理者の指定について 

    日程第35 議案第127号 対馬市生活館の指定管理者の指定について 

    日程第36 議案第128号 対馬市へき地保健福祉館の指定管理者の指定について 

    日程第37 議案第129号 対馬市住民センターの指定管理者の指定について 

    日程第38 議案第130号 対馬市老人憩の家の指定管理者の指定について 

    日程第39 議案第131号 対馬市高齢者介護予防支援施設の指定管理者の指定について 

    日程第40 議案第132号 対馬市農林集会施設等の指定管理者の指定について 

    日程第41 議案第133号 対馬市漁村センター等の指定管理者の指定について 

    日程第42 議案第134号 対馬市漁民集会休憩施設の指定管理者の指定について 

    日程第43 議案第135号 対馬市大増地区コミュニティー消防センターの指定管理者の 

                指定について 

    日程第44 議案第136号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 

    日程第45 議案第137号 対馬市福祉センターの指定管理者の指定について 

    日程第46 議案第138号 対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について 

    日程第47 議案第139号 対馬市地域活動支援センターの指定管理者の指定について 

    日程第48 議案第140号 対馬市公民館の指定管理者の指定について 

    日程第49 議案第141号 対馬市地区体育館の指定管理者の指定について 

    日程第50 議案第142号 対馬市過疎地域自立促進計画について 

    日程第51 議案第143号 長崎県市町村総合事務組合の規約変更について 

    日程第52 議案第144号 長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について 

    日程第53 諮問第７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

    日程第54 諮問第８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
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    日程第55 陳情第５号 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める 

                陳情について 

    日程第56 陳情第６号 ＴＰＰに関する陳情について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 議長の諸般報告 

    日程第４ 市長の行政報告 

    日程第５ 厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第６ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第７ 国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第８ 国県道路整備促進特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第９ 決算審査特別委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第10 総務文教常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第11 厚生常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第12 産業建設常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

    日程第13 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

    日程第14 議案第106号 平成２２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号） 

    日程第15 議案第107号 平成２２年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第16 議案第108号 平成２２年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第17 議案第109号 平成２２年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計補正予算 

（第２号） 

    日程第18 議案第110号 平成２２年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（ 

                第３号） 

    日程第19 議案第111号 平成２２年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第 

                ３号） 

    日程第20 議案第112号 平成２２年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

    日程第21 議案第113号 平成２２年度対馬市水道会計補正予算（第２号） 

    日程第22 議案第114号 対馬市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

    日程第23 議案第115号 対馬市住民センター条例の一部を改正する条例 

    日程第24 議案第116号 対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例 
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    日程第25 議案第117号 対馬市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 

    日程第26 議案第118号 対馬市水道条例の一部を改正する条例 

    日程第27 議案第119号 対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条例 

    日程第28 議案第120号 対馬市公民館条例の一部を改正する条例 

    日程第29 議案第121号 対馬市体育施設条例の一部を改正する条例 

    日程第30 議案第122号 対馬市手数料条例の一部を改正する条例 

    日程第31 議案第123号 対馬市火災予防条例の一部を改正する条例 

    日程第32 議案第124号 対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例 

    日程第33 議案第125号 対馬市コミュニティーセンターの指定管理者の指定について 

    日程第34 議案第126号 対馬市青海ふるさと館の指定管理者の指定について 

    日程第35 議案第127号 対馬市生活館の指定管理者の指定について 

    日程第36 議案第128号 対馬市へき地保健福祉館の指定管理者の指定について 

    日程第37 議案第129号 対馬市住民センターの指定管理者の指定について 

    日程第38 議案第130号 対馬市老人憩の家の指定管理者の指定について 

    日程第39 議案第131号 対馬市高齢者介護予防支援施設の指定管理者の指定について 

    日程第40 議案第132号 対馬市農林集会施設等の指定管理者の指定について 

    日程第41 議案第133号 対馬市漁村センター等の指定管理者の指定について 

    日程第42 議案第134号 対馬市漁民集会休憩施設の指定管理者の指定について 

    日程第43 議案第135号 対馬市大増地区コミュニティー消防センターの指定管理者の 

                指定について 

    日程第44 議案第136号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 

    日程第45 議案第137号 対馬市福祉センターの指定管理者の指定について 

    日程第46 議案第138号 対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について 

    日程第47 議案第139号 対馬市地域活動支援センターの指定管理者の指定について 

    日程第48 議案第140号 対馬市公民館の指定管理者の指定について 

    日程第49 議案第141号 対馬市地区体育館の指定管理者の指定について 

    日程第50 議案第142号 対馬市過疎地域自立促進計画について 

    日程第51 議案第143号 長崎県市町村総合事務組合の規約変更について 

    日程第52 議案第144号 長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について 

    日程第53 諮問第７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

    日程第54 諮問第８号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

    日程第55 陳情第５号 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める 
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                陳情について 

    日程第56 陳情第６号 ＴＰＰに関する陳情について 

────────────────────────────── 

出席議員（22名） 

１番 脇本 啓喜君       ２番 黒田 昭雄君 

３番 小田 昭人君       ４番 長  信義君 

５番 山本 輝昭君       ６番 松本 暦幸君 

７番 阿比留梅仁君       ８番 齋藤 久光君 

９番 堀江 政武君       10番 小宮 教義君 

11番 阿比留光雄君       12番 三山 幸男君 

13番 初村 久藏君       14番 糸瀬 一彦君 

15番 桐谷  徹君       16番 大浦 孝司君 

17番 小川 廣康君       18番 大部 初幸君 

19番 兵頭  栄君       20番 中原 康博君 

21番 島居 邦嗣君       22番 作元 義文君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長      橘  清治君  次長     梅野  泉君 

参事兼課長補佐 長野 元久君  副参事兼係長 國分 幸和君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ………………………………………………………………………… 財部 能成君 

副市長 ……………………………………………………………………… 大浦 義光君 

副市長 ……………………………………………………………………… 齋藤 勝行君 

政策補佐官 ………………………………………………………………… 松原 敬行君 

地域再生推進本部長 ……………………………………………………… 永尾 榮啓君 

観光物産推進本部長 ……………………………………………………… 本石健一郎君 

総務部長 …………………………………………………………………… 平山 秀樹君 
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総務課長 …………………………………………………………………… 桐谷 雅宣君 

市民生活部長 ……………………………………………………………… 近藤 義則君 

福祉保健部長 ……………………………………………………………… 扇  照幸君 

農林水産部長 ……………………………………………………………… 比田勝尚喜君 

建設部長 …………………………………………………………………… 斉藤 正敏君 

水道局長 …………………………………………………………………… 阿比留 誠君 

教育長 ……………………………………………………………………… 梅野 正博君 

教育部長 …………………………………………………………………… 大石 邦一君 

美津島地域活性化センター部長 ………………………………………… 長郷 泰二君 

豊玉地域活性化センター部長 …………………………………………… 中村 敏明君 

峰地域活性化センター部長 ……………………………………………… 大川 昭敬君 

上県地域活性化センター部長 …………………………………………… 武田 延幸君 

上対馬地域活性化センター部長 ………………………………………… 川本 治源君 

消防長 ……………………………………………………………………… 竹中 英文君 

会計管理者 ………………………………………………………………… 糸瀬 良久君 

監査委員事務局長 ………………………………………………………… 主藤 繁明君 

農業委員会事務局長 ……………………………………………………… 永留 秋廣君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（作元 義文君）  報告します。配付しております議案中、議案第１４２号、対馬市過疎地

域自立促進計画の語句等の一部訂正の申し出があっております。 

 上程前の議案でありますので議長がこれを許可しております。訂正は昼食休憩中に行わせます。 

 ただいまから平成２２年第４回対馬市議会定例会を開会いたします。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定によって初村久藏君及び糸瀬一彦君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

日程第２．会期の決定 

 お諮りします。本定例会の会期は、お手元に配付いたしております会期日程案のとおり、本日
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から１２月１６日までの１０日間とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。会期は、本日から１２月１６日までの１０日間と

決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第３、議長の諸般の報告を行います。 

日程第３．議長の諸般報告 

 諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第４、市長の行政報告を行います。 

日程第４．市長の行政報告 

 市長から行政報告の申し出があっておりますので、これを許可します。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  おはようございます。本日、ここに平成２２年第４回対馬市議会定例会

を招集しましたところ、議員の皆様には御健勝にて御出席賜り厚く御礼申し上げます。 

 本定例会において、御審議願います案件は、平成２２年度一般会計補正予算案件等９件、条例

の一部改正及び制定案件１１件、指定管理者の指定案件１７件、過疎地域自立促進計画の策定案

件１件、長崎県市町村総合事務組合等の規約変更案件２件、諮問案件２件、合わせて４２件の議

案について、御審議をお願いするものでございます。 

 内容につきましては、後ほど担当部長に説明させたいと思いますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 審議に先立ち、９月定例会以降の主な事項につきまして、概略御報告を申し上げます。 

 まず、地域再生推進本部関連でございますが、地域公共交通である路線バスの利用活性化策と

して、９月から１２月までの４カ月間、定額フリーパスポートの実証実験を実施していますが、

利用者の利便性や今後の利用者の確保のためにも来年の１月からも引き続き実証実験を継続する

ことといたしました。 

 なお、今回の定額フリーパスポート及び予約制乗り合いタクシー、これにつきましては、佐

須・厳原間それと五根緒・舟志間でございますが、この実証実験については、便数や利用者数、

また収益による財政負担見込み並びにアンケート調査等を、来年の１月開催予定の協議会で検証

し、本格的な運行の是非について協議することとしております。 

 次に、１０月１８日開催しました壱岐対馬航路活性化協議会において、対馬・壱岐・博多間の

ジェットフォイルの実証実験における利用者の分析や今後の交流人口の動向、また運行経費等を
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検証し、ダイヤ編成のあり方などを協議しました。利用者数及びアンケート結果から、厳原港早

発ダイヤの要望が航路事業者からありました。 

 本市といたしましては、厳原港早発における島民の今後の利用動向や、接続するための交通手

段及びダイヤの検討、またジェットフォイルの比田勝港への延伸の課題がありますので、関係機

関と引き続き協議を行うところであります。 

 次に長崎県が主催した国境離島・外洋離島フォーラムが１０月２３日に対馬市上対馬総合セン

ターで開催されました。本県選出の国会議員をはじめ、国土交通省や全国離島振興協議会及び国

内、県内の国境・外洋離島の自治体関係者等約６００名が参加されました。 

 このフォーラムは、現行の離島振興法の期限を平成２５年３月に控え、国民的な理解を得て、

抜本的な振興策を盛り込む新たな離島振興法の実現を図るため開催されたもので、基調講演や国

境・外洋離島の役割等の意見発表を行い、最後に共同アピールを採択し、国内に離島振興、特に

国境・外洋離島の重要性を発信することができました。 

 次に、国境フォーラムＩＮ対馬の開催についてでございます。北海道大学スラブ研究センター

と笹川平和財団の主催によりまして、国境フォーラムＩＮ対馬が１１月１２日から１４日までの

日程で、対馬市交流センタ－を主会場として開催されました。国内外から、国境・境界に関心の

ある大学関係者や根室市長をはじめとした国境自治体の関係者が本市に集まり、国境・境界につ

いて勉強会や講演会、座談会を開催、フィールドワークも行われ、参加者に国境の島「対馬」の

存在を示すことができました。また、フォーラム前後の期間中、「知られざる日本の国境移動

展」が対馬市交流センター及び上対馬総合センターで開催され、日本の国境の歴史を知ることが

できました。 

 なお、今回のフォーラムを記念して、北海道大学スラブ研究センターの働きかけにより、対馬

図書館内にエトピリカ文庫を開設いたしました。この文庫は、平成１９年北海道の根室市に開設

されており、国境を自由に越えて行き来ができる海鳥の名前であります「エトピリカ」を文庫名

にしたものです。 

 次に、長崎県が進めている環境推進施策の一つである環境実践モデル都市として本市が平成

２２年９月２９日に選定されました。１１月２５日には、本市で第１回支援会議が開催され、選

定証の授与とともに長崎大学環境学部武政教授を議長とする委員の方々から、対馬市環境実践モ

デル都市推進に向けての提案や御助言をいただきました。 

 本市は、昨年度にも環境王国の称号を受けており、食の安心・安全はもちろんのこと、地域資

源を活用した持続可能な経済基盤の確立と、環境への負荷低減に配慮した低炭素型エコアイラン

ドの構築に向け、市民の皆さんと一体となり、森、里、海が連関した取り組みを進めてまいりま

す。 
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 次に、観光物産推進本部関係でございます。１０月１４日、韓国ソウルで開催された九州観光

説明会、商談会に参加いたしました。九州観光推進機構が主催し、行われたもので、韓国側エー

ジェント、航空会社等約９０社、九州からはホテル、観光施設等７４社が参加し、九州観光説明

会の後、個別に旅行社と商談し、対馬観光のＰＲを図ったところでございます。ソウルでの対馬

の知名度は低く、１１月韓国の新幹線ＫＴＸ全線開通によるアクセスの向上から、観光エコツー

リズム、歴史史跡等、モデル観光コースの提示と商談を行ってきたところでございます。 

 １０月１７日、第９回対馬初午祭が上県町瀬田の目保呂ダム馬事公園で開催され、ことしは中

央競馬で活躍された岡部幸雄元騎手が騎乗し、レースに参加するなど、約１,５００人がイベン

トを楽しみました。 

 １１月６日、７日の両日には、美津島町箕形を開会会場として、シーカヤックフェスタが開催

され、台風１４号の影響で当初の予定より１週間順延し実施した関係によりまして、延べ

１５０名の参加申し込みが４０名と縮小したものの、風、雲一つない絶好のコンディションのも

と、参加者は浅茅湾に築かれた金田の城を海から眺め、また陸からの探訪を行い、自然の魅力を

十分満喫していたようでした。 

 また、１１月７日には上対馬町舟志街道で、もみじまつりを開催されるなど、今後も島の自然

を有効的に活用したイベントとして、島内外へ発信していく所存でございます。 

 また、１１月２１日から２３日まで、福岡大丸エルガーラ・パサージュ広場にて対馬観光物産

展をＫＢＣラジオと共催で展開しました。ＫＢＣラジオには、日曜日の正午から１７時４５分ま

での間、対馬特集を組んでいただき、対馬の自然、食、歴史探訪等、現地取材を織りまぜながら

大々的に長時間ＰＲを行ったところでございます。 

 また、名古屋、大阪、長崎の各地においても、対馬物産品展やイベントに参加し、特産品の販

売促進を行いながら対馬の知名度の向上を図っているところでございます。 

 次に、空飛ぶ「空弁」ネットワーク事業について申し上げます。この事業は、対馬、壱岐、五

島において、地元の特産品を食材とした特色ある弁当を製作し、オリエンタルエアブリッジの貨

物室を活用して空輸を行い、長崎空港で販売することでＯＲＣの利用拡大、離島産品の加工業の

育成と流通交流人口の拡大を図ることを目的とし、長崎県から委託を受けた長崎県空港活性化推

進協議会が募集し行われたもので、対馬、壱岐からそれぞれ５事業所、五島から４事業所の応募

がありました。審査の結果、対馬の空弁賞には、つしま宝の島本舗の対馬のごっつぉうが選定さ

れ、１１月６日から１月末までの３カ月間、１日限定２０個、１個２,０００円で販売されてお

ります。なお、この事業につきましては、緊急雇用創出事業により空弁製作員として１名の雇用

があっております。 

 次に、１０月２７日から２９日に姉妹縁組を結んでいます韓国釜山広域市影島区との行政交流
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セミナーが行われ、影島区職員１６名が来島し、環境施策について研修、交流を行いました。 

 また、１１月２日、３日は、福岡県粕屋郡新宮町で、朝鮮通信使ゆかりの町全国交流会が、

１１月３日はひとつばたご自生地を縁に姉妹都市の締結をいたしております岐阜県中津川市の

「ひるかわＭＡＩＫＡ２０１０」に、１１月６日、７日は姉妹縁組を締結しています岡山県瀬戸

内市の「瀬戸内牛窓国際交流フェスタ」に出席し、それぞれで交流を深めました。 

 続きまして、総務部関係でございます。 

 国境離島活性化対策要望についてでございますが、１０月７日国境離島活性化対策特別委員会

との合同要望活動として、対馬における防衛力強化と防人の島新法制定について、防衛省、国土

交通省、本県選出国会議員及び関係国会議員に要望書を手渡してまいりました。 

 要望書の要旨は、自衛隊増強につきましては、１個連隊規模の自衛隊員増員、災害初動対処の

ための航空部隊の常駐、大型艦船等の接岸が可能な港湾等の施設整備の３点を中心に、また、防

人の島新法につきましては、国境離島地域の諸問題解決や地域振興策を国策としてとらえた新法

制定をお願いいたしました。本市の国境離島としての重要性を十分理解していただき、時を得た

要望活動であり、実現可能だと考えております。 

 次に、株式会社ＴＶＱ九州放送の地上デジタル放送再送信について申し上げます。市民や市議

会議員の皆様からの強い要望が上がっておりましたＴＶＱ九州放送の地上デジタル放送再送信同

意について協議が整い、１１月１日より再送信を開始いたしております。ＴＶＱ局の再送信同意

については、長崎県外５波目となることなど大きな課題がありましたが、これで長崎の民放局

４波とＮＨＫ２波の計６波と圏外波である福岡の民放局５波、合計１１波について地上デジタル

放送の再送信が可能となりました。 

 次に、市民生活部関連でございます。 

 １１月２８日にシャインドームみねで地産地消、有用微生物群ＥＭでの環境改善をテーマとし

た対馬食エコフェスタが開催されました。このフェスタは、食育の理解と関心を深めることと同

時に、地球温暖化防止を図ることを目的に、対馬市保健環境連合会、対馬市食育推進協議会、対

馬保健所地区協議会の協力のもと、約８００人の方々が参加されました。午前中は、西小学校に

よる食育活動の発表と、竹田雅浩氏を講師に招き、対馬でのカーボンオフセットの取り組みにつ

いて講話をいただきました。午後は、地物を使った軽トラ市、鮮魚即売会など、農林水産物を販

売すると同時に埼玉県戸田市役所の職員である吉田義枝氏による「生ごみは宝の山」と題した講

話が行われました。高齢者と障害者を巻き込んだ環境と福祉の融合を目指した戸田市の取り組み

は、本市のおいても大いに参考にすべき実践事例でありました。 

 また、「ＥＭによる対馬再生」と題したパネルディスカッションも行われ、対馬でのＥＭの活

用やこれからの可能性について議論をいただきました。食育と環境という難しいテーマにもかか
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わらず、大盛況のうちに開催することができましたことは、多数の団体の御協力、御支援をいた

だいたたまものであり、参加者からも「よいイベントだった」との多くの声をいただきました。 

 次に、福祉保健部関連でございます。 

 １１月１７日、第１回対馬市新病院建設基本計画検討委員会を開催し、対馬いづはら病院と中

対馬病院の再編・統合計画に伴う新病院建設について協議をいただいたところでございます。 

 今回の検討委員会では、新病院の基本構想・基本計画、病院建設の候補地、住民説明会の開催

方法、現２病院の今後の方向性などについて説明し、委員からいろいろな御意見をいただきまし

た。今回の意見を踏まえ、１２月中旬に２回目の検討委員会を開催し、その後住民説明会を町単

位で実施する予定であります。検討委員の皆様にもできる限り住民説明会に出ていただき、地区

の意見を聞いていただくことにしております。 

 なお、用地の選定につきましては、地区の皆さんの意見を十分に拝聴し、委員からの意見を伺

いながら、判断してまいりたいと考えております。 

 最後に、生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）に合わせ、１０月２６日に名古屋

市で開催されました生物多様性国際自治体会議の分科会に参加しました。この分科会では、ツシ

マヤマネコの生息環境に配慮した森づくりの取り組み、有用微生物群ＥＭを活用した自然環境へ

の回復活動等、森づくり条例、環境条例の制定の必要性を紹介しました。特に、海の問題では、

対馬海域における海洋資源の現状と、将来に向けた資源管理漁業の必要性を紹介し、海洋保護区

の制定の意義を強く訴えました。 

 ３０日未明に閉幕しましたＣＯＰ１０の主要議題では、２０１０年以降の多様性保全目標「愛

知ターゲット」が採択され、２０２０年までに生態系の保全に向け、陸地の１７％、海域の

１０％を保護区として効果的に管理、保全していくことが定められました。１７９の締約国、関

連国際機関、ＮＧＯなどから、１万３,０００人以上が参加したこのＣＯＰ１０において海洋生

物資源が、生物多様性に配慮し、持続的に利用するための適切な措置を行うよう各国に促すこと

などが決定されたことは、本市が取り組む海洋保護区の制定に向けて後押しする形となり、非常

に意義深いものであります。 

 今後も、国、県及び関係機関、そして市民皆さんに制定の必要性、重要性を呼びかけ、本来あ

るべき島の姿へと取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  以上で、行政報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５、厚生常任委員長の閉会中の所管事務調査報告を行います。

日程第５．厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 
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１６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  厚生常任委員会所管事務調査報告を行います。 

 平成２２年第１回対馬市議会定例会において、会議規則第９８条の規定により、閉会中の所管

事務調査の承認を得ておりました当委員会の調査の内容とその概要を、同規則第１０３条の規定

により、報告いたします。 

 当委員会を、平成２２年１１月２４日午後１時より、対馬市役所２階別館第２会議室において

全委員出席のもとに開会いたしました。 

 市長部局より近藤市民生活部長、扇福祉保健部長並びに各担当課長、上県・上対馬地域活性化

センター部長ほか、また病院側より対馬いづはら病院糸瀬院長、桐谷新病院建設推進部長の出席

を求め、１、海岸漂着物地域対策推進事業の進捗状況について、２、上県、上対馬地区における

公設の霊柩車の今後の使用について、３、平成２３年度対馬市ごみ収集運搬業務の委託について、

４、新病院の基本構想・基本計画についての説明を受けたところであります。 

 まず、海岸漂着物地域対策推進事業でありますが、対馬市では地域グリーンニューディール基

金事業を活用し、今年と来年の２カ年で、海岸漂着物の回収処理を行うものです。回収にあたっ

ては、例年水産庁の離島漁業再生支援交付金を活用し、地先の海岸清掃を行っている実績がある

ことから、各漁業集落を委託先とすることが望ましいとの決定が、市で設置されている海岸漂着

物対策推進委員会でなされたとのことであります。 

 今年度は対馬の北部及び西海岸を重点区域と位置づけ、回収作業は既に９０％が終了し、来年

２月までに完了する予定となっております。今年度延べ８,０００人の作業人員が投入され、

１万６,５００袋の漂着ごみが回収される見込みとのことであり、これに要する事業費総額は

４億７００万円が全額補助により予算計上されているものであります。 

 次に、上県・上対馬地区における公設の霊柩車の使用についてでありますが、それぞれ１台ず

つ保有しておりましたが、平成２２年１２月末日に上対馬所有車は廃車し、上県所有車について

は平成２３年６月末日まで使用して、その後廃車するとの市の方針でありますが、上県所有車を

両地区で継続して使用できるようにとの地区住民の強い要望であります。御承知のとおり景気の

冷え込む中、生活費の削減をモットーとした住民の思いであり、当委員会では慎重に審議した結

果、上県所有車を２町で継続して使用できるよう市に強く望むものであります。 

 次に、平成２３年度対馬市ごみ収集運搬に係る業務についてでありますが、従来の収集委託地

区が変更になっております。 

 美津島・上県については、１地区から２地区となり、合計１３地区の委託件数になります。事

業説明会は平成２３年２月中旬以降、入札は同下旬以降に予定されているとのことであります。 

 最後に新病院の基本構想・基本計画でありますが、病院の規模は２７５床、延べ床面積１万
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９,２５０平方メートル、概算事業費７６億３,９００万円が見込まれ、２２の診療科目を予定し

ております。今後のスケジュールでありますが、基本設計は平成２３年５月から１０月までの

６カ月間、実施設計は平成２４年１月から５月までの５カ月間で完了し、建設工事は平成２４年

９月から平成２６年６月までの２２カ月間までに竣工し、開院は平成２６年１０月の予定となっ

ております。 

 大きな課題となっております建設用地でありますが、約３万平方メートルの確保が必要とされ

ており、次の４地区が候補地となっています。 

 「小浦」・「根緒」・「ナイラ」・「グリーンピア対馬」でありますが、候補地の絞込みと決

定については、１２月中旬以降旧６町ごとに住民説明会を行い、意見を収集した後、２月までに、

対馬市新病院建設基本計画検討委員会で候補地を２地区までに絞り込みをお願いし、最終決定を

市長が行うとのことであり、このことは、平成２３年第１回定例会で報告されるとのことでござ

います。 

 以上、厚生常任委員会の所管事務調査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第６、産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を行います。

１７番、小川廣康君。 

日程第６．産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

○議員（１７番 小川 廣康君）  産業建設常任委員会の所管事務調査報告を申し上げます。 

 平成２２年第１回対馬市議会定例会において、会議規則第９８条の規定により、閉会中の所管

事務調査の承認を得ておりました当委員会の調査の内容とその概要を、同規則第１０３条の規定

により、報告をいたします。 

 当委員会は、平成２２年１０月２０日、公園の施設管理及びしいたけ生産施設の状況把握と調

査・研究を、黒田委員は欠席でありましたが、市長部局より平山総務部長、本石観光物産推進本

部長、比田勝農林水産部長並びに担当課長等の出席を求め、それぞれの現地において説明を求め

ながら調査をいたしました。 

 今回の調査・研究箇所は、厳原町の鮎もどし公園、豆酘崎公園、上見坂公園の管理状況と、し

いたけ生産組合久根協業体の生産施設であります。 

 まず、鮎もどし公園は昭和６２年度から約１６億５,４００万円の事業費で整備され、平成

３年７月に供用開始された公園であります。全体管理と管理センター勤務で通年２名が管理に携
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わっており、その他園内の除草・清掃等のため延べ約３６０人分の雇用経費を含め、約７０５万

円で管理業務委託されています。当園にはキャンプ場があり、昨年度の利用収入は約５万円であ

ります。当日は、遊歩道を含む周辺の除草等の管理は良好でしたが、森林浴広場については、そ

の目的に沿った管理が行き届いていないと思われますので、景観に配慮した対応を要望いたしま

す。また、スポーツスライダーは平成１９年から休止されそのまま放置されていますが、再開か

中止を判断され、景観の維持に努められるよう要望いたします。なお、画一的に削減された管理

委託料で広大な面積を有する公園を通年管理できるのか、また、夏休み期間中にキャンプ施設貸

し出しと水泳監視に常時３名雇用されていますが、これらについても検討されることを要望いた

します。 

 豆酘崎公園は、対馬最南端の観光スポットとして人気が高く、園地、遊歩道もよく整備されて

いましたが、園内とその周辺の松枯れがすばらしい景観を大きく阻害しております。すばらしい

風情を醸し出すこれらの松は大事な財産であります。長崎県ともよく協議をされ、抜本的な防除

対策を講じられるよう強く要望いたします。なお、先端の展望所付近では風による浸食箇所が見

受けられます。このことも県当局と協議されることを望みます。また、平成１１年４月からキャ

ンプ場が供用開始されていますが、使用許可等について現状に適応した管理体制に見直すべきと

思われます。 

 上見坂公園の管理状況は良好でありましたが、展望台から浅茅湾を望むとき、これらを阻害す

る立木については、長崎県と協議をされ善処されるよう望みます。なお、各施設とも、推定利用

者数の算出方法についても、検討されますよう要望いたします。 

 次に、しいたけ生産組合久根協業体の生産施設を調査・研究いたしました。本協業体は、規模

拡大を図るため平成１９年度に「対馬しいたけ復活プラン総合対策支援事業」により、ほだ場、

乾燥機、保管倉庫、選別機、作業道開設、作業車等を整備された施設であります。年次別植菌計

画も達成し、生産量も現況もほだ場の状況では安定した生産が期待されます。なお、今後におい

ても、さらに遊休地を活用しながら規模拡大を図り、良質のしいたけ生産に取り組む意欲を示さ

れましたので、市当局におかれましても、弾力性を持った対応を望むものであります。 

 最後になりましたが、当日は、お忙しい中、全生産者が現地にて説明していただき、対馬しい

たけのブランド確立に向けた御意見等をお聞かせいただき、今回の調査・研究の目的を達成する

ことができました。心より厚くお礼を申し上げます。 

 以上で、産業建設常任委員会の所管事務調査の報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第７、国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告を行いま

す。１４番、糸瀬一彦君。 

日程第７．国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

○議員（１４番 糸瀬 一彦君）  国境離島活性化対策特別委員会の報告をいたします。対馬市議

会議長、作元義文様。国境離島活性化対策特別委員会委員長、糸瀬一彦。 

 国境離島活性化対策特別委員会調査報告書、国境離島活性化対策特別委員会の調査状況を、会

議規則第４５条の規定に基づき、次のとおり報告いたします。 

 本委員会は、平成２２年９月２１日午後３時より、対馬市役所別館大会議室において、大部委

員、桐谷委員の２名は欠席でありましたが、作元議長も出席され、第５回委員会を開催いたしま

した。説明員として、財部市長、大浦副市長、平山総務部長、桐谷総務課長、永尾地域再生推進

本部長、豊田副本部長の出席を求め、今回は「自衛隊誘致増強問題について」、「防人の島新法

について」の２項目について、重点的に研究協議を行いましたので、その内容について報告いた

します。 

 まず、「自衛隊誘致増強問題について」でありますが、前回平成２１年１月２６日の要望書を

たたき台にし、要望内容の検討・精査を行い、次の３項目、「国境離島にふさわしい自衛隊員の

増員」、「自衛隊ヘリの配備常駐化」、「自衛隊護衛艦等が接岸可能な港湾施設整備」を新要望

書に盛り込むことを確認決定いたしました。 

 次に「防人の島新法について」でありますが、平成２２年７月２２日、長崎県知事あて提出し

た要望書を参考にし、内容検討を行いました。 

 結果として、新要望書に、島を守り活力を与えることは、国土を守るという観点から、国境離

島の問題を一地方の問題ととらえることなく、日本国全体の問題としてとらえ、国境離島地域の

問題解決や地域振興に向けた新法「防人の島新法」の制定を強く要望することを盛り込むことで

確認いたしました。 

 その他として、委員会に、理事者より「国への陳情同行要請」がありましたので、派遣委員と

して、糸瀬委員長、阿比留副委員長の２名の派遣を決定いたしました。派遣内容は、「対馬の自

衛隊増強について」、「防人の島新法の制定について」の要望書２件について、国へ提出陳情の

ため同行するものです。 

 また、国への陳情前に、市長、議長、委員長、副委員長の４名で、島内３自衛隊への要望あい

さつを行うことも決定いたしました。 

 早速、１０月２日と５日に、それぞれの部隊を訪問、各部隊の司令に要望書について説明を行

い、上級官庁への連絡もお願いいたしました。 
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 １０月７日の国への要望書提出及び陳情行動の概要について、市長の行政報告で説明がありま

したが、同行いたしましたので、以下のとおり簡単に報告いたします。 

 衆・参本会議中にもかかわらず、民主党副幹事長、副大臣、政務官並びに多数の国会議員本人

に快く対応していただき、また尖閣諸島問題で日本中注目の中だけに、それぞれの要望について、

十分に理解を示してもらえたことと、対馬を視察されたことのある関係者が多かったこともあり、

今では超党派で議員立法も可能ではないかとの声も多く聞かれました。今回の陳情は、時期的に

も内容的にも実りあるものになったと実感いたしております。 

 以上で、国境離島活性化対策特別委員会の報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第８、国県道路整備促進特別委員会の閉会中の調査報告を行います。

８番、齋藤久光君。 

日程第８．国県道路整備促進特別委員会の閉会中の調査報告 

○議員（８番 齋藤 久光君）  国県道路整備促進特別委員会の調査報告を行います。対馬市議会

議長、作元義文様。国県道路整備促進特別委員会委員長、齋藤久光。 

 国県道路整備促進特別委員会調査報告書、国県道路整備促進特別委員会の調査内容について、

会議規則第４５条の規定により報告いたします。 

 本委員会は、平成２２年１１月１８日、豊玉地域活性化センター３階小会議室において、大浦

副市長、地域再生推進本部の永尾本部長及び豊田副本部長の出席を求め、全委員出席のもと第

７回の委員会を開催いたしました。 

 まず、大浦副市長より、国道、県道の整備に係る県の国への要望状況の説明があり、これに対

し、国・県道の未改良区間の中で、用地の問題が事業実施の障害となっている箇所等について、

市も積極的に関与してもらい、事業の早期着手への環境整備を図っていくよう要望し、本特別委

員会としても積極的な要望活動が必要ではないかとの意見が多く出されました。 

 次に、地域再生推進本部より、高速カーフェリーの導入提案に係る市の対応についての経過等

の説明を受けました。委員からさまざまな意見が出されましたが、この問題については、航路事

業者の事業内容や考え方等も聞き、今後も引き続き研究していくことといたしました。 

 市長の要請による陳情同行に対する本特別委員会のあり方について、市の考え方を確認をいた

しました。陳情同行については、議長、委員長、副委員長に限定せず、時と場合によっては委員

全員での陳情も必要ではないかとの強い意見が出され、特別委員会の意義を踏まえた対応をして
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ほしいとの委員会の総意に対し、大浦副市長より、「陳情に行くときは、基本的には議長、委員

長及び副委員長にお願いしたいと考えている」ということを理解してほしいとのことでございま

した。 

 委員会としては、先般、対馬全域の平成２１年度の国県道事業実施箇所と改良が必要な未改良

区間の合わせて２４カ所の現地調査を実施いたしましたが、この中から１件でも多くの新規事業

の採択に向けて、また、海の国道である海上航路の抜本的な運賃改善等について、国、県に対し、

どのような形で働きかけていけばよいのか、積極的な調査、研究を継続していき、的確な情報の

共有と、議会と行政との協力体制が重要であることを確認いたしました。 

 委員会終了後、同日午後より、豊玉地域活性化センター３階大会議室において、株式会社市民

フェリー壱岐対馬の種田社長及び壱岐・対馬フェリー株式会社の真崎社長にお越しをいただき、

対馬・壱岐・博多航路への高速トリマラン導入計画について、両社長より経過と計画等について

説明を受け、勉強会を行いました。委員会といたしましては今後の状況を見守りたいと思います。 

 以上で、国県道路整備促進特別委員会の調査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第９、決算審査特別委員会に付託の閉会中の継続審査報告を議題と

いたします。付託事件は、認定第１号、平成２１年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 

日程第９．決算審査特別委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

 本件は、閉会中の継続審査として決算審査特別委員会に付託しておりましたので、報告を求め

ます。１１番、阿比留光雄君。 

○議員（１１番 阿比留光雄君）  決算審査特別委員会の審査報告を行います。 

 平成２２年第３回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により、当委員

会に付託されました「認定第１号、平成２１年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定について」

の審査結果を同規則第１０３条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 当委員会は、１０月２５日及び２６日の２日間にわたり、対馬市議会議場において、桐谷徹委

員は欠席でありましたが、市長部局より担当部長、関係職員及び代表監査委員の出席を求め、細

部にわたり説明を受け、慎重な審査を行いましたので、その内容について特に質疑や意見が集中

した点を報告いたします。 

 総務費関係では、交通安全協会の補助金について、交通安全協会は補助金と会費で運営されて
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いるが、全国的に使途が不明ではないかというような報道等が過去にあっており、対馬市におい

て協会のあり方等について、今後、会議のあるごとに協議・検討してもらいたいとの要望があっ

たところであります。 

 地方バス路線維持費補助金の今後の見込みについて、市としては教育委員会と協力しながら、

市営バス、通学バスを含め効率的な運営に努め、補助事業者の経費を削減し、補助金を年々下げ

ていきたいということで取り組んでいるとのことであります。また、交通弱者等のためにも各路

線を維持していけるよう要望があっております。 

 生活対策臨時交付金事業関係の執行残額について、早く事業の執行に努めていれば有効に活用

できたのではないかという指摘に対し、一般財源もあわせて予算措置しており、執行残分につい

ては一般財源を減額し、交付金をすべて活用したとのことでありました。 

 岐阜県中津川市との交流事業の減額及び事業の成果については、執行額の減については、交流

事業参加者の減によること、また成果については、交流協会が立ち上がり、行政主導から民間主

導の交流ができるようになり、今までより前進したとのことであります。今後は、予算を有効活

用し、交流促進に努めてもらいたいと思います。 

 地域マネージャー制度について、各地区の地域審議会、それと総合計画を有効活用することで、

地域マネージャー制度も地域の活性化にもつながるんではないかとの指摘があり、今後地域マ

ネージャー制度が浸透した折には、お互いの制度が十分に連携をとっていくように配慮していき

たいとのことであります。 

 次に、民生費関係では、保育所の待機児童問題については、一部の保育所の問題で、現段階で

は施設の増築等の問題もあり難しいとのことです。現に困ってある保護者もあり検討してもらい

たいとの要望があっております。また、保育士に関して、嘱託の保育士が多く、仕事の内容は変

わらないと思われるが、正規の保育士として採用しないという考え方かという指摘に対しては、

保育所配置計画を平成２１年度に策定したところであり、今後は、保育所の統廃合も考慮しなが

ら、職員の確保をしていきたいという回答でありました。なお、嘱託職員の待遇については、前

歴加算等考慮し、改善しているとのことであります。 

 次に、衛生費関係では、合併処理浄化槽設置事業補助金について、当初予算からかなりの減に

なっているが、その原因と普及についての質問があり、減になった理由としては、新築住宅の着

工件数の減が主な要因で、普及については、国のほうで補助率の見直しが検討されているという

ことであり、今後、国や県の支援措置をお願いし、普及を図っていきたいとのことです。 

 特定健診の受診率について、受診率により後期高齢者支援金に影響するとのことであり、平成

２４年度において国が示した６５％を達成するのは困難な状況であるが、受診率向上のために努

力していくとのことであります。 



- 21 - 

 なお、後期高齢者医療制度の見直しが現在検討されており、このことについては、流動的な要

素も含んでいるとのことであります。 

 次に、農林水産業費では、ふるさと雇用再生特別基金事業により行っているカンショ・そばの

試験栽培において、これらを原料とした焼酎等のブランド化を成功させ、将来的には全島的に栽

培できるようにするということであるが、農家に推奨する場合、どれだけのコストでどれだけの

収入になるのか等、資料の収集をするよう指摘があったところです。また、ブロッコリーの栽培

についても、今後引き続き取り組んでもらいたいという要望があっております。 

 分収林の整備状況についての質問では、現在把握を行っている状況であり、今後極力整備を進

めていきたいとのことであります。 

 松枯れの状況について、非常に厳しい状況であり、その対策については、空中散布をしたり、

松枯れに強い抵抗性の松を植林したりしているが、駆除のほうが追いついていかないということ

だが、松くい虫の入らない松が出ているという指摘もされており、今後の対策としてもらいたい

と思います。 

 しいたけ種ごまの補助金について、単に種ごま代の補助をするのではなく、市として計画性を

持った形での振興策を策定し、それに基づくような補助制度にすべきではないかという指摘があ

っております。 

 イノシシ対策について、これまでの事業で購入した箱わな等の使用状況等については、だれが

どのくらい仕掛けているのか等調査・把握をして、有効な対策をとってもらいたいと思います。 

 環境王国関係の事業について、環境王国認定協議会は安心・安全な作物を消費者のもとに届け

るという趣旨で設立されたもので、対馬市としては農産物の出口を一つでも確保したいというこ

とだが、これも一つの手段としてはよいが、もっと大きい組織と組んでいくことも必要ではない

かという意見があっており、その点も十分検討していただきたいと思います。 

 次に、商工費関係では、企業誘致活動の状況等について質問があり、合計１９回程度島外に出

向き、活動を行ったとのことであるが、今日の経済状況ではなかなか難しい状況にあるようです。

今後は、特に環境・次世代のエネルギー等国策に沿ったような事業展開を本格的に取り組むなど、

なお一層の努力をお願いしたいと思います。また、県への職員派遣等を行い、誘致活動の推進を

図ってはどうかという意見があり、他の自治体の状況及び効果等を調査し検討させていただきた

いとのことであります。 

 福岡事務所の成果については、対馬学等の講座の開設、インターネットによる情報発信、各民

放テレビ・ラジオ等によるＣＭ、高速道路パーキングエリアでの物産の出品等を行い、対馬の知

名度向上と産品をつないでいくという部分で非常に頑張ったとのことであります。今後は、福岡

事務所に投資した金額、物産の売り上げ等波及効果を数値としてとらえ、事業の展開を図ってい
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ただきたいと思います。 

 次に、教育費関係では、今里小学校と今里中学校が同じ敷地にあることで、用務員が平成

２１年度から兼務となっており、大変苦労されているという状況であり、他の学校同様それぞれ

に配置願いたいという要望があり、できればもとに戻したいということであります。 

 また、維持補修費の執行残が多く、その分でできるような補修箇所もあると思うので、現場の

声をよく聞き対応願いたいとの要望があっております。 

 最後に、平成２１年度においては、国の経済危機対策等により、各交付金事業で多くの事業が

採択され、その多くが繰越事業として平成２２年度に執行されますが、まだ未発注の工事等が若

干見受けられます。限られた人員で大変だろうとは思いますが、事業の早期発注に努められます

ようお願いいたします。 

 ２日間にわたり、活発な質疑応答が行われ、決算の内容を審査した次第であります。 

 質疑、討論終了後、採決を行った結果、「認定第１号、平成２１年度対馬市一般会計歳入歳出

決算の認定について」は、賛成多数により原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。 

 なお、市長部局におかれましては、本委員会での指摘事項、意見、要望等を十分考慮され、市

民福祉向上のため、後年度の予算編成や今後の行財政運営に活かしていただきたいことを強く要

望いたします。 

 以上で、決算審査特別委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  報告が終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから認定第１号、平成２１年度対馬市一般会計歳入歳出決算の認定について、討論、採決

を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。本件に対する委員長報告は認定とするものです。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。認定第１号は委員長報告のとおり認定することに

決定しました。 

 暫時休憩します。開会を１１時１５分から。 

午前11時04分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（作元 義文君）  着席してください。再開します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１０、総務文教常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告を議題

とします。 

日程第１０．総務文教常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

 付託事件は、認定第１０号、平成２１年度対馬市旅客定期航路事業特別会計歳入歳出決算の認

定について及び認定第１１号、平成２１年度対馬市風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての２件であります。 

 ２件は、閉会中の継続審査として総務文教常任委員会に付託しておりましたので、審査報告を

求めます。７番、阿比留梅仁君。 

○議員（７番 阿比留梅仁君）  おはようございます。平成２２年第３回対馬市議会定例会の初日

において、会議規則第３７条の規定により、本委員会に付託されました案件については、議長あ

て報告しており、既に皆様のお手元に配付されておりますその経過と結果を、同規則第１０３条

の規定により報告いたします。 

 当委員会は、平成２２年１１月５日、山本委員、脇本委員は欠席でしたが、豊玉地域活性化セ

ンター３階会議室において、豊玉地域活性化センター、上県地域活性化センターの説明員の出席

を求め、慎重に審査をいたしました。その結果を報告書の２ページの３行目から報告をいたしま

す。 

 認定第１０号、平成２１年度対馬市旅客定期航路事業特別会計歳入歳出決算の認定については、

歳入決算額３,６８７万６,２１４円、歳出決算額３,６５４万４,４３８円であります。 

 歳入の主なものは、１款事業収入２８６万１,０４０円、２款国庫支出金２,０１８万

７,４４９円、３款県支出金６９３万２,１６３円、４款繰入金で一般会計からの繰入金６４６万

円となっており、国・県の補助が歳入全体の７５.３％を占めております。 

 歳出の主なものは、１款総務費は、主に給料、職員手当等の人件費として２,７４３万

５,４０９円、２款施設費は、航路事業の運営に伴う経費として９１０万９,０２９円となってお

ります。 

 この事業は、生活航路としての役割を果たすことで、国・県の補助により運営されており、今

後、国の動向等をよく把握し、事業運営を行っていただきたいと思います。 

 次に、認定第１１号、平成２１年度対馬市風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、歳入決算額４,５６６万１,６６６円、歳出決算額４,５５５万５,７９９円であります。 
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 歳入の主なものは、１款売電事業収益２,５８８万７,３４６円、３款繰入金で財政調整基金か

らの繰入金１,９２９万８,０００円となっております。 

 歳出の主なものは、１款電気事業費は、風車管理に関する費用として２,９９０万４,２８５円、

２款公債費は、元利償還金として１,４９８万７,７１４円となっております。 

 この事業は、事業開始から年数もたち、最近では故障も多く、そのための修繕経費が目立つよ

うになってきている状況で、平成２１年度より多額の基金繰り入れを行っており、公債費の償還

終了までの事業運営に支障を来さないよう、今後ますます維持管理に細心の注意を払い、安定し

た事業運営に努めていただきたいと思います。 

 以上、本委員会に付託された認定第１０号及び認定第１１号の２議案につきましては、慎重に

審査し、採決の結果、いずれも賛成多数により原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。 

 以上、総務文教常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから２件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから２件について討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。２件に対する委員長の報告はいずれも認定とするものであります。委員長報告

のとおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。２件は委員長報告のとおり認定することに決定し

ました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１１、厚生常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告を議題とし

ます。 

日程第１１．厚生常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

 付託事件は、認定第２号、平成２１年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてか

ら、認定第８号、平成２１年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算の認定について

までの７件であります。 

 ７件は、閉会中の継続審査として厚生常任委員会に付託しておりましたので、審査報告を求め

ます。１６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  厚生常任委員会審査報告を行います。 



- 25 - 

 平成２２年第３回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により、本委員

会に付託されました案件は、認定第２号、平成２１年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定第３号、平成２１年度対馬市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、認定第４号、平成２１年度対馬市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第

５号、平成２１年度対馬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第６号、

平成２１年度対馬市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第７号、平成２１年度

対馬市介護保険地域支援事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第８号、平成２１年度

対馬市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算の認定について、以上７件の審査について、同

規則第１０３条の規定により、次のとおり報告いたします。 

 当委員会は、１０月２２日に豊玉地域活性化センター３階小会議室において、全委員出席のも

とに、市長部局より扇福祉保健部長並びに各担当課長の出席を求め、慎重に審査を行ったところ

であります。 

 認定第２号、平成２１年度対馬市診療所特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入３億

７,０６１万６,０００円に対し、歳出は３億６,８９２万円で、差し引き１６９万６,０００円の

黒字となっております。 

 歳入の主なものは、１款診療収入２億５,３８８万２,０００円、３款県支出金２,２７１万円、

４款繰入金６,７７０万３,０００円の一般会計からの繰入金であります。 

 歳出の主なものは、１款総務費２億４,１４５万円のうち嘱託医３名分の謝礼として６,９１９万

６,０００円が含まれております。 

 ２款医業費１億２,７４６万９,０００円であります。ちなみに、外来の年間利用人員は、豊玉

診療所は延べ２万１,８１１人、仁田診療所は延べ４,９５３人の利用実績となっており、地域医

療に貢献しているところであります。 

 認定第３号、平成２１年度対馬市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入は

５５億７,９３１万８,０００円に対し、歳出は５５億１,５１８万１,０００円で、差し引き

６,４１３万７,０００円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、１款国民健康保険税１２億７８９万７,０００円、３款国庫支出金１６億

８,７４６万６,０００円、５款前期高齢者交付金９億５７３万９,０００円、８款共同事業交付

金６億６,４４３万８,０００円であります。国保税の収納のうち一般被保険者国民健康保険税の

現年課税分は８９.８３％の実績でありますが、現年度収納率が９１％を下回れば、普通調整交

付金は５％の減額措置となり、対馬市の場合、２,７６８万７,０００円が減額されたことになり

ます。９１％を上回る徴収努力を願うものであります。 

 歳出の主なものは、２款保険給付費３３億８,７５１万円、３款後期高齢者支援金等７億
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９２１万２,０００円、６款介護納付金２億９,８６０万５,０００円、７款共同事業拠出金８億

８２８万１,０００円となっております。 

 認定第４号、平成２１年度対馬市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入は

３２０万４,０００円に対し、歳出は２０１万２,０００円で、差し引き１１９万２,０００円の

黒字となっております。 

 歳入の主なものは、６款諸収入１８７万円、歳出は２款医療諸費の１３４万５,０００円であ

ります。御承知のとおり、本特別会計の老人保健制度は後期高齢者医療制度へ移行されており、

本年度は平成２０年３月診療分の精算処理を行うものであります。 

 認定第５号、平成２１年度対馬市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、本会

計は平成２０年４月１日より、従来の老人保健制度から移行した７５歳以上の高齢者を対象とし

た医療制度であります。この運営は、長崎県後期高齢者医療広域連合が行い、保険料徴収、申請

時の手続を本市が行っているものであります。また、医療給付費の５割を公費で、４割を現役世

代の加入する医療保険で負担する仕組みであります。 

 歳入は、３億１,５２１万２,０００円、歳出は３億１,４９３万２,０００円で、差し引き

２８万円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、１款後期高齢者医療保険料１億７,１０５万２,０００円、５款繰入金１億

３,７１１万８,０００円であります。 

 歳出の主なものは、２款後期高齢者医療広域連合納付金２億７,５０３万７,０００円となって

おります。徴収率については、普通徴収９６％、特別徴収１００％となっております。この制度

は見直すことが決定されており、平成２５年４月に新制度へ移行される予定で、負担割合がどの

ようになるのか国で現在検討中とのことであります。本年度対馬市の被保険者数は、平成２２年

１０月末現在で５,４６８人となっております。 

 認定第６号、平成２１年度対馬市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入３１億

８９１万８,０００円に対し、歳出３０億９,８１１万円で、差し引き１,０８０万８,０００円の

黒字となっております。 

 歳入の主なものは、１款保険料４億４,５００万９,０００円、３款国庫支出金７億８,２３５万

９,０００円、４款支払い基金交付金８億７,２３３万８,０００円、５款県支出金４億

４,９１２万９,０００円、７款繰入金４億９,８６４万３,０００円であります。 

 歳出については、２款保険給付費２８億５,２０８万１,０００円、８款地域支援事業費

８,４９１万７,０００円となっております。 

 運営については、在宅や施設での保険給付費を第１号被保険者保険料２０％、第２号被保険者

保険料３０％、国が２５％、県１２.５％、市１２.５％の負担割合となっております。対馬市で
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は、６５歳以上の高齢者は平成２２年３月末で１万３９２人、介護を必要とされた人数は

２,２２５名となっております。なお、保険料の徴収率は現年度分９７.７２％となっております。 

 認定第７号、平成２１年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

歳入は、１億２,３７６万９,０００円に対し、歳出が１億１,３８２万４,０００円で、差し引き

９９４万５,０００円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、１款繰入金８,４９１万７,０００円、３款諸収入３,０６０万６,０００円

であります。 

 歳出の主なものは、１款地域支援事業費９,４５４万５,０００円、２款介護予防支援費

１,９２７万９,０００円であります。 

 繰入金については、介護保険特別会計より保険給付費の３％を繰り入れております。この制度

により地域包括支援センターが中核となり、「要支援」「要介護」状態になることを予防すると

ともに、「要支援」「要介護」状態になっても住みなれたところで自立した日常生活を行うこと

ができるよう支援を行っているところであります。 

 認定第８号、平成２１年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算の認定について、

歳入は６億４,９６１万円に対し、歳出は６億１,６８４万８,０００円、差し引き３,２７６万

２,０００円の黒字となっております。 

 歳入の主なものは、３款繰入金２億６,１２１万円、５款諸収入３億７,６０４万７,０００円

であります。 

 歳出の主なものは、１款民生費５億４,９３７万４,０００円、２款公債費６,７４７万

３,０００円であります。 

 今年度の特長としては、国の緊急経済対策等により施設管理費では１億２,７１３万１,０００円

の増額決算となっております。ちなみに、短期入所延べ利用者数は、浅茅の丘が２,１９０人、

日吉の里が１,４６０人となっております。先ほど申し上げました施設管理費でございますが、

特養いづはら、ひとつばたご、日吉の里のスプリンクラー設置工事が主なものとなっております。 

 以上、本委員会に付託されました認定第２号から認定第８号の７特別会計の歳入歳出決算は、

慎重に審査を行った結果、いずれも原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。 

 以上で、厚生常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから７件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから７件に対する討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 お諮りします。７件に対する委員長報告はいずれも認定とするものであります。委員長報告の

とおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、７件は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１２、産業建設常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告を議題

とします。 

日程第１２．産業建設常任委員会に付託の閉会中の継続審査報告 

 付託事件は認定第９号、平成２１年度対馬市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算の認定か

ら、認定第１４号、平成２１年度対馬市水道事業会計決算の認定についてまでの４件であります。 

 ４件は、閉会中の継続審査として産業建設常任委員会に付託しておりましたので、審査報告を

求めます。１７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  産業建設常任委員会の審査報告を申し上げます。 

 平成２２年第３回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により、本委員

会に付託されました案件は、認定第９号、平成２１年度対馬市公共用地先行取得特別会計歳入歳

出決算の認定について、認定第１２号、平成２１年度対馬市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認定第１３号、平成２１年度対馬市集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算の

認定について、認定第１４号、平成２１年度対馬市水道事業会計決算の認定についての４議案で

あります。 

 その審査の経過と結果を、同規則第１０３条の規定により、報告をいたします。 

 当委員会は、平成２２年１０月５日、豊玉地域活性化センター３階会議室において、全委員出

席のもと、市長部局より斉藤建設部長、阿比留水道局長並びに担当課長等の出席を求め、慎重に

審査をいたしました。 

 認定第９号、平成２１年度対馬市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算の認定については、

厳原町日吉のＮＴＴ西日本宿舎跡地を取得するために設けられた特別会計で、歳入決算額は市債

の１億５,９００万円、歳出決算額は都市整備費の１億５,９００万円であります。 

 認定第１２号、平成２１年度対馬市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、歳

入決算額１１億７,０４６万６,６６８円、歳出決算額１１億４,０２０万９,６３９円であります。 

 認定第１４号、平成２１年度対馬市水道事業会計決算の認定については、水道事業収益２億

３,９３９万７,４５８円、水道事業費用は２億２,５４１万４,６６４円であります。 
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 両会計の水道使用料滞納額が、簡易水道事業特別会計で１,６３４万９,７４０円、水道事業会

計で２,０８６万８,８８０円であり、そのうち簡易水道事業特別会計で９９万４,６９０円、水

道事業会計で２９６万９,４６０円が不納欠損処理されています。給水停止等により徴収に努力

をされていますが、使用者負担の公平を期するため、今後さらなる徴収率の向上に期待をいたし

ます。 

 認定第１３号、平成２１年度対馬市集落排水処理施設特別会計歳入歳出決算の認定については、

歳入決算額２,４７９万９円、歳出決算額２,２３８万８,１７２円であります。加入計画戸数

８９戸のうち、平成２１年度末の加入戸数は５７戸で、加入率６４％という状況であり、下水道

管理費約５３５万円に対し、使用料及び手数料は約２２５万円であります。一般会計からの繰入

金圧縮のために、当初計画に沿った事業の推進を強く要望いたします。 

 議決された予算は、その趣旨・目的に従って適正に効率的に執行されており、付託されました

４件の歳入歳出決算については、採決の結果、いずれも賛成多数により原案のとおり認定すべき

ものと決定をいたしました。 

 以上で、産業建設常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから４件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから４件に対する討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。４件に対する委員長報告はいずれも認定とするものであります。委員長報告の

とおり認定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、４件は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 昼食休憩といたします。開会は、午後１時から。 

午前11時44分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時59分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第１０５号 
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○議長（作元 義文君）  日程第１３、議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算

（第５号）を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  ただいま議題となりました議案第１０５号、平成２２年度対馬市一

般会計補正予算（第５号）について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、過疎地域自立促進特別事業基金、地方バス路線維持費補助金及び各事業費の決

定による追加・調整等が主なものであります。 

 １ページをお願いをいたします。 

 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによることを規定し、

第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４億４,５４０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０２億８,４２２万２,０００円とするも

のであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから５ページにかけての「第１表歳入歳出予算補正」によるとするもので

あります。 

 第２条、債務負担行為は、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をするこ

とができる事項、期間及び限度額を６ページ及び７ページの「第２表債務負担行為」によるとす

るものであります。 

 第３条、地方債の補正は、地方債の追加・変更を８ページから９ページにかけての「第３表地

方債補正」によることを定め、地方債の限度額を３５億１５０万円といたしております。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について、主なものを御説明をいたします。１４ページをお願

いをいたします。 

 まず、歳入でありますが、１０款地方交付税は、普通交付税を４億２,９８４万４,０００円増

額、１４款国庫支出金は、１項国庫負担金で漁港施設災害復旧事業負担金１億７,２８０万円の

減額。 

 ２項国庫補助金で、１６ページをお願いをいたします。 

 地域介護関係補助金の増額など、１,０５６万９,０００円の補正であります。１５款県支出金

は、２項県補助金で１目総務費県補助金の雇用関係事業交付金１,３６７万９,０００円の減額、

４目農林水産業費県補助金の漁港整備事業補助金８,２７９万７,０００円の追加が主なものであ

ります。 

 １８ページをお願いをいたします。 

 １８款繰入金は、教育施設整備基金繰入金４５０万円を減額、２０款諸収入は、新規ビジネス
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応援事業補助金返還金等２６７万５,０００円の増額、２１款市債は、過疎地域自立促進特別事

業基金積立事業債３億９,０００万円。 

 ２０ページをお願いをいたします。 

 最後の列になりますけども、臨時財政対策債４億４,０８０万円など、１０億４,０４０万円を

増額いたしております。 

 ２２ページをお願いをいたします。 

 歳出について御説明いたします。２款総務費の主なものとして、３目財政管理費の過疎地域自

立促進特別事業基金の積立金３億９,０００万円。 

 ２４ページをお願いをいたします。 

 ７目企画費の１９節負担金補助及び交付金に、地方バス路線維持補助金１億１,２２４万

２,０００円。９目国際交流費の対馬国際交流協会補助金６００万円の追加など、５億２,４６９万

７,０００円の増額であります。 

 ２６ページをお願いをいたします。 

 ３款民生費１目社会福祉費で、主なものとして、１目社会福祉総務費の２０節扶助費の障害者

福祉医療費など２,０４７万５,０００円。 

 ２８ページをお願いをいたします。 

 ５目老人福祉費の１９節負担金補助及び交付金の地域介護関係補助金１,００９万円の追加な

ど、４,２８２万３,０００円の増額であります。 

 ２項児童福祉費は、２目児童福祉施設費の臨時保育士賃金１,４０９万円。 

 ３０ページをお願いをいたします。 

 へき地保育所改修工事３６９万５,０００円の増額が主なものであります。 

 ３項生活保護費は、３２ページをお願いをいたします。 

 扶助費２,６５０万円など、３,７０１万８,０００円を増額いたしております。４款衛生費は、

１項保健衛生費１目保健衛生総務費の特別会計の負担金補助金１億１,３０２万４,０００円。

２目予防費の予防接種事業委託料１,２２７万３,０００円などが主なもので、１億３,７６８万

６,０００円を増額しております。 

 ３４ページをお願いをいたします。 

 ２項清掃費３目し尿処理費の機械設備点検委託料７９３万８,０００円の追加などが主なもの

であります。 

 ６款農林水産業費は、３６ページをお願いをいたします。 

 ２項林業費の１３節委託料、松くい虫防除委託料４００万６,０００円。 

 ３８ページをお願いをいたします。 
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 １５節工事請負費の林道南室線開設工事など５,３５１万４,０００円の追加、３項水産業費の

４目漁港建設費１５節工事請負費で、内院漁港整備工事費９,３００万円の追加が主なものであ

ります。 

 ４０ページをお願いをいたします。 

 ７款商工費は、２目商工振興費の１３節委託料で５７２万３,０００円の減額が主なものであ

ります。 

 ４２ページをお願いをいたします。 

 ８款土木費は、市道の維持補修改良工事。 

 ４４ページをお願いをいたします。 

 河川港湾工事費等の補正であります。 

 ４６ページをお願いをいたします。 

 ９款消防費は、消防関係車両の購入など２,０２２万１,０００円の増額であります。 

 １０款教育費は、１項教育総務費の学校閉校に伴う行事等に対する補助金３００万円。 

 ２項小学校費の４８ページをお願いをいたします。 

 ３目学校建設費１,６４１万１,０００円の減額。 

 ５０ページをお願いをいたします。 

 ５項社会教育費２目公民館費の備品購入費３４０万６,０００円などが主なものであります。 

 ５２ページをお願いをいたします。 

 １１款災害復旧費は、事業費決定による補正であります。 

 ５４ページをお願いをいたします。 

 １２款公債費は、繰上償還金４億５,５０５万４,０００円を増額いたしております。 

 なお、５６ページから５９ページにかけましては、補正予算給与費明細書であります。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議くださいますよ

うお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  今回の補正では、イノシシ等の被害等のフェンスが載っており

ませんけれども、イノシシの被害が、さらに農家にとってはかなり打撃になっております。 

 シイタケ用のワイヤーメッシュは、シイタケ生産組合によりまして、その生産組合に加入して

ない、普通のシイタケをやってある方も組合加入がわかってなかった模様なのですね。その加入

促進もやっていただきたいし、どういった網やろうかと言われたら、そのシイタケ生産組合で取

りまとめたワイヤーメッシュであるということがこのごろわかっております。そのシイタケのワ

イヤーメッシュは、農業のほうで配られたワイヤーメッシュと形状がちょっと変わっております。
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高さも高いようにありますので、農業用のワイヤーメッシュではシカ等も飛び越えて被害が続発

しておると聞いておりますし、農家の所得向上にはなっておりません。 

 このことを踏まえて、さらに３月の補正でどのような取りまとめを今してあるかどうか、その

報告と、シイタケ用とか農業用とか分ける必要はないと思うんですけども、そこら辺の認識はど

うでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  イノシシ被害に、市民の皆さんが苦しんであるという状況は、承知して

いるつもりです。昨日も、仁田のほうまで昼に足を延ばす機会がありましたが、そのときに、そ

この橋のたもとで会った方と話をしましたら、イノシシがおりてきて大変困ってる状況がありま

すというふうなことを、じかに私のほうにもお話されました。それについては重々わかっている

つもりでありまして、議員も御存じのように９月の議会におきまして、たしか３,９００万円と

いう金額を、補正を組ませていただいております。それについて、地域のほうの要望等を取りま

とめながら、今その作業を進めている状況であります。たしか７０何キロとかいうキロ数も、そ

こで賄えるんではないかと思っておりますし、その前年まででも３００キロという延長を皆さん

にお配りしている状況です。 

 今、根本的な対策がない中で、このワイヤーメッシュで、集落、また農地等を守るということ

しかないという思いは持っておりますので、今まで同様にしっかりと取り組んでいく考えをして

おります。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  もう一つの分に対して答弁をしていただきたいんですけれども、

農林水産部長ですか、市長はわかりにくいかと思いますけれども、形状が変わっておると思うん

ですけども。 

○議長（作元 義文君）  農林水産部長、比田勝尚喜君。 

○農林水産部長（比田勝尚喜君）  シイタケほだ場用のワイヤーメッシュ柵につきましては、議員

おっしゃられるとおりに、形状が若干違っております。これは、シカ等が容易に飛び越えないと

いうようなことで、現在、今年度、約、延長といたしまして、５３キロ配布するように計画いた

しております。高さは２メーターだというふうに聞いております。よろしいでしょうか。（発言

する者あり） 

 すみません。訂正いたします。幅が２メーター、高さが１.３メートルということで、お願い

いたします。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  できますならば、それが日本でできてる規格であるとでしょう
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けど、もう少し別の形状を探していただいて、やはりもう、今２メーターないとシカが飛び越え

ておるところもあっているみたいです。１.３ぐらいやったら、イノシシも山によっては飛び越

えたり、シカは軽く１.２や１.３はジャンプしよるみたいですよ。それでまた、シイタケもこの

ごろは食べ覚えたとかいう話も、被害もあっておると聞いておりますので、やはり形状をもう少

し考えていただいて、被害調査をしていただきまして、新年度予算に取り入れていただきたいと

思っております。 

 それで、比田勝部長、さっき言いよりました、生産組合に加入していない方はシイタケをしよ

ってもわからんのですよ。今回、申し込んでない方が多いですので、その辺も実態調査をしてい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（作元 義文君）  農林水産部長、比田勝尚喜君。 

○農林水産部長（比田勝尚喜君）  まず、このシイタケほだ場用のワイヤーメッシュにつきまして

は、議員おっしゃられるとおり、シイタケ生産組合のほうに配布いたしまして、そちらのほうか

ら各生産者のほうに配られております。といいますのも、各自わずかなシイタケを生産してある

方、そしてまた、大規模にされてある方、いろいろございますけども、このような観点から、ま

ずは大規模なところを救済したいというようなことから、このようなことにいたしております。 

 それと、形状といたしましては、このワイヤーメッシュにつきまして、忍び返しをされてない

方が、かなりまだいらっしゃるんじゃないかと思うんですけども、特に、イノシシにつきまして

も、忍び返しをすることで、かなりの確率で防除できるというようなことを聞いております。 

 それと、１.３メートルでは低いんじゃないかということでございますけども、これに関しま

しては、その他の防鹿ネットとか、黒の風の防風用シートですか、そちらのほうと併用して御使

用いただければ、効果的になるんじゃないかなというふうに考えております。それと最終的には、

また今後とも、その面に関しましても、調査いたしたいというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  １４番、糸瀬一彦君。 

○議員（１４番 糸瀬 一彦君）  ２点ほどお尋ねいたします。２５ページ、国際交流協会の

６００万円という補正ですけど、この点を詳しく。 

 それから、もう１点は３６ページ、この機械器具の設備点検委託料、これは、補正で７９３万

８,０００円ということですけど、私のほうで勉強すればよかったんでしょうけど、現計が１億

何千万円から多分なっておると思うんですけど、補正で８００万円も組まざるを得んということ

は、何か状況が変わったんでしょうか。もう少し詳しい説明をお願いします。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  ２５ページ、国際交流費の１９節の負担金補助及び交付

金の６００万円の内訳ということでございますけども、これは、大きく２つに分かれますけども、
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実際は直接、行政ができない部分を国際交流協会に委託して行うものでございまして、まず第

１点は、韓国観光客の誘致促進のために、韓国国内の新聞広告を２００万円で予定いたしており

ます。 

 それから、第２点目は、韓国ガイドが適正な対馬の観光案内をしてないんじゃないかというよ

うな御指摘があっておりますので、これに対応するために韓国のガイド、添乗員あたりを対象に

した観光ガイドの研修会を予定いたしております。 

 以上の２点でございます。 

○議長（作元 義文君）  市民生活部長、近藤義則君。 

○市民生活部長（近藤 義則君）  糸瀬議員のほうからの質問についてお答えしたいと思います。 

 し尿処理の委託料の関係でありますが、今回の補正の７９３万８,０００円の増は、中部ク

リーンセンターの機械設備点検の委託料の追加分でありますが、汚泥処理焼却施設の焼却炉が、

温度があまり上がらなくなりまして、燃焼効率が下がり、燃料が余分に必要な状況でありますの

で、焼却炉の耐火物の点検及びひび損傷箇所等の打ちかえ補修を行うものであります。 

 当施設は、平成４年４月稼動後、１８年目を経過しております上、前回は平成１３年度に実施

したものでありますので、８年から９年程度で耐火物の打ちかえが必要でありますので、今回補

正をさせていただいたわけでございます。従来、たくさん金がかかっているのは厳美清華苑の管

理委託料のほうでございますので、中部のほうは直接運営いたしておりますので、この点ぜひ御

理解願いたいと思っております。新しい施設ができるまでは、この補修で終わるんじゃなかろう

かと思っておりますので、御理解を願いたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  １４番、糸瀬一彦君。 

○議員（１４番 糸瀬 一彦君）  今の説明によります機械設備ですか、私も豊玉のほうは非常に

日ごろの管理がよくて、メンテが行き届いておるなという思いを持っておりましたけど、先ほど、

ちょっと中部施設ですよと言ってもらえば質問せんでもよかったんですけど、まあ、ぜひ、補強

で足り得ることであれば、今回やってほしいと思っています。 

 それから、６００万円の、新聞広告が２００万円、そして、ガイドの研修会に４００万円とは、

えらい張り込んで勉強させるやないですか。もうちょっと詳しく。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  失礼いたします。ちょっと説明不足の点をおわび申し上

げます。 

 韓国の観光ガイドも含めまして、島内の観光ガイドも合わせて、講習会、研修会を、予定をし

ておりまして、韓国からは大体３０名程度を呼んで現地研修ということを予定いたしております。 

 以上でございます。 
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○議長（作元 義文君）  はい、ほかに。１２番、三山幸男君。 

○議員（１２番 三山 幸男君）  ちょっと、２点か３点かお尋ねをいたします。 

 １９ページ、諸収入の雑入で新規ビジネス応援事業補助金の返還金がありますが、これはどう

いう形で返還を求められて返還に応じたのか。１人なのかあるいは数名いらっしゃるのか。その

辺をまず１点。 

 そして、歳出の２６ページ、デジアナ変換設備整備工事になってますけども、このことを詳し

くお願いしますとともに、もう１点は４１ページ、糸瀬議員の質問に重複するかもわかりません

が、韓国人観光客のお買い物満足度アップ事業委託料となってますが、どういうことをされよう

としているのか、詳しい説明をお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  地域再生推進本部長、永尾榮啓君。 

○地域再生推進本部長（永尾 榮啓君）  まず、最初の御質問の１９ページ、新規ビジネス応援事

業補助金の返還金について御説明申し上げます。 

 事業者は１社でございます。本来であれば２１年度中に精算をして、事業を完了するところで

ございましたけど、その業者は再三、市からの申し出におきましても、実績報告の提出がござい

ませんでした。２２年度に入って提出がございました。実績内容を精査いたしました結果、申請

どおりの事業がなされておりませんでした。補助金交付要綱によりまして、市の、いわゆる申請

に沿った事業ができてないという判断のもと、事業を２２年度に取り消させていただきました。 

 本来であれば、２１年度中に処理しなければならないところでありましたけど、業者の、再三

の市からの申し出に対して、業者からの返答がございませんでしたので、やむなく２２年度に全

額を返還させていただいております。既に、９月１日に金のほうも納入が済んでおります。業者

は、先ほど申しましたように１社でございます。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  ２５ページのデジアナ変換の工事費の件でございますけれども、工

事費的には７８１万４,０００円で、国からの補助金が５２０万８,０００円ということで、約

３分の２の補助金であります。 

 このデジアナ変換につきましては、国の総務省からの強い指導によりまして、来年の７月以降

デジタル波だけになってしまうと、アナログ波の送信がストップするということで、総務省の理

由づけといたしましては、各家庭で２台目、３台目のテレビを持っておると。そういう人たちに

はかなりの負担になると。ですから、暫定的に２７年の３月まで約５年間になりますけれども、

こちらで受け取っておりますデジタル波をアナログ波に変えて、そのテレビが見れるような状況

にという工事でございます。 
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 この件につきましても、来年の７月でアナログ波がストップしてしまえば、テレビ等の廃棄等

が集中するというふうな国の考えに基づいて、市としても、どうしても取り込まざるを得ない事

業であります。ですので、今度の１２月の補正に上げまして、来年の３月までに工事を終了させ

まして、平成２３年の４月１日からは、アナログ波については、このデジタル波をアナログ波に

変えて送信をして、テレビを、アナログ波を見ていただくということになります。デジタルテレ

ビをお持ちの方は、そのままデジタル波で見れるということの事業でございます。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  ４１ページの商工振興費の中の委託料の関係で、韓国人

観光客お買い物満足度アップ事業委託料ということの御質問のようでございますけども、これに

つきましては、これまで韓国人観光客が幾らお金を持ってきても金を落とさないというような部

分が見受けられましたので、この際ティアラの２階があいておりますので、ここに緊急雇用事業

におきまして、商工会に委託をお願いし、ここで韓国人がどのような買い物をするのかというよ

うな、一つのアンテナショップ的なものでございまして、現在のところ、本年と新年度までの予

定で臨むような計画でございます。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  １２番、三山幸男君。 

○議員（１２番 三山 幸男君）  まず、１点目の新規ビジネス応援事業の返還について、先ほど

部長より説明をいただきました。例えば、１名以外のほかの人は、すべて市に申請をしていると

おりに事業が実施されているという受け取り方でよろしいんでしょうか。 

 次に、２点目のデジアナの件ですけども、総務部長の説明では、現在持っているアナログテレ

ビが、来年の７月からはデジタル放送になりますので見られないと。その間に対しては、市に対

して各個人から申請をして、そういう変換の器具を貸し付けるのか、あるいはもうこれは特定の

ところに決まっているのか、その辺を再度詳細な説明をお願いしたいと思います。 

 ３点目の韓国観光客の満足度アップ事業については、部長が申されましたように、韓国から大

勢の観光客がおいでになっていると。しかしながら、思うように厳原なり、比田勝なり、対馬の

商店街にはあまりこう潤いがないような感じで、対馬自体に、韓国人が求めているような買い物

が少ないんじゃないか、あるいは物産が少ないんじゃないかというのが、部長に限らず、すべて

の人がそう思っていると思います。そういうところで、よりよい、こうアンケートをするなり、

調査結果で、韓国人の観光客の方が対馬に来て、少しでも多くの買い物をして喜んで帰ってもら

えるように、最大の事業になるように取り組んでほしいと思います。すみません、再度、お願い

します。 

○議長（作元 義文君）  地域再生推進本部長、永尾榮啓君。 
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○地域再生推進本部長（永尾 榮啓君）  新規ビジネスの再度のお尋ねにお答えいたします。 

 ２１年度は、１４件の事業を採択いたしております。そのうち、年度中に１件、本人からの申

し出がございまして、事業を取りやめたいということで１５０万円の補助金の返納があっており

ます。残りの１３件のうち、そのうち１件につきましては、事業内容と若干違うということで、

実績報告の段階で補助金を減額した業者が１件ございます。先ほど申しましたのは、その実績報

告の報告期限までに提出がございませんでした。よって、事務処理が本来２１年ですべき分を

２２年度にさせていただいた関係上、今回、雑入で補助金を受け入れるという形をとらさせてい

ただいております。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  デジアナ変換に対する質問ですけども、これ、各家庭におきまして

は、画面上でレターボックス形式になりまして、今のアナログで見てある方も一回りから二回り

画面上が小さくなります。それと、各家庭については何もする必要はありません。本体のほうに

デジタル波が来ますから、そのデジタル波をアナログ波に変換をして、それぞれの家庭に流すと

いう形で、今の状況でアナログ波のテレビについては見れるという状況です。 

 で、国の方針といたしましても、デジタル波の推進というのはしてるんですけども、そういっ

た生活弱者と申しますか、２台目、３台目、そういった家庭の状況の方に配慮をするということ

で、国の、強行な総務省の事業ですので、取り込まざるを得ないという形になりました。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  韓国人観光客お買い物満足度アップの件ですけども、三

山議員おっしゃるとおり、これまでいろんなアンケートも行っておりますけども、今回の事業は

すべて商工会にお願いしまして、商工会ですべて商品の買い取りから行って運営を予定しており

ます。あと、極端な話、これまで試してなかった日本人形であるとか、いろんな物で対馬に金が

どれぐらい落ちるかというようなことも模索をしておりますので、この面については、プロの商

工会のほうと協議をおいおいこれまでしておりますが、今後も承った意見を参考にして当たって

いきたいと思います。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

○議員（１２番 三山 幸男君）  すみません、もう一回。 

○議長（作元 義文君）  １２番、三山幸男君。 

○議員（１２番 三山 幸男君）  平山部長、さっきのデジアナの変換のことです。これ、個人で

どうこうじゃなくて、市がＣＡＴＶにそれをすれば、すべてのテレビで対応できるということで、

よろしいんですか。 
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○議長（作元 義文君）  総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  家庭では、そのままのアナログの受像機で見れますということです。

ですから、市の本体のほうにデジタル波をアナログ波に変える装置をつけまして、それを各家庭

に流すという形ですので、各家庭ではテレビの買いかえ等については必要なく、何もする必要は

ありません。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第１０５号は、配付しております議案付託

表のとおり、所管の各常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１０５号は、配付しておりま

す議案付託表のとおり、所管の各常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第１０６号 

日程第１５．議案第１０７号 

日程第１６．議案第１０８号 

日程第１７．議案第１０９号 

日程第１８．議案第１１０号 

日程第１９．議案第１１１号 

日程第２０．議案第１１２号 

○議長（作元 義文君）  日程第１４、議案第１０６号、平成２２年度対馬市診療所特別会計補正

予算（第２号）から、日程第２１、議案第１１３号、平成２２年度対馬市水道事業会計補正予算

（第２号）までの８件を一括議題とします。 

日程第２１．議案第１１３号 

 ８件について、提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。 

○福祉保健部長（扇  照幸君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第１０６号か

ら議案第１１０号までの議案について、続けて内容を御説明申し上げます。 

 まず、議案第１０６号、平成２２年度対馬市診療所特別会計補正予算（第２号）について、御

説明申し上げます。 

 今回の補正は、嘱託職員の報酬及び診療所の維持補修工事費等の増額が主なものでございます。
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１ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市の診療所特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによることを

規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２２９万

３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億７,４０６万５,０００円と

するものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 ８ページをお開き願います。 

 歳入の４款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を２２９万３,０００円増額し

ております。 

 歳出ですが、１０ページをお願いします。 

 １款総務費１項施設管理費は、嘱託職員の報酬、診療所の修繕料及び維持補修工事費等

２２９万３,０００円を増額しております。 

 １２ページ及び１３ページに補正予算給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１０７号、平成２２年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

について、御説明申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、歳入で国民健康保険税及び前期高齢者交付金の減額、歳出では、後

期高齢者支援基金及び保険給付費の減額、国庫返納金の増額等が主なものでございます。 

 １ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる

ことを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

６,３０３万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５億３３０万円と

するものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 ８ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項国民健康保険税は、所得割、資産割の税率の改正等により

５,２７９万９,０００円を減額しております。３款国庫支出金１項国庫負担金は、療養給付費負

担金を２,３０９万８,０００円減額しております。４款１項療養給付費交付金は、退職者医療交

付金の調整対象基準額等の決定及び前年度精算交付金の決定により９,２７６万４,０００円を増
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額しております。５款１項前期高齢者交付金は、前々年度分の精算額等の決定等により９,４６７万

３,０００円を減額しております。６款県支出金２項県補助金は、特別調整交付金の内示により

５４０万１,０００円増額しております。 

 １０ページをお開き願います。 

 １０款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を５２３万８,０００円増額してお

ります。１１款１項繰越金は、前年度繰越金を４１３万６,０００円増額しております。 

 歳出でございますが、１２ページをお願いします。 

 １款総務費１項総務管理費は、保険証発行用のプリンター購入費等２１３万５,０００円を増

額しております。２項徴税費は、過誤納還付金及び還付加算金等１２４万２,０００円を増額し

ております。２款保険給付費１項療養諸費は、５,９２５万５,０００円を減額しております。一

般被保険者療養給付費９,３８０万円の減額、退職被保険者等療養給付費３,３０５万４,０００円

の増額が主なものでございます。 

 １４ページになります。 

 ２項高額療養費は、一般被保険者高額療養費及び退職被保険者等高額療養費を１,５５９万

３,０００円増額しております。３款１項後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療制度に対する

支援金ですが、前々年度分の精算額の確定等により１億８１万４,０００円を減額しております。

４款１項前期高齢者納付金等は、５７万８,０００円減額しております。６款１項介護納付金は、

１,９４３万９,０００円増額しております。 

 １６ページになります。 

 ８款保健事業費１項特定健康診査等事業費は、特定健診システム改修委託料等７８３万

６,０００円を増額しております。１１款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、前年度の国庫

支出金の返納金を５,１３７万１,０００円増額しております。 

 １８ページ及び１９ページに補正予算給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１０８号、平成２２年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて、御説明申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、介護サービス給付費及び高額介護サービス費の保険給付費の増額に

よるものでございます。 

 １ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによること

を規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５万

２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億５,６３７万６,０００円

とするものであります。 
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 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 歳入でございますが、８ページをお開き願います。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金は、介護給付費負担金を２,３１３万６,０００円増額しており

ます。２項国庫補助金は、調整交付金を８３３万円増額しております。４款１項支払基金交付金

は、介護給付費負担金等２,６９８万円増額しております。５款県支出金１項県負担金は、介護

給付費負担金を１,４９２万１,０００円増額しております。７款繰入金１項他会計繰入金は、一

般会計からの繰入金を１,０９５万３,０００円増額しております。２項基金繰入金は、介護給付

費準備基金繰入金を５５２万８,０００円増額しております。８款１項繰越金は、前年度繰越金

を１,０２０万４,０００円増額しております。 

 歳出でございますが、１２ページをお願いします。 

 １款総務費３項介護認定審査会費は医師意見書作成手数料等１２７万４,０００円を増額して

おります。２款保険給付費１項介護サービス等諸費は、介護サービス給付費を８,０００万円増

額しております。４項高額介護サービス等費は、高額介護サービス費を８００万円増額しており

ます。５項高額医療合算介護サービス費は、１,０００万円を増額しております。 

 １４ページになります。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、過年度分保険料還付金を７７万８,０００円増額

しております。 

 続きまして、議案第１０９号、平成２２年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明申し上げます。 

 １ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市の介護保険地域支援事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによることを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ１９５万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,７３３万

５,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 歳入でございますが、８ページをお開き願います。 

 １款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計繰入金を２４５万円減額しております。３款諸収入

１項サービス事業収入は、介護予防支援事業収入を４９万４,０００円増額しております。 
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 歳出ですが、１０ページをお願いします。１款地域支援事業費１項地域支援事業運営費は、公

用車購入費等３０９万１,０００円を増額しております。２項介護予防事業費は、特定高齢者把

握事業委託料を５８８万円減額しております。３項包括的支援事業任意事業費は、研修会開催の

講師謝金等４１万３,０００円を増額しております。 

 １２ページをお願いします。 

 ２款介護予防支援費１項介護予防支援サービス事業費は、介護予防支援委託料を４２万円増額

しております。 

 続きまして、議案第１１０号、平成２２年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第

３号）について御説明申し上げます。 

 １ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市の特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

によることを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ４１６万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,８１１万

４,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 歳入でございますが、８ページをお開き願います。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計繰入金を１,７２４万７,０００円減額しております。

４款１項繰越金は、前年度繰越金を２,１４１万５,０００円増額しております。 

 歳出ですが、１０ページをお願いします。 

 １款民生費１項社会福祉費は、４１６万８,０００円増額しております。１目特養「浅茅の

丘」管理費は嘱託職員の報酬の減額、２目特養「日吉の里」管理費は、浄化槽漏水補修工事費及

び介護用テーブル等の備品購入費等の増額が主なものでございます。 

 １２ページ及び１３ページに補正予算給与費明細書を添付いたしております。 

 以上、議案第１０６号から議案第１１０号まで説明をさせていただきました。御審議の上、御

決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  豊玉地域活性化センター部長、中村敏明君。 

○豊玉地域活性化センター部長（中村 敏明君）  一括して議題となりました議案第１１１号、平

成２２年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第３号）について、提案理由とその内容

について御説明申し上げます。 

 今回の補正は、嘱託職員の人件費と渡海船の修繕料の補正でございます。 
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 １ページをお開き願います。 

 平成２２年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

ることを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ４６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,９５５万

９,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。 

 歳入について御説明いたします。８ページをお願いいたします。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を４６万９,０００円増額しておりま

す。 

 次に、歳出について御説明いたします。１０ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、嘱託職員の報酬、共済費の人件費２１万

８,０００円の増額、２款施設費１項施設費１目施設管理費は、渡海船「ニューとよたま」の修

繕料２５万１,０００円を増額するものであります。 

 １２、１３ページに給与費明細書を添付しておりますので、御参照方お願いいたします。 

 以上、簡単ですが、説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（作元 義文君）  水道局長、阿比留誠君。 

○水道局長（阿比留 誠君）  一括して議題となりました議題のうち、議案第１１２号、議案第

１１３号の２件は、水道局所管の議案でございますので、続けて御説明いたします。 

 まず、議案第１１２号、平成２２年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

て御説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２２年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによりま

す。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,７６５万円追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ９億４,７４２万５,０００円と定めるものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の金額は、

２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

 第２条、地方債の変更は、４ページの「第２表地方債補正」によります。 

 それでは、補正の内容について歳入から御説明いたします。８ページ、９ページをお願いいた

します。 
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 ６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金７,５７３万１,０００円の増額は、９款市債

１項市債１目簡易水道事業債から辺地債への変更によるもので、説明欄にある建設費追加分と、

当初見込みとなっていたものの確定したことによる高料金対策追加が主なものであります。７款

繰越金１項繰越金１目繰越金１１万９,０００円は、前年度繰越金の追加であります。８款諸収

入１項雑入１目雑入２００万円の増額補正は、水道施設落雷被害による保険金加入による保険金

であります。９款市債１項市債１目簡易水道事業債６,０２０万円の減額は、辺地債への変更に

よる減額補正であります。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、１款簡易水道費１項水道管理費２目施設管理費１,８７９万円の増額補

正は、各活性化センターの水道修繕料の追加及び補修工事の追加が主なものであります。２項水

道建設費１目水道建設費１５節工事請負費３００万円を減額し、１３節委託料へ同額の増額とす

るもので、設計の増量によるものであります。２款公債費１項公債費２目利子１１４万円の減額

補正は、長期債償還利子の減によるものであります。 

 １２ページ及び１３ページに補正予算給与費明細書を添付いたしております。 

 続きまして、議案第１１３号、平成２２年度対馬市水道事業会計補正予算（第２号）について

御説明いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条、平成２２年度対馬市水道事業会計補正予算（第２号）は、次のとおり定めるものであ

ります。 

 第２条、平成２２年度対馬市水道事業会計予算、第３条に定めた収益的支出の予定額を次のと

おり改めるものであります。第１款水道事業費用第１項営業費用を６３１万９,０００円増額し、

２億１,２７０万７,０００円とし、第１款水道事業費用を２億３,４１６万７,０００円とするも

のであります。 

 第３条、予算、第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり改めるものでありま

す。 

 まず、収入でございますが、第１款資本的収入第１項企業債を３,５００万円の減額で

３,５００万円とし、第３項負担金を３,５００万円増額し４,４３４万５,０００円とし、第１款

資本的収入を１億４,９５４万５,０００円とするものであります。 

 続きまして、支出でございますが、支出につきましては、増減はございません。第４条予算、

第５条中、起債の限度額７,５００万円を３,５００万円に改めるものでございます。 

 それでは、補正の内容について、収入から御説明いたします。 

 ４ページ、５ページをお願いします。 
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 収益的支出でございますが、１款水道事業費用１項営業費用１目配水及び給水費５５０万円の

増額補正は、修繕料の増加によるものであります。２目総係費８１万９,０００円の増額補正は、

電算システム改造委託料でございます。 

 続きまして、資本的収入でございますが、１款資本的収入１項企業債１目企業債３,５００万

円の減額補正は、簡易水道事業債から辺地債への変更に伴う減額であります。３項負担金１目他

会計負担金３,５００万円の増額補正は、辺地債への変更に伴い、他会計より繰り入れるもので

あります。 

 続きまして、資本的支出でございますが、１款資本的支出１項建設改良費３目簡易水道整備工

事費１５節委託料８１１万３,０００円の減額補正は、設計委託料の精査による減額であります。

２１節工事請負費８１１万３,０００円の増額補正は、委託料の減額に伴い、同額を工事請負費

の増額とするものであります。 

 以上で、議案第１１２号、議案第１１３号の特別会計補正予算の概要について説明をさせてい

ただきました。よろしく御審議の上、決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。質疑は２時１０分から始めます。 

午後２時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時10分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから８件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。（「議長」と呼ぶ者あり）はい。１１番、阿比留

光雄君。 

○議員（１１番 阿比留光雄君）  ちょっと補正予算に直接関連がないことなんですけど、豊玉診

療所の休診がしょっちゅうあるということで、非常に地域の人が心配をしている。その問題を、

ちょっと二、三点確認をしたいんですけど、発言をお許しいただけませんでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  診療所特別会計に少し関係もありますので、地域の、中部地域の診療所

の件もありますから、発言許します。どうぞ。１１番、阿比留光雄君。 

○議員（１１番 阿比留光雄君）  発言を許されましたので、ちょっと二、三お尋ねを、確認をし

ておきたいと思います。 

 豊玉診療所は、平成１６年から開業して、その当時の受診者が約３０数名、１日でですね。現

在１日に八十四、五名というように、非常に豊玉の地域の診療所としては、その目的を大いに達

していると思います。西のほうは仁田から、それから東の東海岸のほうでは琴地区から、だんだ
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んと患者さんも増えているということを聞いております。 

 そういう中で、その当時２名体制の医師でスタートした中で、ちょっと現在いろいろと調べ、

また話も聞いてみますと、院長の升木先生が、０.５、月に２週間ということと、常時１日勤務

してあります吉田先生が長期療養というようなことで、休診が続いていると。現在ちょっとまた

営業されているようですけど、そこら辺が非常に地域住民として心配をされて、どうなるのか、

どういう取り組みを市はしてるのか、いうようなことでよく耳にしますので、今回この機会をも

って、市民に、明確に納得のいく説明と、今後どうするか、どういう形でどうしようとしてるの

か、いつまでそれを平常の診療ができるような体制にもっていけるのか、そこら辺をひとつよろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  福祉保健部長、扇照幸君。 

○福祉保健部長（扇  照幸君）  今、豊玉診療所は議員言われるように２名の医者で、吉田先生、

升木先生おられるわけですが、吉田先生が常勤、それから升木先生は、月のうちに半分というこ

とで契約をいたしております。 

 で、その吉田先生が現在、病気療養中でございまして、診断書によりますと３カ月ということ

で、１月の２２日までが一応病休期間ということでございます。それで、現在は升木先生が月の

半分ということで、月のうちに２週間勤務をして、２週間は勤務をしてないという体制でいって

いたわけなんですが、吉田先生がそんなふうな状態になりましたので、今は３週間勤務をしてい

ただいて、そして、１週間を休むというような格好で升木先生の好意によりまして、そんなふう

な診療体制を今はとっております。 

 ただ、平均８０から９０、多いときは百五、六十になるときもあるそうです。それで、先生も

やっぱり丸１日１００名を超える患者を診ると、非常に疲れるみたいで、逆に先生が体を壊しや

しないかというふうな心配もしているところでございます。 

 いずれにしましても、吉田先生は病気療養ということでございまして、１月２２日までの医者

の診断が出ておりますので、そこらあたりを見ながら、できれば住民の人たちに迷惑がかからな

いような医療体制をとればいいんですけど、病気のことですから、このあたりがちょっと難しい

ところがありまして、今は先生の病気の結果を待っているというところと、一応升木先生とも話

をしまして、今、医者の公募のほうはかけております。どちらにしましても、その公募のほうも

今のところは手を挙げてくれる人がいませんけど、（発言する者あり）はい、すみません。一応

公募はかけておりますけど、そのあたりもまだ今はっきりした問い合わせとかもあっておりませ

んが、どちらにしましても、住民の方に迷惑がかからないようなそういう体制でいきたいと、そ

んなふうに努力をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（作元 義文君）  １１番、阿比留光雄君。 
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○議員（１１番 阿比留光雄君）  今の状況はわかりましたが、医者、先生を公募した、インター

ネットで公募しているということですね。そのインターネットの公募からですけど、簡単にイン

ターネット公募して、だれか手を挙げて、こちらに来れるというのは不可能だと私はこう思って

いるんですよ。今までそんなことでできたことが一切ないと思うんですよ。相当いろいろなこと

をやって、していかないとこれはできない問題で、インターネットで公募があったら採用します

とかいうことがあれば、医者問題で苦労している自治団体はおらんと思うんですよ。そこら辺は、

そこで結構だと思って、幅広くしていけばいいんですけど、問題は３カ月療養で、１月２２日ま

でということ。まあ、３カ月になると思うんですけど、そこが確実にいいかという、そこら辺も

一つ問題があって、さっき私が言うように、８５名、１日に受診者がおると。話の模様では、大

体午前中に７０名から７５名押しかけてくるんですよという、午前中に。 

 で、一人の先生じゃもう対応できないと。こう、できるだけやっぱり、昼抜きですから、午前

中に終わらすということで必死になって、もう看護師も一生懸命飛んで回ってやっている。ちょ

っと私も行ったんですけど、そのような中でまた、多分過労とかストレスとかそこら辺にあると

思うんですよ、今回の病気療養という。確実にわかりませんけど、私たち素人が考えてもそこら

辺だろうと思うわけですよ。ましてや、２名体制が、升木先生が１カ月に半分という形になった

ら、吉田先生にそのウエートというのは物すごいかかってくる、半分の休まれた時期というのは。

そういうことから考えたら、こういうことは起こるべくして起きたということしか考えられない

と私は思うんですけど、そこら辺の対応が、ちょっと危機感がないと思うとですよ。何も、何事

にも代えられないんですよ、地域の医療とか、命とかいうことに関しては。そこら辺にちょっと

不信があって、皆さんもそう思ってる、地域の皆さんも。どうなって、どうしてるのかというこ

となんです。 

 で、もっと明確に、いつごろ本当に１月２２日に出勤ができて、復帰できて、その後、今イン

ターネットで応募している人が、だれかが見つかった場合、それは解決できると思うんですけど、

その後のやっぱり１.５の、結局医師で対応してるんですけど、どんどん患者さんは増えている

状況。そこら辺をしっかりとやっぱり踏まえて、どういう対応をするのかということがちょっと

聞きたいんですよ。そして、皆さんに、この場で発信してもらいたい。そうしないと、地域の住

民は非常に不安を、不安がっている。そこら辺、市長かな、どっちでもいいです。どう考えてい

るのか、地域の中の診療所体制。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、豊玉診療所をめぐる、そこを利用される市民の方々が不安に思って

あるのは、十分に想像できるところであります。何回も夜に、あすの豊玉診療所は休診ですとか

いう形でのアナウンスをさせていただいているわけですけども、このことにつきましては、今の
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契約をさせていただいておりますこのお二方の先生方が、すごく市民の方からも信頼されておら

れるという状況の中で、お二方に契約続行をお願いし、そして４週のうち２週しか升木先生のほ

うも、お母様の関係があってどうしても２週間は休みをいただかんばいかんという中で、引き止

めをしたわけであります。 

 そういう中で、因果関係ははっきりわかりませんけども、１.５で物事をやってきたために吉

田先生が病気されたのかもしれないということでありますが、そのことを聞いたときから、次の

お医者様を探すということも実はしておりますけども、いかんせん何ともしがたい部分がありま

して、いろんなつてをたどりながら話もしたり、その方の情報を仕入れたりということも、実は

インターネットとは別に、職員のほうも動いているところであります。 

 しかし、まだ方向が、こういう方向で行きたいという方向が、まだ見えないというのが正直な

ところでございます。今、日本の医療行政については、全国じゅう、こういうふうな状況が起こ

っております。隣の壱岐にしましても、今の病院が、大学との関係を断絶されるというふうな話

も聞いております。今後の、市民の皆さんが安心して暮らしていける医療体制というのを、どの

ようにつくっていけばいいのかということは大きな課題に、これからもなっていくだろうと思い

ますし、私どもも今あるそれぞれのつてをたどりながら、お医者さんの確保をしっかりと頑張っ

ていきたいというふうなことしか、現段階において言えない状況だということで御理解をいただ

ければと思います。 

○議長（作元 義文君）  １１番、阿比留光雄君。 

○議員（１１番 阿比留光雄君）  長々答弁もいただいたんですけど、何が何かさっぱりわからな

かったんですけど、まあ、いろいろ問題が多分あると思うんですけど、医師、ちょっと何のため

に企業団かなと、まあ、企業団ではないわけですけど、市の、市営なんですけど、診療所は。そ

れ、よくわかりますけど、企業団も今、話があって、いろいろあってますけど、目的はやっぱり

医師の確保というのが大きなウエートを占めてるんですよ、統合する基幹病院をつくるのは。と

ころが、今の状態で本当に緊急を要する場合でも、その医師１人の、まあ、短期間でも結構です

が、それができない状態でまさか、ましてやその基幹病院をどうこうと言いながら、本当に計画

どおりに、それが、だれがそれをやるのか、医師の確保は。もう含めて、ちょっと危惧する分が

ありますよ、この問題は。 

 だから、こういう地域の本当に大事な、それが本当に診療所としての機能を十分に果たしてい

ると、これはやっぱり、先生の努力、スタッフのおかげなんですよ、一生懸命頑張って。そこら

辺も十分に踏まえて、行政側の対応感覚というのが、私はちょっとようわからんごとなって。も

っと事前に、こんなことあると。 

 もう一つありますから、一つだけ言っておきますが、そういう１００人を超えてあると、場合
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があるというんですよ、１日に。とてもじゃないが、看護師の人数ももうどうしようもない、ま

たこういう問題が起こりつつあるということです。全然休めないと、何があっても休める状態じ

ゃないと。そこら辺も、現場をよく理解してちょっと対応していかないと、ちょっと抜本的な考

え方が間違ってやせんかなと思うて、早急に、今こういろいろやかましく言ってもしようがない

ですから、その住民の声、期待にこたえて頑張ってくださいよ、とにかく短期間のうちに。いろ

んなこの診療所問題の解決、そして、皆さんにこうなりましたと示していただきたいと思います。

もう結構ですから。 

 はい。以上です。 

○議長（作元 義文君）  はい。今、１１番のほうから質疑がありましたように、住民不安解消の

ために、ぜひ努力をしていただきたいと、私のほうからも要望をいたしておきます。ほかに質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。この８件は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。８件は、委員会への付託を省略することに決定し

ました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから８件を一括して採決します。議案第１０６号、平成２２年度対馬市診療所特別会計補

正予算（第２号）、議案第１０７号、平成２２年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）、議案第１０８号、平成２２年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）、議案第

１０９号、平成２２年度対馬市介護保険地域支援事業特別会計補正予算（第２号）、議案第

１１０号、平成２２年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）、議案第

１１１号、平成２２年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第３号）、議案第１１２号、

平成２２年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第１１３号、平成２２年度

対馬市水道事業会計補正予算（第２号）、この８件は、原案のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、８件は原案のとおり可決されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第１１４号 

日程第２３．議案第１１５号 

日程第２４．議案第１１６号 

日程第２５．議案第１１７号 

日程第２６．議案第１１８号 

日程第２７．議案第１１９号 

日程第２８．議案第１２０号 

日程第２９．議案第１２１号 

日程第３０．議案第１２２号 

○議長（作元 義文君）  日程第２２、議案第１１４号、対馬市福祉医療費の支給に関する条例の

一部を改正する条例から、日程第３１、議案第１２３号、対馬市火災予防条例の一部を改正する

条例までの１０件を一括議題とします。 

日程第３１．議案第１２３号 

 提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。 

○福祉保健部長（扇  照幸君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第１１４号及

び議案第１１５号の２議案について、続けて御説明申し上げます。 

 まず、議案第１１４号、対馬市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、

御説明申し上げます。 

 福祉医療費の受給者が、医療機関で診療を受けた場合は、まず、診療を受けた医療機関で医療

費を支払い、その後、市の窓口で申請をして福祉医療費を受給することになっております。 

 今回の改正は、乳幼児福祉医療費の支給対象者が医療機関の窓口で支払う医療費は、福祉医療

費の額を控除して、医療機関に支払えば済むようにするための改正でございます。乳幼児福祉医

療費につきましては、受給対象者がこれまでのように市役所窓口で福祉医療費の申請をしなくて

済むようになります。医療機関からの請求に基づき、医療機関に支払うことになるようになって

おります。 

 なお、附則で、施行日は平成２３年４月１日からとし、施行日前の診療に係る医療費につきま

しては、従前の例によると定めております。 

 次に、議案第１１５号、対馬市住民センター条例の一部を改正する条例について、御説明申し

上げます。 

 議案第１２０号、対馬市公民館条例の一部を改正する条例で、豆酘地区公民館の廃止について

提案がされております。このため、公民館で管理しておりましたこの施設を、豆酘住民センター
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として管理を行うために、条例改正を行うものでございます。 

 附則で施行日を、平成２３年４月１日といたしております。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わります。御審議の上、御決定いただきますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  上県地域活性化センター部長、武田延幸君。 

○上県地域活性化センター部長（武田 延幸君）  ただいま一括して議題となりました議案第

１１６号、対馬市農山村公園等条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由とその内容に

ついて御説明申し上げます。 

 今回の改正は、対馬市農山村公園等条例に定めております目保呂ダム馬事公園の施設使用料を

見直すものでございます。参考資料の３ページに、新旧対照表を添付いたしております。 

 目保呂ダム馬事公園の施設使用料につきましては、平成１６年施設開設以来乗馬体験３コース

のみの使用料金で運営してまいりました。しかしながら、利用者ニーズも多様化し、対州馬を活

用する企画も増えてまいりました。 

 以上の理由により、使用料区分に新たなコースの設定、対州馬の貸し出しなどを追加し、あわ

せて料金の見直しを行うものでございます。 

 なお、附則で条例の施行日を、平成２３年４月１日からといたしております。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  水道局長、阿比留誠君。 

○水道局長（阿比留 誠君）  一括して議題となりました議題のうち、議案第１１７号、議案第

１１８号の２件は、水道局所管の議案でございますので、続けて御説明いたします。 

 まず、議案第１１７号、対馬市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について、提案理

由と内容について御説明させていただきます。７ページをお願いいたします。 

 議案第１１７号、対馬市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例は、平成１５年供用開始

以降、現在まで使用料の改定は行われておらず、年々、維持管理費は増加の傾向にあり、他会計

繰入金により不足分を補てんしている状況であります。今回、水道事業会計の料金改定に伴い、

本集落排水の使用料金の改定を行おうとするものであります。 

 本集落排水は当初施行日より、処理水量は水道量水器により汚水量を決定しており、検針につ

いても水道事業の検針を利用している状況の中、当初より基本的に水道事業の水道料金と同じ料

金設定といたしております。 

 今回、あわせて改定しようとするもので、対馬市集落排水処理施設条例、平成１６年対馬市条

例第１７４号の一部を次のように改正しようとするものであります。第２２条第１項の表を次の
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ように改めようとするものであり、基本料金１０立方メートルまでを１戸または１事業所につき

１,４００円とし、超過料金は１０立方を超えて使用する場合、その超える１立方メートルにつ

き、２２０円としようとするものであります。 

 附則で条例の施行日を、公布の日と定め、平成２３年４月分より徴収する料金から適用すると

定めております。参考資料４ページに、一部改正条例新旧対照表を添付いたしております。 

 続きまして、対馬市水道条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容について御説明

させていただきます。 

 本条例の一部を改正する条例は、９月９日全員協議会の折に、内容について御説明をさせてい

ただいたとおりでございますが、水道事業会計におきまして、対馬市合併以前の昭和６２年より、

長年にわたり料金改定もなく、維持管理をしてまいりましたが、洗濯機、水洗トイレなどの節水

型機器の普及、さらには、少子化、人口減によります近年の収入源の料金収入の減少、施設の老

朽化に伴う改良等により、平成２３年度より収支がマイナスに転じることが予想されるに至って

おります。これを解消すべく、最小限の料金改定を行い、安定した維持管理運営と老朽施設の計

画的な改善を実施しようとするものであります。 

 さらに、現在２カ月に１回のメーター検針となっており、わかりにくい料金計算の解消と、家

庭内漏水があっても２カ月後でしかわからない状況にある検針を毎月検針とし、漏水等の早期発

見に努め、市民サービスの向上に努めたいと考えております。 

 ９ページをお願いします。 

 議案第１１８号、対馬市水道条例の一部を改正する条例。対馬市水道条例（平成１６年対馬市

条例第２０９号）の一部を次のように改正しようとするものであります。 

 第２４条第１項の表を次のように改めようとするものであり、一般用基本水量１０立方メート

ルまでを１,４７０円に、学校・浴場営業用基本水量７０立方メートルまでを６,８２５円とし、

超過料金は基本水量を超えて使用する場合に、その超えたる１立方メートルにつき２３１円とし、

船舶用・一時用は１立方メートルにつき４２０円としようとするものであります。 

 次に、第２５条中「２カ月ごとの定例日」を「毎月定例日」に改め、同条中、「（以下「２カ

月分使用水量」という。）」及び「次により」を削り、同条第１号から第３号までを削ろうとす

るものであります。 

 附則で、条例の施行日を公布の日と定め、平成２３年４月分として徴収する料金から適用する

と定めております。 

 参考資料５ページに、一部改正条例新旧対照表を添付いたしております。 

 以上、簡単でございますが、議案第１１７号、議案第１１８号の説明を終わります。何とぞ御

理解いただきまして、御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。なお、御決定後
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におきましては、市の広報、回覧等におきまして市民への周知を図り、理解に努めたいと思って

おります。よろしくお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  教育部長、大石邦一君。 

○教育部長（大石 邦一君）  一括議題となりました議案のうち、議案第１１９号から議案第

１２１号の３件につきまして、順を追って提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 まず、議案第１１９号、対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条例についてでございま

すが、平成２３年度から加志々中学校が豊玉中学校へ、南陽中学校が東部中学校へ、豊中学校が

比田勝中学校へ統合し、また豆酘幼稚園を廃園することで、それぞれの関係地区と合意をいたし

ましたので改正をしようとするものでございます。 

 附則で、条例の施行日を平成２３年４月１日と定めようとするものでございます。 

 次に、議案第１２０号、対馬市公民館条例の一部を改正する条例についてでございますが、公

共施設の見直し計画に基づき、豆酘地区公民館を豆酘住民センターへ、佐須地区公民館を佐須北

部地区多目的研修集会施設へ変更しようとするものでございます。 

 また附則で、条例の施行日を平成２３年４月１日と定めようとするものでございます。 

 次に、議案第１２１号、対馬市体育施設条例の一部を改正する条例についてでございますが、

久原中学校が統合したことに伴い、対馬市立久原小中学校夜間照明施設を対馬市立久原小学校夜

間照明施設に改めようとするものでございます。 

 以上、簡単でございますが説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（作元 義文君）  消防長、竹中英文君。 

○消防長（竹中 英文君）  ただいま一括して議題となりました議案のうち、議案第１２２号と

１２３号につきまして、続けて提案理由と内容を御説明いたします。 

 議案第１２２号、対馬市手数料条例の一部を改正する条例につきましては、地方公共団体の手

数料の標準に関する政令が改正されたことに伴い、本条例の改正をお願いするものであります。 

 改正の主な内容は、対馬に１７施設許可をしております、準特定屋外タンク貯蔵所以上の規模

の危険物施設の設置申請、完成検査前検査、及び保安検査の審査に係る手数料を改め、全体的に

は手数料をおおむね９％引き下げるものであります。 

 附則において施行期日を定め、参考資料として新旧対照表を添えております。 

 続きまして、議案第１２３号、対馬市火災予防条例の一部を改正する条例について御説明いた

します。この改正は平成２２年総務省令第８６号により住宅防火関連省令の改正を受け、所要の

改正をお願いするものであります。 

 内容といたしましては、複合型居住施設用自動火災報知設備を設置した場合に、この有効範囲
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において、住宅用火災警報器等の設置を免除する規定を新たに追加するものでございます。 

 加えまして、附則に施行期日を定め、参考資料として新旧対照表を添えております。 

 以上、大変簡単でございますが、議案第１２２号及び議案第１２３号の提案理由の説明を終わ

ります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。 

 これから１０件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと思いま

す。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。１０件は委員会への付託を省略することに決定し

ました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、１０件を一括採決します。 

 議案第１１４号、対馬市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例、議案第

１１５号、対馬市住民センター条例の一部を改正する条例、議案第１１６号、対馬市農山村公園

等条例の一部を改正する条例、議案第１１７号、対馬市集落排水処理施設条例の一部を改正する

条例、議案第１１８号、対馬市水道条例の一部を改正する条例、議案第１１９号、対馬市学校教

育施設条例の一部を改正する条例、議案第１２０号、対馬市公民館条例の一部を改正する条例、

議案第１２１号、対馬市体育施設条例の一部を改正する条例、議案第１２２号、対馬市手数料条

例の一部を改正する条例、議案第１２３号、対馬市火災予防条例の一部を改正する条例の１０件

は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（作元 義文君）  起立多数です。したがって、１０件は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第３２、議案第１２４号、対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条

例を議題とします。 

日程第３２．議案第１２４号 

 本件について、提案理由の説明を求めます。総務部長、平山秀樹君。 
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○総務部長（平山 秀樹君）  ページ、２１ページになります。ただいま議題となりました、議案

第１２４号、対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例について、その提案理由と内容を御説明

申し上げます。 

 この条例は、過疎地域における住民福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び美しく風格

ある地域の形成を計画的かつ円滑に促進するため、地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき

制定するものであります。 

 第１条で設置目的、第２条で予算で積み立てるとし、第３条で管理の方法、第４条で運用益金

の処理方法を定めております。第５条において繰替運用の方法、第６条で処分方法、第７条で委

任事項を定めるものです。 

 なお、附則で、公布の日から施行すると定めるものであります。 

 以上、簡単ではございますが、過疎地域自立促進特別事業基金条例の制定についての説明を終

わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第１２４号は、配付しておりますよう、議案付託表のとおり、所管の常任

委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。議案第１２４号は、配付しております議案付託表

のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．議案第１２５号 

日程第３４．議案第１２６号 

日程第３５．議案第１２７号 

日程第３６．議案第１２８号 

日程第３７．議案第１２９号 

日程第３８．議案第１３０号 

日程第３９．議案第１３１号 

日程第４０．議案第１３２号 

日程第４１．議案第１３３号 

日程第４２．議案第１３４号 

日程第４３．議案第１３５号 
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○議長（作元 義文君）  日程第３３、議案第１２５号、対馬市コミュニティーセンターの指定管

理者の指定についてから、日程第４３、議案第１３５号、対馬市大増地区コミュニティー消防セ

ンターの指定管理者の指定についてまでの１１件を一括議題とします。 

 １１件について提案理由の説明を求めます。総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  ただいま一括して議題となりました議案第１２５号から議案第

１３５号までの１１件について、提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 市が設置しております公の施設のうち、市内の各地区にあります住民集会施設等の指定管理者

の指定についてでございますが、当該施設の管理運営につきましては、平成１８年４月１日より

地元地区または漁業協同組合、関連する社会福祉法人等を指定管理者として管理運営してきてお

りますが、平成２３年３月３１日をもって指定管理期間が満了となりますので、関係条例による

公募によらない候補者の選定と、対馬市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第５条

第１項第４号の規定により、引き続き地元地区等を指定管理者の候補者として指定いたしたく、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 選定の理由としましては、当該施設は地区、地域住民のコミュニティーや福祉増進等を目的と

して設置された地区住民等が主に利用する地域密着型施設であり、地域の活力を活用した管理を

行うことにより地域住民の生活環境の向上や、施設の設置目的に沿った効率的、効果的な運用が

図られることから非公募により引き続き指定管理者として選定するものでございます。 

 なお、指定管理期間は、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間としてお

ります。 

 それでは、議案に沿って簡単に説明申し上げます。 

 議案第１２５号、対馬市コミュニティーセンターの指定管理者の指定については、表に示して

おりますとおり、対馬市竹敷地区コミュニティーセンターから対馬市糸瀬コミュニティーセン

ターまでの１０施設について、施設が所在する区を引き続き指定するものであります。また、対

馬市安神公民館については、安神区を今回新たに指定管理者として選定するものであります。 

 議案第１２６号、対馬市青海ふるさと館の指定管理者の指定については、対馬市青海ふるさと

館について青海区を引き続き指定するものであります。 

 議案第１２７号、対馬市生活館の指定管理者の指定については、曲生活館から芦浦生活館まで

の４施設と濃部生活館から唐舟志生活館までの１７施設を、施設が所在する区、高浜生活館につ

きましては美津島町高浜漁業協同組合を、引き続き指定するものであります。 

 議案第１２８号、対馬市へき地保健福祉館の指定管理者の指定については、阿連へき地保健福

祉館から水崎へき地保健福祉館までの６施設について、それぞれの施設が所在する区を引き続き

指定するものであります。 
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 議案第１２９号、対馬市住民センターの指定管理者の指定については、尾崎住民センターから

琴住民センターまでの５施設について、施設が所在する区を引き続き指定するものであります。 

 次に、議案第１３０号、対馬市老人憩の家の指定管理者の指定については、尾浦老人憩の家か

ら加志老人憩の家までの６施設については施設が所在する区、また伊奈老人憩の家については地

区の老人クラブをを引き続き指定するものであります。 

 次に、議案第１３１号、対馬市高齢者介護予防支援施設の指定管理者の指定については、美津

島町女護島ふれいあいセンターから上県町ふれあいプラザまでの３施設について、施設が所在す

る区を引き続き指定するものであります。 

 次に、議案第１３２号、対馬市農林集会施設等の指定管理者の指定については、下原地区活動

促進施設から一重地区集会施設までの４３施設について、施設が所在する区を引き続き指定する

ものであります。 

 議案第１３３号、対馬市漁村センター等の指定管理者の指定については、南室地区漁民研修集

会施設から芦見研修集会施設までの１７施設について、施設が所在する区または漁業協同組合を

引き続き指定するものであります。 

 次に議案第１３４号、対馬市漁民集会休憩施設の指定管理者の指定については、佐須奈地区漁

民集会休憩施設から鹿見地区漁民集会休憩施設までの３施設について、施設が所在する漁業協同

組合を引き続き指定するものであります。 

 最後に、議案第１３５号、対馬市大増地区コミュニティー消防センターの指定管理者の指定に

ついては、対馬市大増地区コミュニティー消防センターについて大増区を引き続き指定するもの

であります。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようにお願い申

し上げます。 

○議長（作元 義文君）  説明が終わりました。 

 これから、各案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 お諮りします。１１件は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略した

いと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。１１件は委員会への付託を省略することに決定し

ました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから１１件を一括して採決します。 

 議案第１２５号、対馬市コミュニティーセンターの指定管理者の指定について、議案第

１２６号、対馬市青海ふるさと館の指定管理者の指定について、議案第１２７号、対馬市生活館

の指定管理者の指定について、議案第１２８号、対馬市へき地保健福祉館の指定管理者の指定に

ついて、議案第１２９号、対馬市住民センターの指定管理者の指定について、議案第１３０号、

対馬市老人憩の家の指定管理者の指定について、議案第１３１号、対馬市高齢者介護予防支援施

設の指定管理者の指定について、議案第１３２号、対馬市農林集会施設等の指定管理者の指定に

ついて、議案第１３３号、対馬市漁村センター等の指定管理者の指定について、議案第１３４号、

対馬市漁民集会休憩施設の指定管理者の指定について、議案第１３５号、対馬市大増地区コミュ

ニティー消防センターの指定管理者の指定についての１１件は、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって１１件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。開会を３時１０分から行います。 

午後２時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時09分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第４４、議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定につ

いてを議題とします。 

日程第４４．議案第１３６号 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  ただいま議題となりました議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定

管理者の指定について、提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 湯多里ランドつしまの管理運営につきましては、平成２２年４月１日より社会福祉法人米寿会

を指定管理者として管理運営をしてきておりますが、平成２３年３月３１日をもって指定管理期

間が満了となりますので、対馬市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第２条により

公募を行ったところ、２団体からの申請がありました。選定の結果、指定管理者候補有限会社対

馬ビルサービスを指定管理者として指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に



- 60 - 

より議会の議決を求めるものであります。 

 指定管理者候補の選定に当たっては、対馬市指定管理者選定委員会により選定方法及び審査基

準に沿って公正に審査した結果、募集要項の選定基準を満たし、かつ事業計画等の審査及びヒア

リング等の聴取により総合的に判断し、安定した施設運営が任されると思われる有限会社対馬ビ

ルサービスを、湯多里ランドつしまの指定管理者候補として選定いたしました。管理委託料は、

年３,４７９万円を予定をいたしております。 

 なお、指定管理期間は、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間といたし

ております。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託した

いと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は、所管の常任委員会に付託することに決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４５．議案第１３７号 

日程第４６．議案第１３８号 

○議長（作元 義文君）  日程第４５、議案第１３７号、対馬市福祉センターの指定管理者の指定

についてから、日程第４７、議案第１３９号、対馬市地域活動支援センターの指定管理者の指定

についてまでの３件を一括議題とします。 

日程第４７．議案第１３９号 

 提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。 

○福祉保健部長（扇  照幸君）  ただいま一括議題となりました、議案第１３７号から議案第

１３９号までの３議案について続けて御説明申し上げます。 

 まず、議案第１３７号、対馬市福祉センターの指定管理者の指定について御説明申し上げます。 

 現在、対馬市社会福祉協議会に指定管理を委託しております豊玉町福祉センター、上県町地域

福祉センター「喜多の苑」、上対馬町地域福祉センターの３施設の指定期間が、平成２３年３月

３１日をもって満了することに伴い、平成２３年４月１日以降の指定管理者を指定することにつ
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いて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

 ３施設ともに、候補者の募集につきましては非公募とし、候補者は、豊玉町仁位９４番地５、

社会福祉法人対馬市社会福祉協議会会長木寺和福氏で、指定の期間は平成２３年４月１日から平

成２８年３月３１日までの５年間といたしております。 

 次に、議案第１３８号、対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について御説明申し上

げます。 

 特別養護老人ホーム浅茅の丘は現在市直営で運営しておりますが、平成２３年４月１日から指

定管理者制度による運営を行うため、指定管理者を指定することについて、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

 指定管理者の候補の選定につきましては、本年８月９日から９月９日までを応募期間として公

募いたしましたところ５法人の応募があり、指定管理者選定委員会の審査を経て選定いたしたも

のでございます。 

 候補者は、厳原町田渕９３３番地、社会福祉法人あすか福祉会理事長素花弘氏で、指定の期間

は平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間といたしております。 

 次に、議案第１３９号、対馬市地域活動支援センターの指定管理者の指定について御説明申し

上げます。 

 地域活動支援センター「きらり」は、現在精神障害者家族会、対馬ひまわり会を母体とする特

定非営利活動法人信友会に指定管理を委託しております。地域活動支援センター「きらり」の指

定期間が、平成２３年３月３１日をもって終了することに伴い、平成２３年４月１日以降の指定

管理者を指定することについて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお

願いするものでございます。 

 候補者の募集につきましては非公募とし、候補者は、厳原町中村６０６番地１、特定非営利活

動法人信友会理事長山口時男氏で、指定の期間は平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日

までの５年間といたしております。 

 以上、簡単ですが提案理由の説明といたします。御審議の上、御決定いただきますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第１３８号を除く２件は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付

託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



- 62 - 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１３８号を除く２件は委員会

への付託を省略することに決定しました。 

 これから２件について討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 お諮りします。議案第１３７号及び議案第１３９号は、原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。議案第１３７号及び議案第１３９号は、原案のと

おり可決されました。 

 次に、議案第１３８号、対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定については、配付して

おります議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。議案第１３８号は所管の常任委員会に付託するこ

とに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４８．議案第１４０号 

○議長（作元 義文君）  日程第４８、議案第１４０号、対馬市公民館の指定管理者の指定につい

て、及び日程第４９、議案第１４１号、対馬市地区体育館の指定管理者の指定についての２件を

一括議題とします。 

日程第４９．議案第１４１号 

 提案理由の説明を求めます。教育部長、大石邦一君。 

○教育部長（大石 邦一君）  議題となりました議案のうち議案第１４０号、対馬市公民館の指定

管理者の指定について、議案第１４１号、対馬市地区体育館の指定管理者の指定についての提案

理由及び内容について御説明申し上げます。 

 ５５ページをお願いします。 

 まず、議案第１４０号、対馬市公民館の指定管理者の指定についてでございますが、厳原地区

公民館分館ありあけ会館の指定管理について厳原町久田白子地区と協議を重ねてまいりました結

果、合意が整いましたので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決をお

願いしようとするものでございます。 

 期間は、平成２３年４月１日から平成２６年３月３１日までの３年間としております。 

 次に、５７ページをお願いいたします。 
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 議案第１４１号、対馬市地区体育館の指定管理者の指定についてでございますが、この施設は

美津島町緒方２６６番地にあり、地区体育館として利用、また災害時の避難所となっております。

指定管理者は緒方地区であり、平成１８年４月１日から平成２３年３月３１日までの５年間が満

了することから、同地区と指定管理者の更新をしようとするものでございます。 

 以上、簡単でございますが説明を終わります。御審議の上、御決定賜りますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから２件に対する質疑を行います。質疑はありませんか。４番、長

信義君。 

○議員（４番 長  信義君）  １４０号議案について、教育委員会のほうに１点だけちょっとお

尋ねしときたいと思いますが。 

 ありあけ会館の指定管理ですけども、これは事情は私も幾らかわかっとるんですが、指定管理

の期間が３年間ということで、ほかの集会施設は、今ずっと提案がありましたように、２８年の

３月３１日までということで５年間になっております。この施設についてのみ３年間ということ

で、このほうからは試験的に３年間でお願いしたいというふうな話だろうと思います。それはそ

れで結構なんですが、そうしたときに１点だけお伺いしときたいのは、今後同じように、ほかの

集会施設と同じように５年間に合わせるためには、例えば、一たんここの２６年３月３１日で指

定管理の期間が終わる。そうするとその後あと２年間指定管理をして、その後についてはほかの

集会施設と同じように５年間の、今後ずっと継続して指定管理をしていくのか、それともこの

３年が終わるとここの施設のみ５年間、仮にほかのと同じようにしますと５年間ですから、５年

間の期間にするのか、そこのところだけ教えてください。 

○議長（作元 義文君）  教育部長、大石邦一君。 

○教育部長（大石 邦一君）  お答えいたします。 

 白子地区と協議を重ねていく中で、最初はほかの地区と同じようにということで話をしていっ

たようでございますけれども、最初でもあるし３年間でということで様子を見させてくれという

ことでしてあります。その後については、また双方でよく協議をしながら、よその地区と同じよ

うにしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  いいですね。 

○議員（４番 長  信義君）  はい。 

○議長（作元 義文君）  はい。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。２件は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略するこ

とにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。２件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから２件に対する討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。議案第１４０号及び議案第１４１号の２件は、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、２件は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５０、議案第１４２号、対馬市過疎地域自立促進計画についてを

議題とします。 

日程第５０．議案第１４２号 

 本件について、提案理由の説明を求めます。地域再生推進本部長、永尾榮啓君。 

○地域再生推進本部長（永尾 榮啓君）  提案いたしました本議案につきましては一部修正をさせ

ていただきました。まことに申しわけありませんでした。 

 それでは、ただいま議題になりました議案第１４２号、対馬市過疎地域自立促進計画について

提案理由とその内容を御説明申し上げます。議案書は５９ページになります。 

 過疎地域の活性化対策といたしまして、昭和４５年に議員立法により１０年間の時限立法とし

て制定されました過疎地域対策緊急措置法、以降４次の過疎対策立法のもと、これまで過疎地域

市町村を中心に関係都道府県、国の３者が一体となって時代に対応した過疎対策に取り組み一定

の成果を上げてきましたが、過疎地域は公共施設の整備水準等について全国との格差がなお存在

するほか、財政は厳しく、著しい人口減少と高齢化の進展、将来の維持が危ぶまれる集落の発生

などのさまざまな問題に直面しています。一方で、過疎地域は、安全、安心な食料や水、エネル

ギーの供給、国土の保全など国民全体の安全、安心な生活を支える重要な公益的機能を有してい

ます。こうしたことを踏まえ、失効期限の６年間延長、過疎地域の要件の追加、過疎対策事業債

のソフト事業への拡充、対象施設の追加などの内容とする過疎地域自立促進特別措置法の一部を

改正する法律が平成２２年４月１日に施行されました。そのことを受けまして、作成しなければ

ならない平成２２年度から平成２７年度までの６カ年間の対馬市過疎地域自立促進計画について、
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議会の議決をお願いしようとするものであります。 

 それでは、計画の内容について御説明申し上げます。別冊の対馬市過疎地域自立促進計画表を

ごらんください。１ページから２８ページまでは基本的な事項について、２９ページから

４６ページまでは産業の振興について、４７ページから５４ページまでは交通通信体系の整備、

情報化及び地域間交流の促進について、５５ページから５９ページまでは生活環境の整備につい

て、６０ページから６４ページまでは高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進について、

６５ページから６７ページまでは医療の確保について、６８ページから７２ページまでは教育の

振興について、７３ページ、７４ページには地域文化の振興等について、７５ページ、７６ペー

ジには集落の整備について、７７ページから８０ページまでにはその他地域の自立促進に関し必

要な事項について掲載をいたしております。概算事業費といたしましては、２７９件で約

４５４億円を予定いたしております。 

 また、今回から過疎債への充当が認められましたソフト事業につきましては、全体事業の内数

ではございますが９１件で約１１４億円を予定いたしております。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 議案第１４２号は、配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託したいと

思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。議案第１４２号は、配付しております議案付託表

のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５１、議案第１４３号、長崎県市町村総合事務組合の規約変更に

ついてを議題とします。 

日程第５１．議案第１４３号 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、平山秀樹君。 

○総務部長（平山 秀樹君）  ただいま議題となりました議案第１４３号、長崎県市町村総合事務

組合の規約変更について、その提案理由と内容を御説明申し上げます。 

 この議案につきましては、社団法人長崎県水道協会が、平成２２年１２月３１日をもって解散

することに伴い、同協会の財産について有効活用を図るため長崎県市町村総合事務組合において
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寄附を受け入れ、平成２３年４月１日から新たな会館、長崎県市町村会館、馬町別館の管理に関

する事務として、その事務の共同処理を行うため組合規約の変更が生じることから、地方自治法

第２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上、簡単ではございますが説明を終わります。よろしく御審議の上、御決定賜りますように

お願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会への付託を省略すること

にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 お諮りします。議案第１４３号は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１４３号は、原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５２、議案第１４４号、長崎県病院企業団規約の変更に関する協

議についてを議題とします。 

日程第５２．議案第１４４号 

 提案理由の説明を求めます。福祉保健部長、扇照幸君。 

○福祉保健部長（扇  照幸君）  ただいま議題となりました議案第１４４号、長崎県病院企業団

規約の変更に関する協議について御説明申し上げます。 

 長崎県病院企業団が経営する病院のうち、奈良尾病院が平成２３年４月１日から上五島病院付

属診療所となるために、長崎県病院企業団規約の変更を行うものでございます。長崎県病院企業

団規約、別表１中の、「奈良尾病院」を削る規約変更でありまして、この規約変更について地方

自治法第２８６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 以上、簡単ですが説明を終わります。御審議の上、御決定いただきますようよろしくお願いい
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たします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略するこ

とにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 お諮りします。議案第１４４号は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１４４号は原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５３．諮問第７号 

○議長（作元 義文君）  日程第５３、諮問第７号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について、及び日程第５４、諮問第８号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

の２件を一括議題とします。 

日程第５４．諮問第８号 

 提案理由の説明を求めます。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  ただいま一括議題となりました諮問第７号及び諮問第８号の人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについて、その提案理由を御説明いたします。 

 今回御提案いたします委員につきましては、現委員２名の任期が平成２３年３月３１日をもっ

て満了となるため、諮問第７号森田健一氏、及び諮問第８号小島俊洋氏を新たに委員としてお願

いするものでございます。 

 森田健一氏は峰町津柳２６９番地にお住まいで、昭和４４年から平成２１年１２月まで峰町及

び対馬市の職員として対馬の発展、振興に御尽力いただき、在職中には多種多様な業績を積まれ、

人権活動に関しましても見識が豊富であります。 

 また、小島俊洋氏は上対馬町泉１４２４番地１にお住まいで、昭和４７年から平成２１年３月
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まで小中学校教諭として、児童、生徒を指導する立場から人権問題にも取り組んでこられました。

現在は地区の区長として地域のために御活躍いただいており、人望も厚く、地域区民からも信頼

されております。 

 このように今回諮問いたしますお二人は広く社会の実情に精通され、人格、識見ともに申し分

なく、人権擁護委員として適任と考え、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の御意見

をお願いするものでございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。２件は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略するこ

とにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。２件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから２件を採決します。 

 お諮りします。諮問第７号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、森田健一

氏を適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。森田健一氏を適任とすることに決定しました。 

 次に、諮問第８号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、小島俊洋氏を適任

とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。小島俊洋氏を適任とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５５．陳情第５号 

○議長（作元 義文君）  日程第５５、陳情第５号、国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減

額）廃止を求める陳情について、及び日程第５６、陳情第６号、ＴＰＰに関する陳情についての

２件を一括議題とします。 

日程第５６．陳情第６号 
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 ２件は、配付しております陳情文書表のとおり所管の常任委員会に付託します。 

 審査報告は、１２月１６日に行います。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。 

 明日は定刻より本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時40分散会 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成22年 第４回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第２日） 
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────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                       平成22年12月８日 午前10時01分開議 

    日程第１ 市政一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 市政一般質問 
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３番 小田 昭人君       ４番 長  信義君 

５番 山本 輝昭君       ６番 松本 暦幸君 

８番 齋藤 久光君       ９番 堀江 政武君 

10番 小宮 教義君       11番 阿比留光雄君 

12番 三山 幸男君       13番 初村 久藏君 

14番 糸瀬 一彦君       15番 桐谷  徹君 

16番 大浦 孝司君       17番 小川 廣康君 

18番 大部 初幸君       19番 兵頭  栄君 

20番 中原 康博君       21番 島居 邦嗣君 

22番 作元 義文君 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

７番 阿比留梅仁君 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ………………………………………………………………………… 財部 能成君 

副市長 ……………………………………………………………………… 大浦 義光君 

副市長 ……………………………………………………………………… 齋藤 勝行君 

政策補佐官 ………………………………………………………………… 松原 敬行君 

地域再生推進本部長 ……………………………………………………… 永尾 榮啓君 
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教育部長 …………………………………………………………………… 大石 邦一君 

美津島地域活性化センター部長 ………………………………………… 長郷 泰二君 
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監査委員事務局長 ………………………………………………………… 主藤 繁明君 

農業委員会事務局長 ……………………………………………………… 永留 秋廣君 

────────────────────────────── 

午前10時01分開議 

○議長（作元 義文君）  おはようございます。報告します。阿比留梅仁君より欠席の届け出があ

っております。小田昭人君より遅刻の届け出があっております。 

 なお、本日会議終了後、議場において全員協議会を開きます。協議事項は、配付しております

次第のとおりであります。全議員の出席をお願いします。 
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 ただいまから議事日程第２号により本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

日程第１．市政一般質問 

 それでは、届け出順に発言を許します。１番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  おはようございます。１番議員、会派協働の脇本でございます。

早速ですが、通告に従い、以下の２点について市政一般質問を行います。 

 大きな１番、貿易振興に向けた取り組みについて。 

 対馬にとって本土向けの輸送コストと時間がかかることは大きな欠点ですが、日本のどこより

も韓国に近いという地理的優位さを持っており、毎回申し上げてますように、対馬は貿易に活路

を求めなければならないと考えています。 

 市長は、昨年９月、ＣＩＱの早期常駐拡充を求める私の一般質問に対して、「鶏が先か、卵が

先かという問題だと思いますが、少なくとも国が言っているのは、人流、物流の数値をクリアし

ていくことだ……何度もくどく言うようにありますが、ＣＩＱはうちが設置する問題ではござい

ません。そのために流れをどんどん増やしていくことを、地方自治体としてはやっていく」と答

弁しています。 

 貿易インフラが脆弱な対馬において、実績があれば整備を始めるという姿勢では、いつまでた

っても貿易の振興は図れず、むしろ行政が貿易振興を図るための環境整備に積極的に取り組むこ

とで、とにかく流れを生み出すべきだと考えます。 

 先月末に清風会と合同で貿易振興を図るために韓国へ政務調査に行ってまいりました。今回の

政務調査を通じて浮き彫りとなった課題と対処方法について提案しますので、市長の答弁を求め

ます。 

 まずは、政務調査の概要を「環境保全と貿易振興の相乗効果プロジェクト」としてまとめてチ

ャート化しましたのでごらんください。 

 まず、１番、対馬木材の輸出について。 

 まず始めに、対馬産木材を韓国へ輸出することのメリットを整理します。 

 ａ．中国などと異なり、韓国への木材輸出は、出荷時の防虫処理が不要である。すなわち、大

規模な防虫設備がない対馬から本土を経由せずに直接輸出できる。 

 ｂ．切り捨て間伐から利用間伐へと大幅に移行できる。 

 ｃ．スギよりヒノキの割合が多い対馬は韓国輸出に適している。韓国では、オンドルが標準装

備の建築であり、熱に曲がりやすいスギは不向きな面があります。 

 ｄ．直接輸出できれば国内のどの木材産地より輸送コストで優位となる。 
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 次に、具体的事例について紹介します。 

 １０月に韓国の大手製材業者から、対馬産スギ・ヒノキを原木のまま輸入したいとの照会があ

りました。今回、当該企業を訪問し社長などと会談した結果、対馬の年間間伐材の全量を１社で

引き受け可能な企業規模のようでした。商売で最も大変なのは市場開拓と言われています。幾ら

よい製品を生産しても売り先がなければ商売になりません。生産が追いつかないほどの需要が、

初めから確保されているということは、願ってもないことです。早速、対馬から直接韓国へ船舶

で輸入したいとの商談へと発展しかかっています。 

 加えて、政務調査２日目に訪問した巨済市には、デウとサムソンの２つの大きな造船所があり、

巨済市長と懇談の折、船舶の内装材として対馬産木材を活用できないか造船所にヒアリングして

みようとのお話もいただけました。 

 さらに、帰国後、１２月１日の長崎新聞によれば、谷川建設がソウル近郊の新興都市の木材住

宅建築市場に本格参入するとのことです。知事が対馬産木材輸出を奨励し、本県の大手住宅建築

会社が韓国に進出を開始したこの機会をとらえ、対馬産木材の韓国向け輸出に係る環境整備を早

急に取り組む必要があると思います。つきましては、貿易振興に向けて行政として、以下の具体

的な対応を行うことを要望します。この要望に対する市長の答弁を求めます。 

 （１）森林環境税からの助成を海外輸送にも準用するよう県へ要望すること。 

 現在、離島から木材を海上輸送する際には、長崎県森林環境税から、１立米当たり２,０００円

の輸送費用が助成されています。ところが、海外輸送を想定していないため県としては海外輸送

は助成適用外との見解のようです。ただし、助成の意図は生産者の安定的な生産基盤強化による

森林整備を図ることであることや知事の意向等を考慮すると、対馬市から要望を行えば検討いた

だけるのではないかと期待されます。森林環境税からの助成を海外輸送にも準用いただけるよう

に、市長から知事に強く要望してもらいたいと思います。市長の答弁を求めます。 

 （２）貿易振興に向けた港湾の短期・中期・長期整備計画を策定すること。 

 貿易を行う際に、５００トン以上の貨物船が一つの港湾につき年１２回以上入港するようにな

ると、ソーラス条約に対応できるフェンスを県に依頼して設置してもらわなければならないなど

の問題も生じてきます。また、現在各港湾をふだんから漁業等で利用している方からの承諾もい

ただかなくてはならないでしょう。 

 ①唯一の開港である厳原国際港湾の整備計画について。 

 まずは、今後の貿易品目とその量の目標を設定した上で、貿易振興計画の策定が必要だと思い

ます。同時に新岸壁と現岸壁のヤード利活用を含めた国内線と国際線すみ分け等、短期・中期・

長期ビジョンを反映させた整備計画を策定すべきだと考えますが、市長の見解について答弁を求

めます。 
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 ②不開港である木材積み出し港湾（峰港湾、舟志港湾）及び新旧比田勝港湾周辺の貿易振興に

向けた環境整備計画について。 

 木材等の輸出が軌道に乗れば、貨物船が頻繁に出入りするようになります。不開港港湾につい

ても、厳原港湾と同様な貿易振興に向けた整備計画が必要だと考えますが、市長の見解について

答弁を求めます。 

 ２番、おが粉の輸出について。 

 新政権発足後、切り捨て間伐が禁止され、切り捨て間伐から利用間伐に向けての具体的な取り

組み事業の構築が待たれています。利用間伐に向けての具体的な事業計画があれば、市長の答弁

を求めます。 

 今回の政務調査では、「キノコの菌床栽培の原料として対馬からおが粉を輸入したいというエ

ノキ工場も視察させてもらいました。訪韓前から、仲介者には二度も対馬へ来島いただいたり、

福岡に出張されたときに私が渡福して、打ち合わせを重ねてきました。また、破砕機（ウグラン

マシーン）によるおが粉と、製材の際に出るのこくずのサンプルを事前に工場へ持ち帰ってもら

って適性を調査してもらった結果、のこくずは粒子が細か過ぎるが、おが粉の規格にはお墨つき

をいただき、事業として具体的な調査を開始しました。おが粉１トン、トン袋にして約４から

５袋を、１００ドルで購入するとのこと。牛小屋の敷物としてわらを壱岐に移出する場合、１ト

ン千数百円が相場というので、単価としては安くないと思われます。 

 韓国には数カ所同様の工場があり、今回視察した一つの工場だけで毎月３,０００トンのおが

粉の需要があるとのことです。しかし、対馬市内には最も小さい型のウグランマシーンが２台し

かなく、需要の１割も賄うことができません。裏を返せば、前述の木材需要と同様採算が合えば、

幾らつくっても心配ないということです。 

 さらにうれしい情報があります。「シイタケが成長するために必要とするセルロースと、エノ

キ等のキノコのそれとは異なるため、シイタケの原木栽培に使用したほだ木の廃材も、キノコの

菌床栽培には利用価値がある」というのです。近年開始したシイタケの大型団地から出される廃

材が、お金になる可能性があるということです。 

 市内の各製材所には、背板等多くの廃材を抱えて処理に困っています。また、間伐材をおが粉

にできれば利用間伐とみなされます。国策として切り捨て間伐から利用間伐へ移行させようとし

ているのですから、次のような事業展開ができないでしょうか。製材所や山主、あるいは森林組

合などで協業体を設立してもらい、国や県からの補助金を獲得し、５,０００万円程度の大型ウ

グランマシーンを購入して、おが粉を製造・輸出する。対馬振興局を通じて研究していただいて

いますが、市長からも国や県への支援要望を期待します。市長の答弁を求めます。 

 ３番、その他の貿易品目の開拓及び育成計画とその進捗状況について。 
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 事業を興す際には、リスクヘッジや事業の広がりの将来性も考慮に入れなければなりません。

木材・おが粉以外で、その他の貿易品目の開拓及び育成計画があれば、その進捗状況について、

市長の答弁を求めます。 

 今回、おが粉を輸出するだけではなく、対馬でキノコを製造してはどうか、資金や設備につい

ては先方で準備してもいい旨の提案もいただいてきました。 

 まずは、キノコ工場を韓国から誘致することのメリットを整理します。 

 ａ．研修期間もほとんど必要なく、雇用の創出ができる。１日１万本生産するには、３０ない

し４０名の雇用が創出されるらしいです。 

 ｂ．３Ｋ職場とは無縁の職場環境であり、若者の定着が期待できる。視察した工場の従業員

７０名のうち３０名以上が近郊の若いＵターン者であるということでした。 

 ｃ．生産原料のおが粉が、国内外の既存工場より安く入手できる。 

 ｄ．菌床を直接輸入すれば国内のどの工場より輸送コストで優位となる。 

 ｅ．生産品を世界第３位の国際港の釜山まで運べば、世界じゅうに拡販できる。 

 ｆ．利用間伐の大幅な促進によるメリットははかり知れません。 

 ｇ．キノコの廃培地は乳酸菌を混合し家畜や養殖魚の飼料ともなります。廃培地は産業廃棄物

ではなく副産物として処理されるよう法律化されています。 

 ｈ．菌床は韓国産であっても対馬で生産すれば日本産──メイド・イン・ジャパンとなり付加

価値が増します。 

 利益を上げるには、ただなものや競争相手より安く原料を入手すること、メリットｃのような

ことが重要です。また、日本本土ではなく韓国に目を向けることで、メリットｄやｅのように地

の利を活かすことも重要なポイントです。 

 仮に外国資本であっても企業誘致の対象として、キノコ工場誘致の案件を積極的にバックアッ

プしていただきたいと思いますが、市長の答弁を求めます。 

 大きな２番、森里海連環学の１．教宣活動と２．具体的な実践効果について。 

 先日、帰国後その日に、「対馬市食エコフェスタ」がありました。参加させていただきまして、

ある程度この点については理解できましたので、次の１点のみ質問いたします。 

 鉄炭だんごの普及活動について。 

 「対馬市食エコフェスタ」に来られた角田先生ですかね、がおっしゃられたように、対馬市の

ＥＭ菌の利活用教宣活動及び普及は、目覚ましいものがあると思います。また、普及活動に尽力

されてこられた方に敬意を表します。 

 さて、ＥＭだんごなどの取り組みで川に蛍が帰ってくるほど浄化が進んだ地域が広がっている

ことから、次の取り組みを提案します。農業に例えるならば、ＥＭによって除草や耕作が終わっ
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たところには、肥料をやる時期が来ています。それが、鉄炭だんごの普及活動に当たると認識し

ます。 

 その普及活動を始めるには、鉄炭だんごの特許をお持ちの杉本先生に来島をいただき、講演を

拝聴し、正しいだんごのつくり方を指導いただかなくてはなりません。 

 ことし３月の私のいそ焼け対策に対する質問に、市長は次のように答弁しています。「鉄炭だ

んごにつきましては、ある意味、漁業集落の再生交付金等で地域の方にこういうふうな方法があ

る、もしくは先ほど言われたように、その先生をお呼びして、皆さんに１回告知していくという

ことも大切かというふうに思います」。 

 つい先日、１２月３日に東京海洋大学で「全国水産・海洋系高校生徒研究発表会」が開催され

ました。その大会に、杉本先生の承諾を得て鉄炭だんごによる藻場再生に５年前から取り組んで

いる山口県立水産高校（長門市）が出場し、最優秀賞に選出されました。漁業者らの協力を得て、

小中学校でだんごをつくるなど「地域との連携や環境教育につなげたことが先進的」と、海洋大

学教授や文部科学省調査官らに高い評価を受けての受賞です。 

 この受賞は同時に、学者出身ではない杉本先生の長年の研究が、公にしかも全国的に高く評価

されたことを示すものだと言えるでしょう。 

 来年のいそ時期に少しでも成果が出るように、年明けすぐにでも、杉本先生の招聘をお願いで

きないでしょうか。市長の答弁を求めます。 

 鉄炭だんごの原料の使用済み「使い捨てカイロ」は、これから寒くなるにつれてたくさん出て

きます。回収所を指定して、市の広報や回覧板、ケーブルテレビを通じて告知し、総合的学習の

時間等を利用して環境教育をぜひ実施してほしいと思います。この「使い捨てカイロ」回収事業

について、市長の答弁を求めます。 

 木材やおが粉貿易もキノコ工場の誘致も、さらには鉄炭だんごも、今回の内容はくしくも環境

王国対馬市が取り組んでいる環境に配慮したゼロエミッション事業です。これらの事業の積極的

な推進を要望して、ひとまず質問を終了いたします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  おはようございます。脇本議員の質問に答えたいと思います。 

 通告いただいてた箇条書きされてた内容から、すごく踏み込んだ質問だったから、すべてを私

が今ここで回答できるかと言うと、ちょっと難しい部分もあろうかと思いますが、それについて

は、御容赦いただければというふうに思います。 

 今、脇本議員のほうから、質問の前に事細かな質問の趣意書をいただきました。これにのっと

って、１項目ずつ答えられる範囲で答えていきたいというふうに思います。 

 まず、対馬の材を国内のみならず海外に向けての輸送も、森林環境税の助成対象にしてもらう
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べきではないかと、そして、それを、要望を知事に対してしてはいかがかというふうなものでご

ざいました。 

 もう既に質問の中でありましたように、この森林環境税につきましては、この輸送コストを環

境税で見るというのは対馬だけを対象に、県も制度を組み立てていただいておるところでありま

す。で、現在、ラミナ材等について、対馬から島外に搬出をしておりますけども、これも素材を

運ぶ分だけを対象としている関係で、対象外になっているような状況であります。 

 先ほど申し上げましたように、対馬の素材のみをこの長崎県の中で環境税を県のほうが配慮に

よってしていただいているという部分等も、十分に相手の立場も考えなくてはいけないかなとい

うふうに思ってます。 

 ちなみに、環境税の、たしか年間の四十七、八％は、対馬のほうに投入されていたというふう

に記憶しております。それほど県のほうも力は入れていただいておる状況です。そのあたりもじ

っくり考えながら、この海外輸送に対する助成というものも知事のほうに御相談するかどうか、

ちょっとじっくり考えさせてください。 

 次にありましたのが、貿易振興に向けた港湾の整備計画のあり方ということをおっしゃってあ

るんだろうというふうに思います。で、いかんせん、年１２回以上のその実績というものを求め

てきてあるわけで、その実績というものを先につくらないと、そのあたりは進まないというふう

に思っております。 

 で、今、厳原港につきましても、ほかの比田勝港についても、整備計画をつくったばっかりで

あります。そして、ことしの８月のたしか３日だったと思いますけども、重要港湾の選定の問題

で国のほうに何度も足を運ぶ中で、私どもの離島において新たな整備計画は認めないというふう

な考え方が、その８月３日に出されております。少なくとも、今の更新事業については、離島の

港湾には認める。ただし、全国、たしか４３カ所、数カ所の重点港湾については、新規の部分は

認めますというふうな状況がある中で、その港湾については、今、県のほうも鋭意港湾計画をつ

くっていただいておるところです。しかし、その港湾計画も、地元の市民が何年もかかってつく

り上げたものを今出してる状況です。 

 ところが、今の国の考え方でいきますと、新規の事業は認めないというふうな考え方になって

るわけでございまして、すごく難しいなと思います。ならば、先に１２回の実績をつくって、そ

の実績をもとに今までのルールどおり必要ではないかというふうなことを言っていく必要がある

んではないかというふうに私は思います。しかし、対馬のこの生き残りのために今のそのルール

はルールとして、この地形的な条件を生かすために、今のシステムをやりかえていただかなけれ

ばいけないということは、伝えていきたいというふうに思っております。 

 また、切り捨て間伐から利用間伐に向けての取り組みの部分で、おが粉の輸出についてありま
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した。今の切り捨て間伐の状態で、改めて利用間伐に持っていこうとした場合、山から出す部分、

切り捨てから利用に持っていくに当たっては、当然経費がそこには発生します。そうした場合、

スギとヒノキの素材単価が３倍ほど差がありますので、スギについてなかなか利用間伐が難しく

なっていくだろうと、そういう中で、ヒノキの利用間伐の可能性というものを脇本議員が提唱し

ていただいた。それが、おが粉の使い方だというふうに思います。 

 その中で、これは、ウグランマシーンですかね、ということが出ております。で、あっ、１点

目の貿易の部分もそうですけども、この１月に、たしか対馬流域協議会でしたかね、等が、韓国

のほうに調査に入るということは、以前から決まっておりました。で、当然、知事の方向性と私

どもの方向性一緒になって動き出そうということで、その日程が決まったものというふうに私は

理解をしております。 

 で、その協議会、それこそ製材所の方や山主の方等々も皆さん入られてつくられてる協議会で

あります。そちらにこのようなおが粉の生産の可能性というものについて、こちらのほうから協

議会のほうに投げかけていければというふうに思います。 

 それから、外国資本であっても企業誘致の対象とできないかというふうなお話がありました。

これにつきましては、現地法人をつくっていただいた場合は、私どもは、決してそれを否定する

ものではありません。 

 次にありましたのが、鉄炭だんごの話がございました。森里海の連環についての一つの手法と

して、この鉄炭だんごの取り組みをやっていったらどうかということでございます。 

 せんだっての「食エコフェスタ」の中でも、市民の方々がＥＭ菌の問題を一生懸命今取り組ん

でいただいております。で、このＥＭ菌につきましても、実際は取り組みをされた方では、古い

方は、もう１０年近く前から取り組みをされてる方がいまして、特に、商工会の美津島支部の

方々は、七、八年前から取り組みをされてきたと、そういう中で、今回やっとＥＭ菌のことで島

内みんなでやっていこうという機運が盛り上がったところでございます。で、そういう時間も、

やはりかかるんではないかというふうにも思っております。今、私どもは、ＥＭを市民の方々が

やってきた部分を側面から支援をしているというふうな意識でおります。 

 で、以前の質問の中で、漁業集落再生交付金の事業等によって集落のほうでも呼べるんではな

いかというふうな発言をしたかと思いますけども、基本的にその考え方は変わっておりません。

で、使い捨てカイロの問題が当然原料としてあるという、それは必要だというお話でした。だか

ら、そのあたりを回収するシステム等をやはりその集落なら集落で考えていく、もしくは、地域

で考えていくということも必要かなというふうに思います。 

 で、この広い対馬の中でばらばらで集めていっても、どうもこうも物事は組み立てにくいと思

いますので、集落等でそれを一挙にやっていこうじゃないかというふうな機運が盛り上がること
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を願っておりますし、地域マネージャー等使いながら、そういうやろうとする地域がないかとい

うことの打診は、これから先もやっていけるんではないかと思います。 

 御質問があった部分については、一応それでまずもってよろしいでしょうか。申しわけござい

ません。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  それでは、まず、順番は違いますが、森里海のほうから、今、鉄

炭だんごに関しての回答は、まず、ＥＭ菌のこの普及からまず力を入れていきたいと、その後、

鉄炭だんごもというふうな解釈でよろしいですかね。すぐに鉄炭だんごのほうということではな

く、まず、ＥＭだんごのほうから始めたいという答弁でよろしいですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今実施をしておりますこのＥＭの機運というものをどんどん高めていく

必要があると思いますし、中途半端な形で終わらせたくないというふうな思いもあります。今市

民の方が一生懸命取り組んでおられます。で、この部分の検証をする必要があろうかと思います。

片や、この鉄炭だんごですけども、これについては、そのような集落が出てくるならば、それは、

私どもは支援はしていきますというふうな考え方です。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  ちょっと、私の最初の質問がよく伝わっていなかったようですの

で、この鉄炭だんごを取り組もうというときには、やはり長年の苦労をして特許まで取られたこ

の杉本先生から直接承諾を得て、で、やることが必要なんですね。というときに、使い捨てカイ

ロの回収は呼びかけていきたいと言いながら、使い捨てカイロが集まったとしても、その杉本先

生をお呼びして、正しいつくり方を教えていただけてない段階では、集まったものも利用をする

ことができないんですね。その辺は、理解していただいているでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  先ほどの質問の中で、杉本先生ですね、杉本先生のほうの特許というお

話がございました。ということは、そういうことになろうかというふうに思います。 

 今、私自身、鉄炭だんご、どのような効果がほんとに、表彰事例のお話がございました。それ

なりにその地域においては効果はあったんだろうというふうには思いますが、今やろうとしよる

部分を幾つも追った場合、効果が薄れていく部分もありゃせんかというふうな心配もします。行

政は、じゃ、どっちを考えているのっていうふうに市民のほうが惑う部分も出てきやしないかな

というふうな危惧も起きますけども、しかし、先ほど言いますように、集落単位で物事をやって

いきたいということであれば、その集落の再生交付金等でそのあたりの対応というのはできるわ

けですから、集落の意思を、こちらが１回流し込む中で、情報として流し込む中で、集落がやり
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たいという方向であれば、それは、支援はしていけるというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  そのＥＭ菌と、それと鉄炭だんごと両方をやることで市民が混乱

をしないかという答弁であったと思うんですが、これも、私の質問の仕方がまずかったのか、Ｅ

Ｍ菌のほうは、御存じのように浄化をすることが目的ですね。で、この鉄炭だんごは肥料として、

そこに藻場を再生していく、実際に肥料として使うものですね。 

 で、実際この間の「食エコフェスタ」等を聞いてて、ここまで浄化が進んできたところにこの

鉄炭だんごを入れることで、また藻場が再生してくると、私、これですね、今市長が一生懸命お

っしゃってる海洋保護区にもつながってくると思います。 

 結局、浄化したところに鉄炭だんごを入れて、それで、そこに藻場が再生して、そこで魚が育

まれていく。そうすると、養殖とか、それから飼いつけ、特に飼いつけですね、こういうところ

をやっているところに収奪的漁法のところが来るというのは考えられないですね。ここでＥＭだ

んごできれいにして、鉄炭だんごで育んできたこの魚を対馬全体でそういうことを取り組んで魚

を育てているんだということを訴えていけば、海洋保護区、これを推進するのにも大いに寄与し

てくると思うんですが、市長の考え、ちょっとお聞かせください。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今取り組んでおりますさまざまな事業が、私は海洋保護区の設定に向け

てつながっているというふうに自分自身も思っております。その中の一つの手法として、鉄炭だ

んごもあるんだよというふうに理解はしておりますけども、今のＥＭの問題をまだまだ、私、

「食エコフェスタ」のときにも、あそこでパネルディスカッションのときに言わせていただきま

したが、残念ながら、厳原地域とかいうのは広がりが足りないというふうに話をあそこでさせて

いただきました。まずもって、市民が一つになって物事をやっていくことが大切なんではないか

なというふうな思いを持っております。 

 決して、その鉄炭だんごの効果というものを否定をしているわけでは全くありません。だから、

杉本先生を呼ぼうというふうな集落等が出てくれば、そこで一つの集落の盛り上がりをつくって

いって、自分らのいその回復に向かってやってみたいという機運の醸成というのも、すごく大切

なんではないかなというふうに思います。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  市長の考え方は理解できましたというか、お考えになっているこ

とは、わかりました。ぜひとも、この事業も促進していきたいと、去年政務調査に行って１年間、

ちょっとあまりにも私のほうも、取り組みが遅過ぎたなというふうに思っております。 

 実際、愛媛県の宇和島あたりでは、２年続けて赤潮が出てたところにそれを、鉄炭だんごをす
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ることによってかどうか、はっきりとしたした答えは出てませんが、この３年間、赤潮が発生し

てないということもお聞きしてますので、ぜひ直接、杉本先生とお話ししていただくとか、そう

いうことも検討いただければと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  先生と会うのは一向に構わんのですけども、今、脇本議員が持ってあら

れるその鉄炭だんごに関する情報等が、そして、データ等を１回拝読させていただければという

ふうに思います。それからまた、しっかりと取り組んでいけると思います。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  わかりました。では、貿易のほうに戻りたいと思います。 

 市長の回答を、答弁をお聞きしてますと、正直言って残念でした。対馬のみを対象としている

ものだから、森林環境税については、ちょっとそういう面も考慮して、相談するかどうかじっく

り考えさせてほしいということですが、振興局に相談に行ったときには、担当者ですが、おもし

ろい考えだからちょっと一緒に研究してみましょうという形ですので、事務レベルというか、私

たちのレベルで少し進めさせていただきたいと思います。 

 で、次の貿易振興に向けた港湾の計画についてなんですが、実績をつくらなければ先に進まな

いと、また、この前と同じような答弁だったと思います。で、一歩進んだのが、ルールを見直し

ていただきたいというふうには訴えていきたいと、一歩進んだ答弁であったかと思います。 

 ただ、先ほど私が申しましたように、この貿易に関して特に脆弱な整備しかできていない対馬

にあって、実績を積むことが難しいんです。その実績を積むために、できないことをできるよう

にするのが政治の仕事じゃないんですか。私は、そういうふうに思っています。ですから、まず、

実績を上げるための手助け、このために努力していきたいと私は思います。もう一度、市長の答

弁をお願いします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  先ほど、８月３日の重点港湾の選定に向けたいろんな動きの中で、私に

政治力がないのかもしれませんが、全国の離島は４３港から全部排除され、離島の中の沖縄を入

れて１２港については、更新事業しかだめなんだよというふうな結論が出たところでございます。 

 恐らく、今年度３月に向けて、県のほうも港湾計画の見直しをしていただいてるだろうとは思

いますけども、それ、計画の決定を見た後に、県とともにこの国に対して、先ほど言いましたよ

うな見直しというものを働きかけをしないといけないというのが今の国の基本的な、８月に決め

たばかりですから、私自身、この４カ月しかたってない中で若干の限界を、今の時点においては

限界を感じておるところであります。 

 ただし、私は、実績を積もうと言っておりますが、今、この９月の初旬に起こりました尖閣の
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問題等で水面下で進めておった中国との関係の部分が、今中断をしている状況があります。で、

途中１１月の中旬にも、そちらから来たいという話もありましたが、なかなか中国要人は動けな

いということもいろいろあるみたいです。向こうのほうも、そういう中で、動きが今止まった状

態にはなっておりますけども、この問題が落ちついた中で、そちらの問題も動き出す。そのとき

は何を考えているかと言いますと、この不開港である港のほうから、そのようなものを積み出し

をしていきたいと、その実績をつくりたいという思いで、実は中国のほうとも交渉をしておりま

す。 

 そして、韓国のほうにつきましては、県知事が力強く動き出しをしていただいておりますので、

一緒にそれも動くというふうなことで、実績をつくらないと開港にはならないというふうな国の

スタンスは、この開港以来百十数年たっておると思いますけども全く変わっておりませんので、

実績をつくる。つくる方法は、その年間１２回の話とトン数の話がありますよね。それはクリア

できるんではないかというふうに思います。その実績をつくった後に、そのような貿易振興に向

けた港の環境整備というものは、おのずと国が今まで言ってきたことですから、約束は守ってい

ただけるものというふうな思いを持って取り組ませていただいている次第です。 

○議長（作元 義文君）  １番、脇本啓喜君。 

○議員（１番 脇本 啓喜君）  初めて、その中国との動きを、尽力されているということをお聞

かせいただきました。私たち議員で動いてる部分もありますし、市長のほうで積極的に動いてい

ただいてる部分があるというのもお聞きしました。これからまた、私のほうも、市長室に行って

いろいろ情報を交換しながら、ぜひ実績が上がるように対馬市として協力して頑張っていきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 それから、もう一つ、冒頭に申し上げましたように、政務調査の２日目に巨済市のほうにも行

ってまいりました。そこで、直接市長とアポイントがとれましてお話をさせていただく機会もあ

りました。その際、ぜひ、その巨済市長、６月でしたかね、道議のほうから市長に転身されたん

ですが、その市長選挙の公約として、国際航路を開きたいということを公約として上げられてた

ということです。 

 で、私たち議員が訪問しましたところ、ぜひ対馬とのつながりをつけたかったんだというふう

におっしゃられてます。またその点についても後日、市長室に参りましてお話をさせていただけ

たらなと思いますので、特に旅客船を巨済市と対馬の間で走らせられないかという提案でした。 

 実際、釜山市から巨済市、巨済島まで現在船、あるいは車で移動ということになってます。車

ですと、ぐるっと回って２時間以上かかるところですね。で、船だと５０分ぐらいで着きます。

その料金がめちゃくちゃ安い料金でした。１,６００円ぐらいで釜山から巨済島まで渡れます。

距離として４５キロぐらい、これを考えますと、今の大亜高速の料金と比較して価格競争に耐え
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られるというか、２社体制になればもっと安い運賃で運航という形になり、また、対馬にたくさ

んの観光客が来ていただけるんではないかなというふうに思っています。その点についても、ま

たお話しさせていただきます。 

 で、ちなみに、きょう１２月８日に、今まで先ほど言った陸路、もしくは海路でつながってた

部分が橋と海底トンネルでつながり、巨済島から釜山まで約３０分で入れるようなそんな近い形

になってきました。巨済市とつながることで、また釜山港の利用というのも考えられてくるかと

思います。この点について、また市長室に行ってお話しさせていただきたいと思いますので、そ

のときは、どうぞよろしくお願いいたします。何かあれば、再度答弁をお願いします。 

○議長（作元 義文君）  いいですか、ありませんが、よろしいですか。 

 これで１番、脇本啓喜君の質問は終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。再開を１１時１０分から行います。 

午前10時51分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、６番、松本暦幸君。 

○議員（６番 松本 暦幸君）  新生クラブの松本暦幸です。本日は、３点について御質問をいた

します。 

 まずもって、市長をはじめ幹部職員の皆様には、日夜島のため、市民の皆さんのために努力さ

れていることに感謝を申し上げる次第であります。大変な時代ではありますが、くれぐれも健康

管理には十分に御留意され、地域に優しい、人に優しい、まちづくりを進めていただきますよう

に、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、まず、第１点目の対州馬の保存と活用についてお尋ねをいたします。 

 希少在来種である対州馬について絶滅が危ぶまれる中、今後の保存と活用について、また、市

の天然記念物への指定の考えはお持ちでないのか伺います。 

 対州馬については、大変貴重な在来種であることは、市長も十分に認識をされておるものと思

います。 

 さて、日本の在来馬の種類は、８馬種であります。北海道の和種馬、長野県木曽地域の木曽馬、

宮崎県都井岬の御崎馬、愛媛県今治市の野間馬、鹿児島県トカラ列島のトカラ馬、沖縄県宮古島

の宮古馬、沖縄県与那国島の与那国馬、そして、長崎県対馬市の対州馬であります。この中で絶

滅が危惧されるとされているのが、対州馬と宮古馬であります。 
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 対州馬の現在の生息数は、対馬においては３０頭ほどであります。対馬で古くから農家で飼わ

れ、性質がおとなしく、家族同様に扱われ、農家には必ずと言っていいほど１頭以上が飼われて

おりましたが、農業就業人口の減少と農機具の機械化に伴い飼養頭数が減少し、農耕用としては

現在ほとんど使われておりません。 

 島外でも、種の保存ということでいろいろと取り組んでいただいておりますが、やはり対州馬

は対州において大事に育て増頭し、手厚く保護していく必要があると考えますが、いががでしょ

うか。保存のためには、今に生きるための利用法の開発が必要かもしれません。今後の保存対策

について伺います。 

 また、活用についても「対州馬の島」として、島内外にもまだまだＰＲされてはいかがでしょ

うか。体格や穏やかな性質を活かし、ホースセラピーに活用されるなどいかがでしょうか。 

 対馬においては毎年１０月に目保呂ダム馬事公園での「初午祭」において、対州馬レース「馬

跳ばせ」が行われております。また、長崎新聞では、よく佐世保市の亜熱帯動植物園での対州馬

の記事が載っておりますが、その紹介には「本県固有の対州馬」、「長崎県固有の対州馬」とも

紹介されております。対馬においても、子馬の誕生のニュースが新聞によく掲載をされます。こ

のことは、とりもなおさず対州馬が貴重であることにほかなりません。 

 このようなことから、あわせて市の天然記念物へ指定をされて、保護していこうという考えは

お持ちでないのか伺います。 

 次に、２番目に、行政における婚活支援について伺います。 

 独身男女への結婚活動への支援について、行政は出会いの場づくりなどについて支援はできな

いか伺います。 

 申すまでもなく、日本の人口は２００５年から減少に転じ、これから日本の人口は急速に減少

していくと言われております。この人口減の理由は、一般的には少子化が原因と言われておりま

す。対馬の人口も最も多いときから比べると、およそ半分ほどに減少しました。対馬においても、

社会的な人口の流出とともに少子化も原因であろうと考えられます。 

 未婚者の増加や夫婦が持つ子供の数の減少によって、少子高齢社会が一層進む傾向にある中、

結婚するための活動、いわゆる婚活の支援事業に取り組む自治体が増えてきております。 

 それぞれ結婚については夢や価値観もあり、一様に考えられるものではありません。しかしな

がら、結婚したくても、まず異性と出会う機会がない、あっても話す機会がないなどいろいろと

原因が挙げられます。対馬においても、以前は青年団活動などが活発であり、出会いの場がかな

りありましたが、現在は仕事の形態や職場の態様なども変わり、なかなか男女の出会いの場が少

なくなっているように思えます。 

 全国の地方自治体の半数以上が取り組んでいると言われる婚活支援事業推進という住民サービ
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スは、少子高齢化へ向けて、これから地方自治体の果たすべき役割として、より一層重要さを増

していくのではないでしょうか。子供が生まれた後の対策も無論、大事ではありますが、まず結

婚が先であります。 

 結婚は個人の自由であり、行政が介入するのは慎重であるべきではとも言われますが、せめて、

結婚しやすい環境整備という面からだけでも、出会いの場つくりなどにおいて支援は検討されな

いか、お伺いをいたします。 

 次に、最後の水産振興についてお伺いをいたします。 

 藻場消失対策における現状と今後の取り組みについて。 

 現在、市において藻場の回復に向けた調査研究や実証実験が行われておりますが、その結果に

ついて、また、その結果による今後の実用化及び事業化に向けた取り組みについて伺います。 

 このことに関しましては、以前より先輩議員よりいろいろ質問はあっておるとは思います。ま

た、さきの９月の定例議会において、産業建設常任委員長の所管事務調査報告でも藻場対策につ

いて提言がなされておりますが、改めて現状についてお尋ねをいたします。 

 説明するまでもありませんが、藻場の消失については「いそ焼け」とも呼ばれて、魚や貝類の

えさとなるアラメやカジメなどの有用海草が消失してしまう現象であります。対馬においても、

平成１０年前ほどよりいそ焼けが始まり、現在は対馬全島と言っていいほどに現象が拡大をいた

しております。これは対馬だけではなく、全国的な現象でもあります。 

 いそ焼けの原因としては、海水温の上昇や栄養分の不足、アイゴやイスズミなどによる魚類の

食害などが主な原因であろうとされております。藻場は、魚貝類の生息の場として役割を担うこ

とは無論、えさ場としても大変重要であり、沿岸域の生態系の根源をなすものであります。その

藻場が消失してしまうと、アワビ、サザエなどの漁獲量が激減するのは当然のことであります。 

 採介漁業を主な生業とされる漁業者の方にとっては、大変深刻な問題であり、まさに生活その

ものが脅かされております。この現状については、市長におかれても十分承知をなされておるも

のと思います。 

 そこで、今までの藻場調査と藻場礁実証実験の結果を踏まえて、これからの藻場の回復に向け

て、対馬市が主体となる藻類の供給源となるような大型藻場増殖礁設置へ取り組まれるお考えは

お持ちでないのか、お伺いをいたします。 

 以上、３点をお伺いいたします。通告書そのままの内容でありますので、明快な答えをよろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  松本議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の対州馬の保存と活用でございます。対州馬がどういう今まで経緯で来たかということ
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と、日本における在来馬のどういうふうな位置づけかということについては説明がございました

ので、省かせていただきます。 

 で、実際この対州馬の問題については、ツシマヤマネコ同様、私どもの生活とか生存とかいう

ことにも、ある意味かかわってくる問題だというふうに考えております。 

 で、そういう中、上県地域活性化センターが中心となってこの対州馬については、取り組んで

いただいております。で、二、三日前も、目保呂ダムのほうに私足を運んで、厩舎はお休みでし

たけどものぞいてきました。 

 で、そういう中で、対州馬を活かすためにどうすればいいかということをセンターの職員は一

生懸命考え、そして、そこにお住まいの地域の方々と連携をとりながら、あの馬事公園そのもの

も含め、公園、ハードと、そして馬の問題、そのもののことを一生懸命に取り組んでいるという

ふうに私は感じております。 

 で、特に、この４月からは、調教師が、千葉のほうでしたかお見えになってからというもの、

新たな取り組みを次から次へとやっていただいておるところです。で、利用客、あそこ、お客と

言ったらおかしいんでしょうけども、利用者数もどんどん伸びてる状況でして、今回条例改正で

あのような細かなやつを出しました。で、Ａ、Ｂ、Ｃ以外に、あそこの施設全体を使ったトレッ

キングコースとかいろんな形で馬になじんでいただこうと、対州馬に、その中で、この対州馬の

重要性というものを市民の皆さんが感じていただく。または、観光でお越しの方が来ていただく

ということが、この対州馬の保存には最も重要なことではなかろうかというふうに思ってます。 

 で、実は、１０月の初旬から３日間でしたか、福岡市の植物園のほうで、対州馬が市民に向け

て披露されました。で、１１月に私、その植物園の方、そして、動物園の関係者の方々とも

３０名ぐらいともお話を、福岡でさせていただく機会がありましたが、やはりその対州馬をもっ

と福岡のほうででもやはりアピールしていきたいと、ＰＲして、そして、対州馬が、その８馬種

の中で大切なんだということを福岡も手助けしますと、だから、どんどんうちの施設を使ってく

ださいというふうなお話もいただいて帰ってきたところです。 

 そういう中で、佐世保のほうにおきましても、県内の固有馬ということで一生懸命取り組みを

していただき、また、市報「させぼ」のほうでも、私どもの対馬の動植物について最近は毎月

１ページを割いて、ひどいときは２ページを割いてＰＲをしていただいておるところです。大変

ありがたいと思っておりますが、そのような活動というのが、これから先も、私どもは必要だと

思っておりますし、私ども対馬市だけではなくて、ほかの方たちの理解というものをどんどん広

めていくことが必要だというふうに、私は感じております。 

 また、島内でどのような形で保存をしていくかということについて、今保存の管理計画をこの

２２年から２６年に組み立てをしようということで動き出しもしているところです。 
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 で、そういう中で、今案としては、やはり増やしていくため放牧地が必要だろうということで、

できれば上県の中でそのような放牧地を持って、そこの中で自然に増やしていくことも手がけて

いきたいというふうな考えも持っております。 

 ホースセラピーのお話がありました。で、現在、馬事公園に通ってある方も、やはり体を壊し

てあった方も、そういう形で馬にいやされて体が戻ったとかいうお話も聞きます。そういうふう

な活用もあるということを、もっともっと私どももＰＲをして、この対州馬に対する市民の方々

の意識というものも高まっていければと思っておりますし、毎年開いておりますこの初午祭につ

きましても、年々来訪者も増えております。そして、あの対岸のほうを市民の方々、ほんともう

桜をいっぱい植えて、あと１０年後、１５年後というのは、すごい名所になるんではなかろうか

というふうな思いも持っておりますし、それを頭に思い描くとき、それは馬事公園のみならず、

対州馬というものの存在も、限りなく高まっていくんではないかというふうに感じておるところ

であります。 

 次に、２点目の婚活のことですが──あっ、申しわけございません。そして、天然記念物の指

定に関する部分につきましては、教育委員会のほうから答弁をさせます。 

 婚活の問題につきましては、確かに今島内で未婚の方が男女を問わず、たくさんいらっしゃる

という状況です。で、島内外の今まで出会いの場を各合併前から取り組みをしてきて、わずかば

かりですけども、実績も上がったケースもあります。 

 で、行政が、どこまでかかわって、この問題にいけるのかということですが、確かに出会いの

場の提供という段階を取り組まないといけない状況も来たのかなというふうにも思っております。 

 そういう中、県のほうも、めぐりあい創出事業でしたかね、そういう事業を組み立てをしてい

ただき、対馬市も、この２２年度中にそれを実施しようということで、今実行委員会の立ち上げ

を急いでおるところであります。 

 また、市の助成事業として、社会福祉協議会、社協等の総合相談事業も実施しておるところで

す。松本議員がおっしゃられたように、子育て支援もあるが、その前に出会ってもらわないと始

まらないという、まさしくそのようなことは同感でありますので、しっかりと取り組んでいきた

いというふうに思います。 

 次に、３点目の藻場のことでございます。これについては、いろんな事業で取り組みを対馬じ

ゅうでしていただいておるところです。まずは、環境生態系保全活動支援事業という事業で、内

院、水崎、綱島の３地区、もしくは３組織で実施をいたしております。平成２１年度から２５年

度までの５カ年間で事業をやっていく予定をしております。で、実際２２年度以降はモニタリン

グ調査を行いながら、この効果の確認をしてまいる予定です。 

 ２つ目の事業でありますが、これは、海草の栄養素モデル事業というものを２１年度から取り
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組み始めまして、２１年度３カ所、２２年度６カ所をやっております。事業内容としましては、

ありねよし１号を麻袋に入れ海岸に埋設すると、そして、藻場の回復を図るという事業でござい

ます。 

 で、２１年度は、３カ所のうち、五根緒地区、豆酘地区の聞き取り調査では、目視の段階では

ありますけども、例年よりよく生えているとか、アオサが増えたとかいうふうな海藻のまた成長

が早かったとかいうふうなお話も聞いておりますけども、まだモニタリングをやっていかないと

いけないのかなというふうに思っておりますし、今年度以降も、このありねよし１号については、

しっかりと取り組んでいきたいというふうな思いを持っております。 

 また、離島漁業再生支援交付金事業の一例を挙げますと、峰の東部地区で２１年度にダムの堆

積土、それから、鉄鋼スラグ、ありねよし１号などをまぜて海に沈設する取り組みもなされてお

りますが、その効果は、２３年春にモニタリング調査をする予定というふうに聞いております。 

 また、別の事業でイノベーション実用化助成事業というのがございますが、この事業では、

１９年度、２０年度にかけて、やはり同じ地区で同様の取り組みが行われ、そこにはホンダワラ、

アオサ等が着生し、徐々にではありますけども効果があらわれているようにも聞いております。 

 さまざまな事業とか機会をとらえ、藻場のこの問題、いそ焼けの問題について取り組みをして

いる。そして、民間のほうでもしていただいとるというような状況でございます。対馬にとって、

このいそ焼けという問題が、漁業資源の枯渇につながる大変な問題でございますので、喫緊の課

題として当然取り組んでいたきいというふうな思いを強く持っております。 

 また、藻場礁の事業については、市のほうで計画をしておりまして、平成２３年度から、来年

度から、実施していくよう進めて今おるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  教育長、梅野正博君。 

○教育長（梅野 正博君）  松本議員の御質問の対州馬の天然記念物への指定についてお答えをい

たします。 

 先ほどから出ておりますように、在来馬８種のうち、２種が天然記念物の指定があっておりま

せん。その２種というのが、北海道の通称「道産子」、それから「対州馬」、この２種でありま

す。 

 市の天然記念物指定につきましては、市文化財保護条例に基づき所有者の同意を得た上で、市

文化財保護審議会に諮問し、教育委員会が指定することとなっております。対州馬の指定につき

ましても調査を実施して、学術上価値が高いものと判断されれば、文化財保護審議会に諮問をし

たいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（作元 義文君）  ６番、松本暦幸君。 

○議員（６番 松本 暦幸君）  はい、どうもいろいろと丁寧に御回答をいただきましてありがと

うございました。対州馬については、先ほど教育長のほうから答えがありましたように、指定さ

れてないのが、北海道の道産子と対馬の対州馬の２種になっております。ほかのところについて

は、いろいろと国指定、そして、県指定、市指定としてやっぱり大事に保護されて、保護活動に

ついても努力がなされておるようです。 

 対州馬の生息数の推移をば見てみますと、ここ数年３０頭ほどで推移をしておるようでござい

ます。このことについては、やはり対州馬振興協議会のほうでも、いろいろ努力がなされておる

こととは思われます。やはり飼育頭数の絶対数がやっぱり減ってきますと、近親交配というよう

な心配も考えられます。ですから、将来にわたって、やはりこのままの頭数が適当な数なのか、

それとも、より以上頭数を増やしていかれるのかというようなことについても、今後協議をばし

ていただきたいと思います。 

 同じく、絶滅が危ぶまれております宮古馬につきましても同じような頭数で、やはり絶命が危

惧されるところでありますので、今後ともに、やはり学術的な問題もあろうかとは思いますけれ

ども、より一層保護活動に向けて努力していただきたいと思います。 

 それと、先ほど文化財保護条例のことで答えがありましたけれども、天然記念物の指定につき

ましては、市にとって重要なものを対馬市指定史跡、対馬市指定名勝、または、対馬市指定天然

記念物に指定することができるというような条項もありますので、かなりこれについては、対馬

市の重要なものであろうと考えられます。審議委員会のほうでも、しっかりとそのあたりをばよ

く検討していただいて、いい答えが出ますことをば期待しておりますので、よろしくお願いをい

たします。 

 それと、次に、行政における婚活支援について再度お伺いをいたします。 

 ちょっと、記事は古くなるんではありますけれども、昨年度の１１月２４日の長崎新聞にあり

ましたけれども、見出しは、「少子化にらみ予算措置」婚活に税金とありました。その一部をば

紹介をいたします。 

 国は、２００９年度補正予算で婚活を初めて予算化した。都道府県に配分する「地域子育て創

生事業」５０２億円の用途の一つに「結婚意欲を持った若者の出会いの場の提供や結婚相談員の

配置」と明記をされておりますというようなことが、新聞に載っておりました。 

 その中で、婚活支援事業を実施している都道府県は、全国の６割近い２７府県、少ないところ

は、年間数十万円程度の規模だがと、茨城県においては、年間約２,１００万円の予算を計上。

お見合いイベントなどを積極的に後押しし、０６年からの参加者は延べ９,０００人近く、

３５１組が結婚した力の入れようだとあります。 
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 また、長崎県においても、パーティーやイベントの情報発信事業に２６３万円を計上している

とあります。石川県においても、０５年度から「縁結びｉｓｔ（えんむすびすと）」と称して世

話好きな地域の人々に個人情報保護などの講習を受けてもらい、県お墨つきの仲人を養成してい

るとあります。ほかにも、和歌山県とかなんとかの記事も一緒に紹介されておりました。 

 これは、これからいきますと、国においても、地域子育て創生事業の一環として取り組まれて

おりますが、この市においては、このような事業は適用されないのでしょうか、この結婚意欲を

持った若者の出会いの場の提供や結婚相談員の配置とありますが、このあたりについては、市と

してはどのようにお考えでしょうか、ひとつ御指導をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、松本議員の２００９年の国の制度ということで、地域子育て創生事

業ですかね、その中で婚活事業というのも、メニュー化されているというお話でありますが、正

直言いまして、私も、その事業は初めて聞いた事業であります。で、そういう中で、どういう組

み立てで今それがされているのか、早急に調査させてください。きょうのうちに返答をさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  ６番、松本暦幸君。 

○議員（６番 松本 暦幸君）  わかりました。よろしくお願いをいたしておきます。 

 やはり先ほども質問で申し上げましたように、出会いの場が少なくなっておりますので、やは

り年ごろの娘さんとか、独身の方がおられるところの家庭においては、やはり心配なところであ

りますので、できるだけそのあたりが、行政が立ち入られるところでよろしいですから、またで

きるようであれば、ぜひそのあたりに取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いをい

たしておきます。 

 最後に、水産振興でありますけれども、先ほど、いろいろ説明がありましたけれども、いずれ

にいたしましてもまだまだちょっと、調査の段階が主なようであります。 

 で、もうすでに合併前よりいろいろ調査がなされておるわけでありますけれども、そのことに

ついてのやはり、結果に伴う事業化への取り組みなどがいまいちではないかと、ちょっと思って

おるんですけれども、先ほど、市長のお答えの中にもありましたように、２３年度にそのような

事業に取り組みたいということではありましたが、自然がやっぱり相手でありますから大変難し

いところではありますけれども、やっぱり今後において大変、やはり藻場は本当に生態系の根源

をなすものでありますので、やっぱりしっかりとそのあたりに取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 一つだけ紹介をばさせていただきます。現在このいろいろな対策として、県や国の協力により、

漁業者の方を中心とした藻場再生事業として、主に海藻プレート設置の取り組みが、それぞれの
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漁業集落で離島漁業再生支援交付金により取り組まれております。そのうちの豆酘漁業集落、瀬

漁業集落、久根浜漁業集落における藻場増殖礁設置事業について、設置後の追跡調査がされまし

た映像を見せていただくことができました。 

 それによりますと、２メートル四方のコンクリートブロックで海底に沈設安定され、そのブロ

ックの上にネットかごがしつらえてありますが、そのネットの中は、相当のアラメが付着、生育

している様子が見られます。ただ、ネットの外は、まばらにアラメの幼体が散見される程度であ

り、魚類による食害ではないかとも考えられますけれども、かなりの成果があるようであります。 

 このようなことから、やっぱりこれをできるだけ大型化されて、やっぱり藻場の供給源、ひと

つ供給源となるような大型の事業にも取り組むような考えはあられないのかどうか、もう一度お

願いをいたしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今、松本議員がおっしゃられたように、そのプレートの部分については

繁茂し、それ以外飛び散っていくであろう周辺っていうのは、やはり増えていかないというふう

な実態があります。 

 で、漁民の人たちともお話しするんですけども、漁民自身が、そこからプレートのところから

移しかえて、それをまたかごで囲んでいくような事業も、自分自身らでもやっていきたいという

ふうな相談も、ある地区からは出ているような状態です。 

 で、原因というのが、なかなか特定をされてない、まだまだですね、で、研究者のほうも、こ

れだという決め手もない状況であります。で、そういう中で、そのかごの問題をもっともっと増

やしていくためには、漁業集落再生交付金の３億程度の事業ではとてもじゃないけど間に合いま

せん。 

 で、国が、ほかで出している、先ほど幾つも、３つ、４つお話をさせていただきましたが、そ

の事業規模でも追いつかないというふうに私は思いました。そういう中で、私は、８月３０日に

東京都を訪ねた次第です。それは、東京都の都内におけるＣＯ２排出の規制で一事業体ごとに、

２年後にクリアしない場合は、５０万円ずつの罰金を取るというのがございます。 

 で、東京には、事業所はたくさんございますから、これは、東京都の環境局でございますが、

環境局が、その５０万を集めた金をどのように使うのかというふうなことから話をしまして、そ

の５０万は再生可能エネルギーのところに流していきたいというふうな考えでございました。 

 それは、太陽光とか、そういうふうな感じですね、風力とかもございますが、私どもにとって、

この藻場の再生というので、やはりこれはＣＯ２の吸収をするんだから、それを私どものような

こういう事業というのは、国の予算もそんなに増えないから、あなた方の５０万をかき集めて、

うちに投入して、そのＣＯ２のオフセットを東京都とできないかというふうな実は相談に行った
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とこです。 

 で、それも、このいそ焼けの問題を抜本的に食害のスピードに勝つためには、とてつもないス

ピードで藻場造成をしないと勝てないというふうな思いがあったもんですから、東京都に相談に

行ったところです。 

 で、現段階においては、先ほど申しましたように、再生可能エネルギーのみを対象としてます

という話ですが、今後も、私どものいそ焼けをとめる手法が、どこかに糸口があるんではないか

と思っておりますので、そういうふうな相談にはたびたび参りたいというふうに考えております。 

○議長（作元 義文君）  ６番、松本暦幸君。 

○議員（６番 松本 暦幸君）  いろいろとありがとうございました。大変な取り組みだとは考え

られます。今後ともに頑張っていただきたいと思います。 

 それと、最初の対州馬のことについてもう一度、質問ではありませんけれども、ちょっと紹介

をしてお願いをいたします。 

 対馬の文化財が、かなり数がございますけれども、やっぱり地域の文化、文化財は一度なくす

と復旧することはもう不可能です。大切な対州の遺産がなくならないように保存にしっかりと取

り組んでいただきたいと思います。 

 最後に、現在、目保呂ダム馬事公園で今春、調教師として就任され頑張っておられます東京都

出身の篠原由美恵さんのコメントをば紹介をいたします。「強くて優しい貴重な馬を対州馬を絶

やしてはいけない」というようなこともコメントされておりますので、どうぞよろしく取り組ん

でいただきたいと思います。 

 それと、婚活支援事業については、子供を持つ親御さんの気持ちとしては、できるだけ早く身

を固めてもらいたいというのが、偽りのないところでありましょう。行政の行う婚活は安心感が

ある、費用が安いなど、おおむね好評のようであります。冒頭でも申しましたように、結婚は個

人の自由であり、行政が介入するのは慎重であるべきではとも言われますが、住民サービスの一

環として可能であるものについては、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 それと、いそ焼けについてであります。藻場の再生に向けては、民間業者の方も努力をされて

おります。自然が相手で大変難しい問題ではありますが、水産振興のために漁業者の方とともに

しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 また、市長におかれては、対馬近海の水産資源を守るため、国内初めての「海洋保護区」の設

定に向けて鋭意努力をなされております。頑張ってください。よろしくお願いします。また、藻

場の回復に向けても、全国のモデルとなるような取り組みがされるよう強く要望いたしまして、

私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  これで６番、松本暦幸君の質問は終わります。 
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……………………………………………………………………………… 

○議長（作元 義文君）  昼食のため暫時休憩します。午後は１時から開会をいたします。 

午前11時51分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時59分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  市民の声を活かすということで頑張っております１０番議員の

小宮教義でございます。昼から非常に眠たい時間ではございますが、私の持ち時間はたった

５０分でございますので、５０分間よろしくお願いをしたいと思います。 

 市長、この国際状況は大変な状況でございますが、一歩間違えば、戦争という大惨事になりか

ねない状態が続いております。この対馬から、わずか４９.５キロの韓国でございます。韓国の

島の韓国領土の延坪島に北朝鮮が突如として砲撃を加えたわけでございます。この対馬は、天気

がいいときには韓国が見えるわけでございます。これは、延坪島だけの問題じゃなくて、これは、

対馬の問題でもあろうかと思います。この北朝鮮、この民族は、このアジアの歴史において汚点

を残す民族でございます。これは、決して許すべきではない。これは、国際的に断固たる制裁を

加えていただきたいと思います。 

 この対馬は、陸・海・空の自衛隊で守っていただいております。官房長官は、この自衛隊に対

して、「自衛隊は暴力装置だ」という暴言を吐いておられます。何が暴力装置か、暴力装置とい

うのは、その言葉を発したその口そのものが暴力行為であります。私は、非常に怒りを覚える次

第でございます。 

 そして、この官房長官がおるこの日本の国、今はどうか、南は中国の尖閣諸島がございます。

北はロシアの北方四島、この今日本政府の弱体化を見透かしたような行動をとっております。 

 そして、きょう、市長のほうからもお話がございましたが、尖閣諸島、これは日本古来の領土

でございます。そして、この領土に領海に勝手に入ってきて、しかも、海上保安部の巡視艇にぶ

つけるという、そして逮捕されたわけでございますが、また何を勘違いしたかわかりませんが、

これに対して那覇地検が、日中の関係を考慮するということで船長を保釈しております。これは

明らかに政府介入であり、指揮権の発動そのものでございます。 

 そして、この衝突のビデオの漏えい、インターネットで流れておりましたが、そして、先の参

議院の選挙における突然の１０％の消費税打ち上げ、そして、今は公約違反とも言うべき企業献

金を始めたわけでございます。右へ左ふらふらふらと、こういうことではどうしようもない。や

はり指揮者たるものは、背筋がぴしゃっと通る筋を通さなければいけないと思います。その筋が
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通らなければ、指揮者としてのものはないわけでございますが、市長のほうはどうでございまし

ょうか、その首尾一貫性がありましょうか。 

 ここに地元の新聞がございます。この新聞は、地元の対馬新聞でございますが、１１月１日付

の記事でございますよ。ここにこう書いてございます。「対馬新聞社締め出しを、財部対馬市長

は電話で示唆」と、こういうふうな記事が載っております。その内容というのは、こうでござい

ます。市のやっていることを正確に伝えない報道機関があるので、今後はこちらから信頼できる

報道機関を選んで情報をリリースするというふうに発言をしておるわけでございます。 

 では、正確性とは何か、だれが決めたのか、これについては市長が判断をされたわけでござい

ますが、これは筋が通って非常にいいことですよ。これは、一たん言うたことは通さなきゃいけ

ない。しかし、何としたことか、一週間後の新聞でございますが、ここにはこう書いてございま

す。この問題について、財部市長は、質問に対してこう答えております。当分今のままでいくと

いう発言を、記者発表をしておられます。 

 そういうことならば、最初からこのような問題を発言すべきではない、ものではないと思いま

す。何たるていたらくか、ままごとをやってるわけじゃないんですから、もっと首尾一貫を持っ

てやっていくべきだと思いますが、いかがでございましょうか。 

 それと、先ほどの内閣の話でございますが、この前、柳田法務大臣がお辞めになりました。法

務大臣は、国会では２つ覚えておけばという話をされましたが、非常に格好いい話をされました

けども辞職されました。その原因は、国会軽視だということで辞職をされたわけでございますが、

市長は、議会軽視はどうでございましょうか。 

 私が、今まで一般質問をさせていただいておりますが、その中にもございます。私が、公共事

業の最低限度額を９０％に決めるならば、９５でもいいじゃないかという話を一般質問でさせて

いただきました。 

 そのときに、市長は、私に対して自家撞着病症にかかっておるという発言をされたわけですが、

これは、精神分裂症にかかっておるんだと、あなたは気違いではないかというふうなものになる

わけですよね。一緒なんですよ、中は。そういう発言をされておられるわけですから、議会は懇

親会の場じゃございませんから、今後は、そういうことには十分御配慮を願いたいと思います。 

 それと、もう一つ、これは注文ですけどね、議場での市長の発言は、これは反問権は与えてお

りません。そのところも重々熟知をしていただきたい。ただ、議会において、議会会議方法なる

ものの中に反問権が与えてあれば別でございますが、その辺もよく御理解を賜りたいと思います。 

 では、さきに通告しておりました３点についてお尋ねをいたします。 

 まず、第１点の地元企業対策について、この分についてお尋ねをいたします。 

 もう今は大変な不況で、どんどんどんどんつぶれておるわけでございますが、新聞にこのよう
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な記事が載っておりました。これは、地元の新聞でございますが、自民党の長崎県連政調会、こ

の記事でございますが、ここに大見出しで、悲鳴続出、そして、商工会から１８０店舗が廃業、

そして、建設業協会員が４３から２４と非常に激減をしておる状況でございます。 

 確かに、市長が言われるように、このような状況では企業誘致も難しい、それはわかります。

しかし、今の段階において市としてできることは、今ある企業を一企業でも残すように努力すべ

きではないか、その方法もあるのではないか、その聡明なる市長のお考えをお尋ねをいたします。 

 それと、第２点目の入札制度でございますが、これは、国調調査、国土調査でございますけど

も、これについては、現在地元企業が７業者ございます。この７業者でなぜ仕事ができないのか、

この問題については、私が何回となく一般質問をさせていただいております。今までの答弁も踏

まえて再度御答弁をお願いをしたいと思います。 

 そして、この３点目の新規企業の育成についてでございますが、今、壱岐と対馬で高速カーフ

ェリーの計画が上がっております。その中で、「市民フェリー壱岐・対馬」という会社をつくり、

実際できておりますが、そこが高速フェリーを走らせるために今出資者４９人を募っております。

この４９人の中に市として出資をするお考えはないのかという３点でございます。明快な答弁、

求めます。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  全く反問権がないということでございますので、そういうことを踏まえ

答弁に努めたいと思います。 

 まずもって、北朝鮮問題のことをおっしゃってありました。１１月２３日、私が聞いたのは、

たしか、夕方の５時だったと思います。それから６時に、こちらにお見えであった韓国の大学の

先生と会って、その先生が、ちょうど韓国のほうに電話をされ、その状況というのを聞かれたと

きに、逆に今鎮静化しておりますけども、その状況をすでに予測をソウルのほうはしているとい

うことを聞きまして、その瞬間、最初は驚きましたけども、北朝鮮の物事の進め方というのを説

明を若干聞いたときに、大ごとにならないなという思いで若干そのときは安堵をしました。 

 しかし、あのようなことが、たびたび起こってるということになったとき、私どものこの対馬

と韓半島との距離を考えたら、とても不安な部分があります。あの場所が、韓半島の地雷源とな

らないように願っておるところであります。 

 １点目の地元企業の会社が減っていく中で対策はという、市として何かないかというお話であ

るわけですが、この流れ、特に、建設協会の対馬支部の会員も半分以下に減っておるという状況

でありますし、商工会の会員数も、２５％ぐらいの減少をしているというふうに、それぞれの支

部長さん、会長さんのほうからも、会うごとに話は聞いておるところであります。 

 これにつきましては、この１０年近くの日本全体の景気の低迷の中で、公共工事に対する考え
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方というものを転換しないと日本が立ち行かないということで、国が転換をされたことでありま

すし、全盛期に比べ、３分の１程度まで落ち込んでおるというふうな状況です。 

 これをもとの状況まで戻すというのは、並大抵のことではないと思いますし、国の抱えてる借

金等を考えたときに、さらに国債を発行し景気対策を打つということを、この２０年近くの物事

の進めてくる中で、この８００兆、９００兆という借金が増えたことを考えて、今その公債費に

国民全員がどうしていこうかというふうな考えに至っているわけですから、なかなかここだけを

ということでお願いをしにくい部分が、大変あるというふうに思っております。 

 しかし、先ほどの北朝鮮問題ではありませんけども、国境としての島のあり方とかいうのを考

えたときに、国土全体の中でこの国境に対しての色をつけていくのを私は国にお願いをしていく

と、もとの姿には戻らないにしても、そういう視点からお願いをしていく必要があるというふう

に常日ごろ考えております。 

 ２点目の地籍調査事業の測量委託に地元７業者だけの入札にできないのかということの御質問

でございますが、本市の場合は、市内業者で受注可能な案件につきましては、原則、市内業者を

優先し発注することとしております。国土調査法等により実施しております地籍調査業務は、長

崎県下では、地籍調査業務共通仕様書第６条において、一筆地調査業務は、地籍主任調査員や地

籍調査管理技術者、または土地家屋調査士の資格を有する者が調査することと決まりがございま

す。 

 平成１８年度の入札では、市内業者の方は、地籍調査のうち測量業務のみの参加にとどまって

おりましたけども、１９年度からは、一筆調査業務に必要な資格を取得され、１９年度に１社、

２０年度に３社、２１年度に６社、２２年度は入札参加登録している市内７業者すべてが、入札

に参加できるようになりました。 

 平成２１年度の発注に当たり、指名審査委員会におきましては、業者指名について検討をいた

しましたが、市内業者の方は、まだ資格を取得したばかりで十分な実績がなく、調査実施に当た

っては細部の指導が必要となり、事業担当が対応に苦慮することが懸念されること、また、

２１年度８件、２２年度には１１件の入札案件があり、市内業者数を超えたことから資格者の人

数などを考慮し、準市内業者も含めた指名が適当であると判断したものであります。 

 なお、指名いたしました市内業者以外の業者につきましては、いずれも、旧町時代から本市内

の地籍調査業務に携わってきた業者であり、十分な実績があるものと判断した次第でございます。 

 市内業者に対しましては、市内業者に限定した入札案件もあることから、地籍調査業務につい

てはその経験を踏まえ、あらゆる角度からの検討を重ねていきたいと考えております。 

 次に、３点目の市民フェリー壱岐・対馬に対して出資の考えはないかという御質問でございま

すが、この種の質問に対して、平成２２年３月定例会において、壱岐・対馬フェリーが提案し、
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壱岐市、対馬市において高速カーフェリーを第三セクターを設立し運航する考えはないかとの質

問が、小宮議員からなされましたが、本市においては、現段階では導入する考えはないとの回答

を行ったところであります。 

 その後の壱岐・対馬カーフェリーの動きですが、平成２２年４月１５日に、同社が主催する高

速カーフェリーの導入説明会が対馬市で開催され、壱岐市及び対馬市からの公的支援は現段階で

は難しいとの判断から、民間による高速カーフェリーの導入に向けての動きとして、小宮議員の

一般質問にある株式会社市民フェリー壱岐・対馬が、６月２４日に法人登記を行い、民間サイド

での導入の可能性について研究されているところであります。 

 本市としましても、市民フェリー壱岐・対馬の動きにつきましては、新聞報道等で知り得る程

度であり、現在、高速カーフェリー導入に向けての頭金４億円については、民間から一口

１００万円で４９人の方が出資を行っていると聞いております。 

 小宮議員の質問の中にある出資者４９人を募集しているがというお話でございますが、市民フ

ェリーでは、会社法人と言っても、限りなくＮＰＯ的な組織を目指していることから、出資法人

５０人未満の４９人の出資者を確保していると聞いております。 

 なお、出資者による頭金の残額については、社債として調達するという計画を予定されている

とのことであり、残金の３６億円については、鉄道・運輸機構の船舶共有船建造制度での融資を

考えていらっしゃるようであります。 

 その後、九州郵船株式会社が、高速カーフェリーを１隻引き受けるなら、それを条件に融資し

てもよいという大口融資者が登場したことから、７０メートル級トリマラン２隻を同時発注し、

壱岐・対馬フェリー株式会社と九州郵船に各１隻を市民フェリー壱岐・対馬から用船する案を九

州郵船株式会社へ申し入れを行いましたが、この申し入れについては協議が整うことがなかった

ため、株式会社市民フェリー壱岐・対馬は、１隻体制での導入で進めることを現在表明されてお

られます。私自身は、現在このような動きだというふうにとらえているところであります。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  じゃ、先に、この入札制度の分からやりたいと思いますが、先

ほどの説明ですと、答弁ですと、島内の業者に発注をする場合に、物件数が多くて業務に支障を

来す部分があると、発生する可能性があるということですが、実際に今の段階において、そうい

う支障が出たんでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  支障を来すとは申しておりませんけども、また、そういうことがあった

のかと言われると、それはあってはおりません。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 
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○議員（１０番 小宮 教義君）  あってないわけですよね。実際にそれがあったならば、それは

問題点としてとらえるべきでございましょうが、実際に発生してないし、私は業界から聞く話に

よると、そういうことは一切ないという話もお聞きしております。 

 で、お尋ねしますがね、私、当初、前回の答弁も踏まえてというお話ししましたが、前回、こ

のような答弁をされておられるんですよ。これは、副市長、大浦さんですね、私がこのときに、

なぜ、対馬５業者だけでさせないのかと、そういうときに、副市長は、対馬は６ブロックあるん

だと、そして、仮にその全部とった場合には、一つの業者が２つ重なることがあるんだと、こう

いうふうに言っておられました。 

 いいですか、こういうふうなくだりなんですけど、これはね、２１年３月、もう大分たった分

ですよ。「島内の５つの業者が可能であれば、例えば、一つの業者が２つの現場管理ができるよ

うな状況であれば、そのことも可能だと思っていますから、そこら辺について可能な限り、その

現場管理人等の資格の数等を含めて様子を見ながら検討してみたい」というふうな答弁をされて

おられますよ。 

 このとき、支障になったのが、５業者だけだからということだけども、今回は既に７業者にな

っておるわけですから、十分可能じゃないんですか、どうなんですか。これは、大浦副市長かな。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  先ほど市長のほうが説明しましたように、一筆調査につきましては、

地籍主任調査員、それから、地籍調査管理技術者、家屋調査士も含めるんですけども、そういう

方がぜひとも必要ですから、今７業者の方が、それぞれ資格を持ってありますけども、先ほど言

いましたその資格を２人以上持ってある会社は５業者いらっしゃいます。 

 それからすると、５業者が２つ以上落札することは可能ですけども、先ほどから市長が答弁し

ましたように、これは、国土調査というのは、原則、繰り越しができない事業でありますから、

年度内に完成ができるようなそういう経験をたくさん経験をしてもらって、事務がスムーズにい

くようなことをするのも、行政の指導かなというふうに思っております。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  ３つの資格を持っているのは、５業者だけということですよね、

ですね。しかし、その仕事の内容によっては、それぞればらばらになるわけですよね。委託の内

容によっては。今、この資料ここにあるんですが、これは、今年度行われた分ですよ、これには

ね、地元７業者入れて、ほか５業者、１２業者でやっとるんですよ。１２業者で、これでも、地

元７業者だけでもできるから入れてあるんでしょ。７業者でできるわけだから。先ほどのその

６ブロック分かれたとしても、７業者が入っとるんだから十分カバーできるんじゃないんですか。

その辺はどうなんですか。 
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○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  ことしは、さっき答弁しましたように、１１ブロックに分けておるん

です。ですから、その中で、地元業者が７業者参加をされてる。もちろん７業者がそれぞれ落札

されたんです。市内の業者が、どこにも参加をしてないということじゃありませんから、少なく

とも１ブロックは、それぞれの市内の業者で調査をされてあるということですから御理解をして

もらいたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  この指名というのは、仕事ができるから指名を出すんですよね。

極端に言うと、１１ブロックあっても、先ほど申しましたが、支障が出てれば別ですよ、今まで

にいろいろと、でも支障は出てないんだから、例えば、この入札一つとっても、全部で１２業者

います。この中で、７業者だけでもできるわけですから、できるんですよね。１１ブロック分か

れたとしても、できないんですかね。１１ブロックで７業者では。 

 例えば、その内容によっては違うけども、例えば、このような平成２２年７月の６日にやって

る分については、できるんじゃないんですか。できるから指名出しとるんでしょ。その辺はどう

なんですか。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  先ほどから何遍も言ってますけども、７業者は、そのうちの２業者に

ついては、そういう資格者が一人しかおりませんから、当然１工区しかできない。で、あとの

５業者については、２人以上の資格がありますから、少なくとも２工区以上は可能なんです。だ

から、当然そこに指名をしておりますから、その方が可能であれば、自分たちで仕事ができると

いうことであれば、当然２カ所以上の仕事はされるんですから、それを指名から外したというこ

とじゃない。準市内の業者も入れた入札をしたということです。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  この指名願というのは、指名競争入札というのは、これは、法

律で決まってやっとるわけですよね。地方自治法によるこの入札をやっとるわけですよ。この地

方自治法の中で、こういうふうな法律の中でやっとるんですよ。これは、契約等に関するもんで

すけどね、なぜこの指名入札ができるのかと、一般的にはできないんですが、しかしできるのは、

３つのパターンがあるんですよ。 

 これは、地方自治法施行令の１６７条なんですけどね、１号から３号あるけどこの１号の適用

なんですよ。工事または製造の請負、物件の売買その他の契約でその性質または目的が一般競争

入札に適してないものについては、指名競争入札でいいんでということになっとるんですよ。こ

れによって指名競争入札されておるんですかね、どうなんですか。 
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○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  委託については、基本的に指名でやってますから、今小宮議員が言わ

れたように、それにのっとって指名で入札を行っています。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  この中に、「性質または目的」というのがあるんですよ。これ

によって指名の業者を決めることができるんですよね、性質または目的。この性質というのは、

ここは対馬ですから、各地方自治体状況違うけども、対馬である場合は、対馬という離島がその

性質を帯びておるわけなんですよ。その性質をですね。そうすると、この離島で仕事を出す場合

には、これに値するわけですよ。極端に言うと、向こうから来とって、そのような業者はこの性

質の、または目的の中に入らないんですよ。とらえ方ですけどね。その辺はどうなんですか。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  指名基準というのは、対馬市が指名をする基準ですから、対馬市の指

名基準に基づいて指名をいたしております。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  うん、その上にこういうふうな自治法があるわけですよ。それ

は時間がないからあれですがね、先ほど、これはね、２２年７月６日の入札の一覧表ですよ。こ

れは、業務場所がばらばら入っておる分なんですけどね。 

 この中でもですよ、先ほど言われた２つ以上とれる業者もおるわけですから、ならば、極端に

言うとよ、１２業者あるけれども、７業者だけでもできるんですから、できるから入れとるんで

しょ。その辺はどうなんですか、７業者だけでできないならば１２業者入れてもいいけども、

７業者だけでもできるんでしょ、事業としては。指名に入れとるんだから、１２業者。１２業者

の中に７業者だけでもできるんじゃないんですかと言っとるんですよ、ほかのを外すことはでき

ないのかと言ってるんですが、その辺はどうなんですか。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  先ほどから何度も繰り返しますけども、この国土調査というのは、地

籍調査というのは、繰り越しができない事業なんです。ですから、万全を期して、こちらはその

仕事をしてもらうということからして、市内の業者に加えて、今まで旧町時代から実績のある地

籍調査専門の業者を参加をさせて万全を期した調査をやりたいということで、準市内の業者、対

馬に支店、出張所を持っている業者を指名をして万全を期しているということですから、御理解

をしてもらいたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  その万全を期してまで、そういう問題じゃないと思いますよ。
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何かの理由でやはり１２業者、ほかの業者も入れなければいけないんでしょうから、万全を期す

必要はないじゃないですか。非常に理解できません。（発言する者あり）注意を、注意を与えて

ください。 

○議長（作元 義文君）  静かにしてください。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  では、次に、地元企業の分についてに行きますが、ここに、こ

の団体から、以前陳情が出ておるんですよね。社団法人長崎県建設業協会対馬支部、それと、対

馬建設業協同組合、ここから、２１年２月の２３日に請願が出てます。この請願が委員会付託に

なって、２１年の３月２４日に、市長あてに意見書を出しておるんですよ。 

 この意見書は、その中には、この業界が、指名は島内本社の指名だけでお願いしますというこ

とを意見書を採択して市長のほうに意見書を提出しておるわけですが、この業者の中には、この

協会の業者の中には、島外の、ここに本社を持たない企業もおるんですよ。何業者か入っておる

んですよね。その方が、指名から島内の本社のみにしてくれということを言っとるんですから、

この意見書を出しておるんですよ。その分の処置はどういうふうにされたんですか。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  前回、小宮議員からそういう質問がありました。その後、指名基準と

いうか、入札の基準を特に準市内の業者については、地域要件を厳しくいたしております。厳し

く、逆ですね、今までは対馬に出張所、営業所をつくってから１０年以上、もしくは８人以上の

雇用をしている業者ということで地域要件に上げておりました。それを両方、１０年以上、そし

て、８人以上の雇用をしないと一般競争には加入されませんよということで地域要件を変えまし

た。その後。そのことによって、準市内の業者が参加できなくなった部分がありますけども、そ

の後、その業者につきましては、従業員の確保をされて、今はその両方の要件を満たされて今一

般競争の入札に参加をされております。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  いや、私の言っとるのはまた違うんですが、この業界には、先

ほど申しましたように、島外の業者が３業者入っとるんですよ。この協会とかそういう支部には

ですね。その業者がみずからですよ、みずから、この対馬島内の業者のために外してくれと言っ

とるんですから、みずから言いよるんですよ、外してくれと、外してやるべきじゃないんですか。

業者が言っておるんですから、対馬の業者のために島外の業者が、ちゃっと外してやれば済むこ

とじゃないんですか。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  そのことは、以前、同じ質問に市長が答えたじゃないですか。長い間

対馬で仕事をされてあって、準市内かもしれませんけども、長い間対馬に貢献をされた業者です
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から、そういう要件を整えれば、うちは一般競争の地域要件に入れてちゃんと指名をしますよと、

そのことは、以前の質問の中で市長が答弁をしていると思ってます。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  その指名要件の話をしよるんじゃないんですよ。何年、何十年

という話じゃなくて、この請願を出された組合の中に、島外から来ておる業者がおるんですよ。

そこで皆さんで決めて、対馬の仕事は対馬の業者だけでさせてくれと、自分たちは外してくれと

いうことをお願いしよるんですよ、この請願は、だから、外してやればいいんじゃないんですか。

わかりませんかね、言いよることが。 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。 

○副市長（大浦 義光君）  昨年の７月７日に陳情が、うちにあったんです。それを見ますと、島

内本社並びに長崎県に準じた受任営業所の指名をお願いしますという陳情が、うちにあった。

（「それはいつですか」と呼ぶ者あり）２１年の７月７日です。（「７月７日」と呼ぶ者あり）

７月７日。（「だったら、その前の分ですよね、そんなら」と呼ぶ者あり） 

○議員（１０番 小宮 教義君）  この決議をしとるのは、再度申しますが、去年の３月の２４日

に意見書を出しておるんですよ、だから、難しいことじゃないじゃないですか。これ、先に出と

るんですから、こちらが優先するわけですが、その業者自身が対馬の業者のためを思って、対馬

の仕事は対馬でしてくださいよと、自分たちは辞退しますからそういうふうにしてくださいよと、

外してくださいよというお願いなんですよ。指名は、本社におるものとするというのはですね。

だから、そのまましてやればいい、意見書どおりに、簡単なもんじゃないですか、できないんで

すか、それは。言いよることがわかりませんかね。（発言する者あり）２１年の３月２４日の総

務委員会で意見書を出してますよ。（発言する者あり） 

○議長（作元 義文君）  副市長、大浦義光君。（「注意を」と呼ぶ者あり）静かにしてください。

（「私が質問しよるんやから注意してくださいよ、よくわかるように注意してやらんにゃ」と呼

ぶ者あり）質問者は、小宮教義君です。（笑声） 

○副市長（大浦 義光君）  繰り返しになりますけども、我々のところにそういう陳情が来てます。

議会で意見書を提出されたのと、これが時間的にはずれがあるかもしれませんけども、陳情がこ

ういうことであってますから、今までどおりの一般競争入札の地域要件は変えないつもりでおり

ます。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  わかりました。業界もあれですな、しかし、じゃ、この３番目

の、あと７分ありますが、新規企業育成についてなんですが、今の市長さんの答弁ですと、民間

で出資をするんだから、ちょっと出資のほうは考えてないと、もう１回、その辺の答弁をしても
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らえませんか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私どもが会社から聞いてる話は、４９人の出資を仰ぎますね。この

４９人については充足しましたというお話を聞いているところです。あと残りについては、社債

等を考えてるんですよという話です。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  例えばですよ、４９人決まっておろうかと思うんですが、例え

ば、その残りの分を社債とかなんかの発行されるんですが、そういうふうな、もし発行されると

すれば、市としてはどういうふうな対応をされますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  現時点において、このトリマランの話につきましては、津軽海峡等での

実績等がありますですね。１年１カ月、また別の船は、６カ月で中止になったというふうな話も

聞いております。そういう中で、トリマランがこの対馬において、本当に運航ができるのかどう

かとかいうことも十分に研究をしないといけないかなというふうに思ってます。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  先ほど津軽海峡の分が出てきましたよね。これは、トリマラン

じゃないんですよ。あれは二そう船なんですよ、（発言する者あり）うんうん、構造が全く違う

んですよ。北海道の分は二そう船で、今回は三胴船なんですよ。だから、非常に安定性があるわ

けですよ、と思われるわけですね。 

 では、北海道の例は別にして、こういうふうな形で、もし就航するという形になれば、市とし

ては今後検討していくことになるんですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  安全性が確保され、それから、３６億の部分について、鉄道・建設運輸

機構でしたか、そちらのほうの共有船方式で物事が進んでいくというふうなことになれば、それ

は市民の足の確保のことですから、今おっしゃられるようなことも起こってくるかなとは思いま

す。現時点において、私どもが聞いておりますその鉄道・運輸機構、そちらの方につきましては、

すごくこの三胴船方式については、懐疑的な考え方をお持ちであります。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  これが軌道に乗れば、実現してそういうふうな形になれば、社

債の出資のほうも考えていくというふうな考えでよろしゅうございますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今現在も、今走ってる会社等にも、市が持ち株を持ってる状況が確かに
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ございます。それを考えますと、それが運航していくというときに、第三者割り当てとかいろん

なことが出てきたときには、そういうことは十分にできるというふうには思います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  これが、実現をしていくということでもし実現すれば、そうい

うふうな社債の出資のほうも十分考えていただきたいと思います。 

 というのは、実際に九州郵船にも出資もしておられますし、３００万程度ですけどね、実際に

出資は可能なわけですからその分で、これは壱岐と対馬、そして博多を結ぶ高速カーフェリーで

すから、特にこの水産業をはじめ、観光産業もそうですが、非常に大きいメリットがございます

んで、これが、実現をするというふうな段階に及んで、こういうふうな出資ができるとなれば、

ぜひ、市としても出資をお願いしたいと思います。 

 あと２分ございますが、特に、今までこの市が行った企業の支援がございます。新規ビジネス

支援事業ですか、これについては、９月の定例議会で委員長の報告がございました。新規ビジネ

ス支援事業の調査をされましたが、これについては、１件当たり約１５０万の出資をされとるん

ですよね。そして、１２件調べてみたら、それに使った補助金が、約１,６７５万１,０００円、

この報告の中には、ほとんどの事業が補助金の事業に沿ってないという報告がございました。 

 このような、いや、首をかしげるんじゃなくて、そういう報告がされたんですよ。委員長が、

９月の定例議会で、ほとんどの事業が、補助事業に沿ってないというふうな報告をされました。

皆さんが承諾したわけですから、こういうふうなものに使うよりも、中にはいいのがあるかもし

れませんがね、今後、使うよりも、やはりその高速カーフェリーとか、そういうもののほうに、

実があるもののほうに出資をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  以上で小宮教義君の一般質問は終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（作元 義文君）  再開を２時から行います。 

午後１時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  近未来研究会の小田でございます。本日、最後の質問者となりま

したが、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、通告に従いまして、早速質問に入らさせていただきます。 
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 まず１点、対馬市市営住宅管理運営についてお尋ねをします。 

 対馬市市営住宅管理条例によりますと、市営住宅が５５団地の９５０戸数、改良住宅が３棟の

５２戸数、そのほか、対馬市引揚者住宅条例による引揚者住宅が１０戸数、そして、対馬市定住

促進住宅条例によります定住促進住宅が７棟の１６戸数となっており、対馬市が管理する住宅の

戸数を合計しますと１,０２８戸となり、もし空き部屋がなければ、１,０２８世帯と表現しても

よいかと思います。 

 １０月末の住民基本台帳によりますと、峰町の世帯数が１,０４１世帯で、対馬市が管理する

住宅戸数とほぼ同数であります。 

 住まいを求める対馬市民にとりましては、住宅不足の解消及び定住化の促進等、居住環境づく

りに大いに役立っていることは言うまでもありません。 

 また、場合によっては、公務員さえ難しいとされる今日の住宅ローンの貸し渋り、そして、長

いトンネルの中で出口が見えない経済不況が物語るように、新築住宅が、年々激減していること

はだれもが認めるところであります。 

 対馬市におきましても、財政状況が厳しい中で、新しい住宅を確保することは困難と推測する

わけであります。よって、既存の住宅の管理そのものが、対馬市民の安住の地となりますので一

層の御努力をお願いするところであります。 

 第１の質問は、入居者が退去後、次の公募まで最短で何日を要したか、また最長で何日を要し

たかをお尋ねいたします。 

 次に、平成１０年に国土交通省が、原状回復のガイドラインを示しています。このガイドライ

ンは、民間賃貸住宅を想定して示されたものでありますが、賃貸住宅は、貸す側と借りる側の双

方の合意に基づいて行われるものですが、退去時において貸した側と借りた側のどちらかの負担

で原状回復を行うことについて、トラブルが発生することがあります。 

 こうしたトラブルの未然防止のため、裁判例及び取引の実務等を考慮の上、原状回復の費用負

担のあり方について取りまとめたものであります。法律ではないため、絶対に守らなければなら

ないという性格のものではありませんが、平成１６年２月には、裁判事例の追加などの改訂を行

っています。よって、賃貸契約も、ガイドラインに沿った形で現在は行われているようでありま

す。 

 この国土交通省のガイドラインのポイントは、原状回復は、入居者が借りた当時の状態に戻す

ことではないことを明確化いたしました。つまり、経年変化、自然劣化等、通常の使用による損

耗等の修繕費用は、毎月の家賃に含まれているものとしたのであります。 

 よって、敷金の使い道は、もしも月々の家賃を滞納して支払えない場合に預けておく担保金、

それから、入居者が、故意・過失・善管注意義務違反その他の通常の使用を超えるような使用に
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よる損耗、毀損による修繕費用として余分に預けておくものとなっております。 

 ここで通常使用とはどういうものかと申しますと、国土交通省が、さらに具体的に示しており

ます。貸主の負担となるもの、市営住宅ですから、対馬市の負担となるもの、畳の表返し、裏返

し、特に破損等はしていないが、次の入居者確保のため行うもの、フローリングワックスがけ、

家具の設置による床、カーペットのへこみ、設置跡、畳の変色、フローリングの色落ち（日照、

建物構造欠陥による雨漏りなどで発生したもの）、テレビ・冷蔵庫等の後部やけ（いわゆる電気

やけ）、壁に張ったポスターや絵画の跡、エアコン、これは、入居者がエアコンを設置する場合

でございますけど、エアコン設置による壁のビス穴跡、クロスの変色、あと、網戸の張りかえと

か、地震で破損したガラスとか、いろいろあります。 

 それから、入居者が負担すべきもの、飲み物等をこぼしたことによるカーペットのしみ、カビ、

引っ越し作業で生じたひっかけきず、フローリングの色落ち、これは、借り主の不注意で雨が吹

き込んでそれが色落ちしたという、それから、キャスターつきのいす等によるフローリングのき

ず、へこみ、台所の油汚れ、クーラーが水漏れし、借り主が放置したため壁が腐食、クリーニン

グをしても落ちないたばこ、線香等のやにで張りかえが必要な場合、天井に直接つけた照明器具

の跡、飼育ペットによる柱等のきずというようなふうになっております。 

 次に、消費者契約法との関係についてお尋ねします。 

 この法律は、消費者と事業者との間に存在する契約の締結、取引に関する構造的な「情報の質

及び量並びに交渉力の格差」に着目し、消費者に自己の責任を求めることが適切でない場合のう

ち、契約締結過程及び契約条項に関して、消費者が契約の全部または一部の効力を否定すること

ができることにより、消費者契約に関するトラブルの公正かつ円滑な解決を図ることを目的とし

て、平成１３年４月１日に施行された法律であります。 

 特に、「消費者契約法」第１０条の関係についてお尋ねします。「消費者契約法」第１０条を

読んでみますと、見出しが、「消費者の利益を一方的に害する条項の無効」、「民法、商法その

他の法律の公の秩序に関しない規定の適用による場合に比し、消費者の権利を制限し、または消

費者を義務の加重する消費者契約の条項であって、民法第１条第２項に規定する基本原則に反し

て消費者の利益を一方的に害するものは、無効とする」という条文であります。 

 居住用の賃貸借契約において、借り主は当然消費者に当たり、家主は個人法人を問わず事業者

とされ消費者契約法の対象となります。たとえ契約自由の原則で約定した場合でも、同法の強制

法規に抵触する内容であれば、賃借人の利益を一方的に害する不利な約定として無効という判断

がなされるわけでございます。 

 民間の賃貸借契約では、契約書そのものが既に印刷されていて、借りる側が不利な条件が示さ

れています。国土交通省のガイドラインを逸脱するような契約書になっていますが、両者、納得
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の上押印していても、消費者契約法に触れれば当然に賃貸契約書そのものが無効となるわけであ

ります。 

 対馬市営住宅の賃貸借契約書は契約書ではなく請書となっており、消費者契約法に抵触する条

項は一つもありませんが、さきにも申し述べましたように、国土交通省のガイドラインに抵触す

るおそれのある軽微な修繕と申しますか、家賃も民間のアパート等比較した場合、安く設定され

ているようでありますので、畳の表替えは退去者が負担しているということでありますが、今ま

でに退去者と何らトラブルはなかったか、お尋ねします。 

 それから、「対馬市住宅管理条例施行規則」第１３条第２項では、条例第１８条第３項ただし

書きの規定により、修繕に要する費用を敷金から控除したときは点々点とありますが、条例第

１８条第３項のただし書きには、「修繕」という語句は出てまいりませんけど、「損害賠償金」

という言葉がありますが、修繕はこの損害賠償金を指すのかどうか、お尋ねをします。 

 次に、ＬＥＤ照明の導入について御質問させていただきます。 

 今から１２０年前の１８９０年に、日本で初めて一般発熱電球を実用化した東芝は、ことしに

製造を中止いたしました。そして、２００９年３月に一般発熱電球にかわるＬＥＤ電球を販売を

いたしました。 

 このＬＥＤは、２０年以上の間、赤色と緑色しかなかったわけでありますが、世界でも注目を

集めました日亜化学に勤務されていました中村修二氏が、青色発光ダイオードを発明したため色

の三原色がそろい、１,６００万色が可能となったところであります。以来、ＬＥＤは照明器具

はもちろんのこと、テレビ、ＣＤ、ＤＶＤ等あらゆる分野において開発がなされていることは、

御承知のことと思います。 

 私は、対馬市が電気代をどのぐらい支払っているか想像もできなかったため、対馬市の２１年

度決算額を調査いたしました。決算書には、１１節の需用費のうち、光熱水費は説明欄に金額が

示されていますが、光熱水費のうち電気代を調査するに当たり、関係部署には御協力賜り資料の

提出もいただきまして、この場をかりまして厚くお礼申し上げます。聞くところによりますと、

対馬市も一部、ＬＥＤ照明を既に使用しているとのことであります。 

 それでは、対馬市が支払った２１年度分の電気代を資料に基づき説明させていただきます。 

 ２１年度の決算額でありますけど、一般会計は、款項目節の款別に調査をいたしました。それ

から、特別会計については、会計ごとに調査をいたしました。２１年度の一般会計の電気代の総

額が、２億８,４７２万８,１７５円、２、８、４、７、２、８、１、７、５円となっております。

それから、特別会計が６,９９９万２２０円、６、９、９、９、０、２、２、０、一般会計、特

別会計を合計いたしますと、３億５,４７１万８,３９５円、３、５、４、７、１、８、３、９、

５円となっております。もちろん、電気代の中には、照明以外に動力、あるいは事務所等には、
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パソコン、クーラー、コピー機、また冷暖房などがあることは言うまでもありません。 

 一般会計の中に、突出しておるのは４款の衛生費、約１億５００万、これは、いわゆる対馬ク

リーンセンター、し尿処理センター、あるいは斎場等があるからだと思っております。特会につ

きましては、約７,０００万のうち、簡易水道特別会計が４,３５０万、それから、水道事業が

１,３００万、これは、照明はほとんどないと聞いております。いわゆる浄水場とか、ああいう

エンジンによる電気代だと聞いております。 

 それから、ある部署ごとに調査もいたしました。まず、教育委員会関係で、小学校、中学校、

幼稚園の調査をさせていただきました。２１年度小学校の電気代の決算額が、２７校だと思いま

すけど、２,４５３万６,５５７円、２、４、５、３、６、５、５、７円、月平均、約２００万で

ございます。それから、中学校が１９校の１,８８８万３,５１５円、月平均１５７万ぐらいとな

っております。それから、幼稚園につきましては５園でございますので１１１万２,３１２円、

これを合計いたしますと、４,４５４万１,３８４円、月平均、約３７０万となっております。 

 それから、消防署関係も調査をさせていただきました。本署を含む５出張所、２１年度決算で

４１９万８,９８４円、月平均、約３５万でございますけど、その２分の１は、本署の２４９万

となっております。それと、消防団関係も調査をさせていただきました。約、対馬全島で格納庫

が１３０庫ございます。格納庫だけと、それから詰所兼格納庫とありますけど、ほとんど照明代

だと思います。消防団関係が、２１年度決算が３３８万９,５９２円。 

 それに、最後に、美津島町の防犯灯の電気代も調査をさせていただきました。美津島で約

１,０４０個ございます。これ、自動点滅機付きだそうでございますけど、１カ月に４５万円、

年間で５４０万になっております。それから、１回取り替えるごとに、これは業者と随契をして

いるそうでございますけど、４,０００円を支払っているということでございます。 

 なお、今使っている蛍光灯は、セットで５,２００円、ＬＥＤはセットで１万２,０００円と聞

いております。１０月の一般会計決算委員会で、総務課長答弁で、対馬全島で街路灯が４,６００カ

所とお聞きしました。これを美津島町の試算で置き換えましたところ、２１年度の対馬市全体の

防犯灯の電気代が約２,０００万ぐらいだと、私は推計いたしました。金額がわかれば、後で教

えていただきたいと思います。 

 ちなみに、私なりにこんな比較もしてみました。２１年度の対馬市の消費電力の決算額は、約

３億５,５００万円でありますので、この数値を一般家庭の消費電力を１カ月に１万円、ちょっ

と低いかもしれませんけど年間１２万円と想定し、対馬市が何世帯分支払ったことになるかを計

算してみました。すると、約２,９６０世帯分の電気代を支払ったことになります。 

 １０月末の対馬市の住民基本台帳の世帯数では、峰町が１,０４１世帯、上対馬町の世帯数が

１,９４０世帯の合わせて２,９８１世帯となり、２つの町の電気代を対馬市は毎年支払っている
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ことになるわけであります。 

 また、２１年度一般会計歳入歳出決算書によりますと、一般会計の歳入総額が約３２８億

８,６００万円のうち、歳入の多い順に申し上げますと、地方交付税が約２分の１の約１６２億

３,９００万円、率にして４９.４％、次に、国庫支出金が約４７億８,８００万円、１４.６％、

次に、市債、借入金が４１億１,８００万円、１２.５％、そして、国は財源を国から地方へとい

うことで所得税の税率を引き下げ、住民税の税率を引き上げたにもかかわらず、市の税収は、歳

入総額の１割にも満たない８.６％の約２３億３,３００万となっています。 

 ちなみに、平成２２年度の一般会計当初予算で、普通建設事業費が約２６億６,７００万円で、

うち一般財源の持ち出しが約２億４,０００万円となっています。言い換えれば、一般財源２億

４,０００万で２６億、２７億の事業ができるということになります。予算に反映されなかった

事業の中には、国庫補助金は確保できる、あるいは起債も十分にあるのに、これ以上一般財源は

持ち出せないということで、やむなくあきらめた事業もあったのではないかと推察するわけであ

ります。 

 とにかく、自主財源が期待できない対馬市の財政状況でありますので、一般財源をどれだけ確

保できるかが大きな課題だと思います。公共事業は、今や費用対効果が重要視されています。対

馬市が支払った２１年度の電気代約３億５,５００万のうち、照明に費やした電気代は、神のみ

ぞ知るところであります。ＬＥＤ導入後の二、三カ月後には、費用対効果が電気代として示され

ます。 

 ＬＥＤは、ＣＯ２を５０％から８０％削減可能とされ、紫外線がほとんど出ないので虫も集ま

らない。赤外線で植物を傷める心配もほとんどない。そして、水銀を含んでいないので環境に優

しい省エネを実現し、長寿命、少ない消費電力のＬＥＤ導入こそ、環境王国「対馬市」にとって

一大プロジェクト事業と私なりに位置づけ、市長がどういう考えをお持ちであるか、あえて質問

をさせていただきましたので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  市長答弁の前に、今配付しております一般通告書の中で、「３番」を

「６番」と書いておりますので訂正をしてください。小田君は、６番じゃなくて３番ですから、

私も、小田君のほうを見て言えばよかったんですが、これを見ましたので。 

 市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  小田議員の質問に答えさせていただきます。 

 １点目の市営住宅の関連でございます。若干長うなりますが、お許しください。 

 対馬市の公営住宅において、入居者が退去された後、次の入居者に対し公営住宅を賃貸住宅と

して適正な状態にしておく責務があり、次の入居者が使用に適する状態に維持するため修繕の義

務を負うことになります。 
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 そこで、退去した入居者と私ども市において双方が、退去後の立ち会いをして修理する区分が

定められておりますので、それに従って修理を行いますが、老朽化した公営住宅の場合、修理の

程度により修繕費がかさむこともあり、修理期間にはばらつきが出ております。 

 お尋ねの最短、もしくは最長で何日ぐらい要したんだという御質問でしたが、最短で２２日、

最長で１,４９１日でございます。この日数を要した例としては、退去された入居者に修繕を依

頼しておりましたが修繕の進展がない状況が続き、その後、その方の身体的な病気ということが

わかり、関係部署と協議を重ねた結果、入居者の代理人により修繕を終えたということで、その

ようなことで、不測の日数を要したということがございます。 

 また、２点目の国交省が示しておりますガイドラインの関係でございますが、国交省が出して

いる原状回復をめぐるトラブルとガイドラインの、このガイドラインは、民間賃貸住宅の退去時

における原状回復をめぐるトラブルの未然防止のための賃貸借に双方があらかじめ理解しておく

べき一般的なルールを示しておられると聞いております。もう議員御存じのように、ガイドライ

ンは法律ではございませんので、公営住宅法や対馬市の住宅管理条例が優先をされることとなり

ます。 

 ３点目の消費者契約法との兼ね合いでございます。この同法第１０条において、消費者の権利

を制限し、または消費者の義務を加重する消費者契約の条項であって、信義誠実の原則に反して

消費者の利益を一方的に害するものは無効となるとうたっておられます。 

 公営住宅は、住民の福祉を増進する目的を持って供給をされる施設であり公共の資産であるた

め良好に維持させることは、その趣旨、目的から見て言うまでもございません。このため、事業

主体に対しましては、公営住宅の管理を適正かつ合理的に行うよう義務づけられているとともに、

入居者に対しては、この公営住宅について必要な注意を払い、これらを正常な状態において維持

するよう義務づけ、修繕等の負担区分を明確に入居前立ち会い時に説明を行っておりますので、

信義誠実の原則に反し消費者の利益を一方的に害するものではないというふうに考えております。 

 ４点目の部分ですが、入居者に対しては、公営住宅等について必要な注意を払い、これを正常

な状態において維持するよう義務づけを課したものであり、入居者がこれに違反したときは、債

務不履行による損害賠償責任を負うこととなります。そのため、条例第１８条第３項のただし書

きに、「修繕」という文言は確かにございませんが、損害賠償金に含まれることとなりますので、

この「損害賠償金」を指しております。 

 次に、ＬＥＤの導入予定についてでございますが、このことにつきましては、昨年度から検討

を進めておるところです。ＬＥＤ導入による利点に対しましては、もう議員も、先ほどるる説明

がありましたので簡単にしたいと思いますが、従来の照明器具に比べて消費電力が少ないこと、

そして、光源寿命が長く取り替え手間が少なくて済むということが挙げられます。 
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 しかし、ＬＥＤの導入につきましては、検討の余地がございます。それは、ＬＥＤの製品規格

が各社統一化されておらず、また、価格についても、普及が進んでいないため大変高額な状況で

ございます。このようなことから、早急にすべての施設を対象としたＬＥＤ照明の設置は難しい

とも考えられます。そのような状況を判断し、従来の照明設備より技術面や価格面ですぐれてい

る、特に防犯灯のＬＥＤ化から取り組みを進めるべく、既に破損などによる器材更新時に、ＬＥ

Ｄ化を行っているとこでございます。 

 また、本定例会における一般会計予算補正にて、ＬＥＤ防犯灯５０灯分の予算を計上させてい

ただいておりますが、過疎計画や環境実践モデル都市事業計画においても、環境施策推進の一環

として防犯灯のＬＥＤ化を掲げており、年次的な取り組みは進めていく考えを持っております。 

 なお、今後、ＬＥＤ照明設備の統一規格製品の普及状況や開発の状況に応じ、広くこのＬＥＤ

の設置推進を図っていく考えでございます。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  次の公募まで最短で２２日、そして、最長で１,４９１日と言わ

れましたですね。その後、約１カ月かかるわけですよね。公募期間が約３週間、それから、公募

を締め切って反社会的人間はいないか警察に聞いて、そして、募集を締め切ってくじ引きという

ことで、１,４９１日と言うと約４年ですよね。 

 その前に、今言いましたように、条例の第１８条で敷金から取っていいようになっておるわけ

でございますので、修繕費用はですね、修繕費用を返してから修理をしてくださいということに

しているんじゃないでしょうか。どうですか、そこんところは。敷金を還付する前に修繕をすれ

ばわかるんですけど、あなたは、３カ月分敷金を払いました。割り増し賃金もありません。損害

賠償金もありません。よって、３カ月分そのまま返しますよと、返した後、畳の表替え等を請求

しているんじゃないでしょうか、お尋ねします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  その敷金の返還の時期の問題等については、ちょっと私も、そこはわか

りかねる部分があります。ただし、退去される際には、そのときの入居者、その入居者に確認を

それぞれが立ち会って、とってから、そして、そこについては物事がスムーズに進むようにやっ

ているという報告は聞いております。その事務の敷金のどの時点で返還して、そして、事務処理

が次に始まっているんではないかということについては、担当部長のほうから答えさせます。 

○議長（作元 義文君）  建設部長、斉藤正敏君。 

○建設部長（斉藤 正敏君）  ただいまの敷金の返還につきましてでございますが、議員のおっし

ゃられましたとおりに、入居時に３カ月分をいただいておりまして、退去時におきましては、い

ったんその分をお返しをいたしまして、その分も含めまして退去後、退去時のその修理費は、入
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居者にお願いをして修繕をしてもらっておる状況であります。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  全く逆なんですよね。敷金の控除明細書という２１号様式があり

ますけど、これに修繕料も取っていいですよってなっておるわけですから、それから修理箇所を

して、そして返せば、この１,４９１日ですか、もかからないわけですから、今後は敷金を返す

前に居住者のその住宅をよく精査されて、これとこれは敷金からさせていただきますということ

であれば、その空き部屋も少なくなるし、市の収入もそれだけ減るわけではございませんので、

住宅の確保についてさらなる研究をお願いをいたしたいと思います。 

 それから、退去前、５日前に退去届を出しなさいということでございますけど、これも、転勤

族であればわからないでしょうけど、もう１カ月前ぐらいにとってですたい、そして、１２月に

出たいなら１１月末ぐらいまでとって、そして、入居しておるときに募集がされるんじゃないで

しょうか。なるべく空き部屋がないように、住宅の確保に努力をしていただきたいと思います。 

 それから、ＬＥＤ照明につきましては、今徐々に導入をしているということでございますので、

これは、思いつき思いつきじゃなくて、どこか担当部署が契約をつくって、そうしないと蛍光灯

の調達あたりもいろいろ出てくると思いますので、どれだけ節約できるかわかりませんけど、そ

ういう考えは、市長、お持ちでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  一部ちょっと契約という言葉がよくわからない部分があったんですが、

今の方向としては、先ほど申し述べましたように、ＬＥＤの場合、すべての電球といいますか、

それが技術が整っているという状況ではまだないようにも聞いておりますので、今防犯灯の分に

ついては、技術的なものが確立しているというふうに聞いております。 

 そこで、最低でも５カ年のうちにこれはやり替えてしまおうと、で、恐らくこのやり替えにつ

いては、こちらが今試算しておるところでは、九千二百数十万円かかるんではないかというふう

に思っております。で、それをやり替えたとしても、十分に余りある削減額といいますか、電気

料では、というのが見込まれるという試算もしております。先ほど申しますように、防犯灯の分

からまず始めていって、技術が確立次第、物事を進めていくという考えでおります。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  それから、対馬全島の防犯灯の２１年度の推計金額を、私は

２,０００万円ぐらいじゃなかろうかということを申し上げましたけど、もし資料をお持ちであ

れば、お答えを願いたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  確かに４,５００から６００という数字で、防犯灯は設置をされており
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ます。私が、以前聞いた話でも、たしか２,０００万超えて電気代がかかるというふうなことは、

申しわけございません、取り替えも入ってたのかな、（「電気代」と呼ぶ者あり）あっ、電気代

で２,０００万円超えるということを聞いてます。 

○議長（作元 義文君）  政策補佐官、松原敬行君。 

○政策補佐官（松原 敬行君）  それでは、私のほうから説明をいたします。 

 ２１年度で、私どもがとらえておる金額は、１,３５３万５,０００円程度だということでござ

います。 

 特に、この街路灯、防犯灯につきましては、電気の場合、供給約款というが定められておりま

して、定額で決まっております。で、特に、先ほど市長が申し上げましたように、全島で

４,６００云々という数字でございまして、その中に、水銀灯と蛍光灯があります。それによっ

ても単価が違うということになりますので、私どもが計算した中では、今申し上げました

４,６３４本の１,３５３万５,０００円ということになります。よろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  今言われました１,３５３万５,０００円は、全島のいわゆる、ま

とめた防犯灯、それが、若干美津島町の実績からすれば低いんじゃないでしょうかね。私は、

２,０００万ぐらいになると推計をしたんですけど、そういう金額であれば、私の推計が…… 

○議長（作元 義文君）  政策補佐官、松原敬行君。 

○政策補佐官（松原 敬行君）  先ほど議員もおっしゃいましたけども、その電灯代という中で、

どういうとらえ方がされてあるかもわかりませんが、私どもが、今私が１,３００云々と言いま

したのは、防犯灯、街路灯に限っての部分でございます。だから、その２,０００万という部分

につきましてはほかの分の、例えば、公園のあたりの外灯あたりも入っておるかもしれません。

だから、私としては、この信用できる数字だというふうに確信を持っております。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  ＬＥＤも市長が今言われましたようにまだ技術開発の段階で、黒

い煙が出たとかいろいろ報道もあっておりますけど、ネットを見てみますと、メーカー品も、定

価から３割安とかということでございますので、購入方法について、一番ベターは対馬市の業者

から購入して、そして、対馬市の人に仕事をさせるという方法が一番ベターだと思いますけど、

私は、その大量購入、対馬市が大量購入して、メーカー品を、そして、事業者は、対馬市の人で

してもらうという方法があろうかと思いますが、いずれの方法をとったほうがいいか、お考えを

お持ちであれば、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今小田議員がおっしゃられたように、どういうふうな手法で導入すれば
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いいかということを考えておるわけですけども、そういう中でも、いろんなお話も来ます。球自

体は、当然対馬ではできませんからあれですが、すべて対馬の方で設置等をお願いして、今言わ

れるように大量に購入して物事をやっていくと、それが、１灯当たり４万円近くするものが、

１万２,０００円ぐらいでできるとかいう話も聞きます。で、今後、そういういろんな手法があ

ろうかと思いますので、内部で十分に検討をしていきたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  ３番、小田昭人君。 

○議員（３番 小田 昭人君）  時間も、あと６分となりましたので、いずれにせよ、自主財源の

乏しい対馬市でございますので、一般財源をいかに浮かすかということで、私は、このＬＥＤ購

入はその礎になるんじゃなかろうかということで、あえて質問をさせていただきました。 

 それから、昨日の市長の行政報告で、平成２２年９月２９日、長崎県から「環境実践モデル都

市」として選定を受けたということでございますので、これも頭に置かれて、今後ＬＥＤ購入に

つきましては年次計画を立てられ、そして、スムーズに実践できますようお願いを申し上げて、

私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  これで３番、小田昭人君の質問は終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  本日はこれで散会とします。明日も定刻より市政一般質問を行います。 

 なお、休憩を挟んで３時から議員全員協議会を開きますので、全員御出席ください。３時から

始めます。 

午後２時47分散会 

────────────────────────────── 
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○議長（作元 義文君）  おはようございます。 

 報告します。阿比留梅仁君より欠席の届け出があっております。 

 ただいまから議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 
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○議長（作元 義文君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

日程第１．市政一般質問 

 それでは届け出順に発言を許します。１６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  おはようございます。先日からの一般質問は質問者の時間が結

構長い時間をとっておりました。私はその逆をやりまして、明瞭簡単に質問時間を述べたいと思

います。そのかわり市長の答弁が、恐らくきのうの３倍ぐらいになると思います、時間的に。そ

の点ひとつ、今回は市長の考え方を中心に私は勉強しようという思いでございますので、ひとつ

そういう覚悟で一般質問をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 それでは通告に従いまして、市政一般について質問をいたします。 

 今回は、私は対馬の観光産業と将来のこの方向づけについて的を絞り、財部市長への率直な考

え方について伺いたいと存じます。 

 まず、国内からの観光客が流入している中で、このような国内の観光の現状と、そして将来の

誘致の戦略について、どのような具体策を持ってこれから、あるいは今までの取り組みをなされ

てきたのか、このことについて、具体的な市長の答弁を望むものでございます。 

 次に、何といっても韓国の観光客、これは最近におきましては６万を超える数字が具体的に現

れております。この韓国の観光客の現状の分析と、それと今後将来の誘致の戦略をどのように考

えておられるのかお伺いしたいと存じます。 

 最後でありますが、私は今年１０月のうちに上対馬町海栗島において、航空自衛隊第１９警戒

隊の記念式典の出席をした折に、そのときに上対馬の対馬観光物産協会の上対馬支部長様とお会

いする機会がございまして、たまたまそのお話が上のこの経済の低迷、この中でいろいろな角度

でことはしておりましょうが、本人から言わせれば不満であると。もう少し抜本的な対策、そう

いうふうな市政の中で皆様が納得するようなことが、もっと大きく打ち出してほしいというよう

なお言葉がございまして、私はそのときに、１２月の定例会の折に、財部市政の中でこのことに

ついて、今までのこと、今後のことを含めて問いただして、共にどうしたら上の経済が浮揚する

のか、このことを勉強して力になりたいという思いで今回そのことをテーマにいたしました。 

 で、この３点について、簡単ではございますが、私、財部市長の今までなされたことと今後望

むこと、その挑戦することにつきまして、真剣に本日来まして、あなたのお話を中心に聞きまし

て、私なりにわずかでございますが対馬をどうするか、あるいは観光をどうするか、北の経済を

どうするか、このことについてわずかな時間でございますが、この機会をひとつお借りしたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  おはようございます。大浦議員の御質問に答えたいと思います。 
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 ３点ありました。基本的に観光の誘客戦略をどうするのかということ、それから今訪れていた

だいております韓国観光客の将来の方向性といいますか、位置づけ、対馬の観光の中における位

置づけをどうしていくのかということ。それから、最後に、この北部地域における振興策につい

て私の基本的な考えをということでございます。 

 私、この場でも何度か申し上げたことがございます。観光というものが、ただ単に人を呼び込

むだけでは、やはりそれはどこかが欠落した観光ではないかと。で、こちらの受け入れる側の問

題ということが大きな部分があるのではないかと。そういう中において、私は福岡事務所の位置

づけのときに、消費者である、もしくは観光客もある意味消費者と位置づけた場合、その消費者

が何を求めているのかということに対して、こちらがきちんと対応していくことをしないと、観

光というのは成り立たないということを、そういう意味において、福岡事務所の役割というのは、

向こうのほうの動向とか、率直な消費者の考え方というのを、市民の中に、もしくは観光業者の

関連する方々にフィードバックすることが大きな役割の一つだというふうなことはたびたびここ

で申し上げてきた次第です。で、そういう意味で、観光そのものをそのように私は考えておりま

す。それをきちんとしたベースができてつくり上げていくことが大事だと。そうすれば、おのず

とリピーターも増えていき、観光産業というのも生き延びていけるんだというふうに思っていま

す。で、国内のお客様、国外からのお客様、限らずに、これはその受け入れるベースをつくって

いかないといけないというふうな思いがあります。 

 そういう中で、実は観光物産推進本部のほうも、いろんなことを観光に関わる方々に相談をし

てる部分があるんですが、なかなか今までの考え方が変わらないことで大変事務方のほうも口惜

しい思いをしている部分があります。で、行政のほうからこういうふうな方向性でいきたいとい

うふうなことを投げかけても、動かない部分がまだまだあります。そのあたりを私どもは変えて

いってもらえる努力をこちらもしていかないといけない。で、観光に関わる方々もそういう意識

を持って変わっていただかないといけないというふうに思っています。そういう中で観光という

のは成り立つという思いがあります。 

 で、きのうもきょうもそうですが、観光案内人の方がずっとバスに乗って案内をされておりま

す。「やんこも」というグループですかね。で、きのうもお見かけしました。バスの中でずっと

案内されていました。きょうもお客さんを朝誘導をされておられましたけれども、そのようなソ

フトというのを外部といいますか、直接観光には関係のないボランティアの方々が頑張っていた

だきよる中で、直接的な観光に関わる方々も今までの考え方を変えた受け入れのあり方というも

のを真剣に考える時期が来たんじゃないかというふうに私は思います。しっかりとそのあたり、

私ども行政としての誘導もしていきたいというふうに思います。 

 いろんな取り組みを今現在まで市としては観光に関してはしてきております。ところが、それ



- 121 - 

が費用対効果ということで仮に言われた場合、投資した分に対して、じゃあ何人それで直接増え

たかというのの関連性を見出すことは大変難しい部分があります。しかし、投資をしないと人は

来ないだろうということで、韓国のほうにおいても、そして国内においても、しっかりと施策を

打ってきている次第です。特に市としましては、観光物産協会と一体となって、都市圏のエージ

ェント訪問もやっております。モニターツアーも取り組んでおります。そしてエージェントに対

して観光商品をつくっていただくための現地研修等も行っておるところです。そして福岡事務所

を核として、北部九州においては、さまざまなアウトドアショップ、レジャーショップとか、そ

ういうところにもずっと出向いて、対馬の体験ツアー等の商品造成に向かって動いているところ

です。 

 また、この福岡事務所においては、新聞・ラジオ等のマスコミ、この媒体をフルに活用して対

馬の認知度を向上させよう、さらにそのことによって誘客を促進していこうということで、日夜

彼らは頑張ってくれているところです。 

 また、最近よく話を聞きます大型クルーズですね、このあたりのことについても一生懸命取り

組みをしております。で、このクルーズ船については、ナナハン岸壁がどうしても必要というこ

とで、国土交通省の方にもクルーズ船を引っ張り込みたいということも含めて港湾の、昨日も話

しが出ましたけども、重点港湾の選定の問題については、そこも色濃く出しながらお願いをして

きているところです。ところが重点港湾の分については、新たな新規の分は認められないという

ふうな国の大変冷たい決定でありました。私ども対馬は、この大型クルーズに関しましては、外

国船員をほとんど雇って運航をされておられます。で、外国の船員さんの場合、１カ月に１回は

国外に出なければいけない決まりがあるそうです。で、できれば一番近い韓国のほうに１回出る

ことによって、それはこなせると、クリアできると。ならば、同じ船を動かすならば、この対馬

の観光をそこに入れ込むことによって、ただ単に船員を１カ月間、法律の決まりのために運航す

るんではなくて、商品として１回外に出る、そのようなこともお願いをしていこうということで、

ずっと協議を相手方としている状況です。 

 そういう中で、新年度は３隻の入港が一応決まっている部分があります。当然、今の世の中で

すから、そしてインターネットの活用ということで、うちのホームページもしかりですが、福岡

事務所のホームページ、対馬観光物産協会のホームページ、これらも頻繁に更新をかけながら情

報提供に努めているところです。 

 私は先日、大手の旅行会社の役員さんがお見えになった際、ずっと新しい商品の造成について

話をしたんですけども、これから先、国境観光という商品があるんではないかという提案もさせ

ていただいたところです。今まで日本人は海外とかいろんなところに飛ぶ、それ以上に自分の国

土というものをきちんと体感する必要があるんではないかと。新たな商品の方向性として国境観
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光というものを取り入れてほしいというふうなお話もさせていただいたところです。 

 役員さんについても、今の社会情勢等を考えたときに、そのようなものも商品としてできるだ

ろうというふうなこともあります。また、司馬遼太郎の本にもありますように、対馬がまさしく

神々の島というふうな表現がされておりますけども、この神々の島というものを日本人として体

感する最もいいフィールドは、私はこの北部九州の中では対馬だと思います。そういう意味にお

いて、きょうもそうでした。全国の神道連盟の青年部の方が観光といいますか、視察にお見えの

ようにありますけども、この神々の島という日本人のアイデンティティーというものをきちんと

表に出していけるものを商品として全面に押し出していきたいなというふうな思いがあります。 

 そういう意味において、しっかりと観光というものを位置づけながら取り組んでいきたいと思

っておりますし、冒頭言いましたように、この観光の基本的な部分というのを私ども市民、そし

て関連する皆さんが、考え方をこの機会に変えていく努力をお互いしていかなくていけないとい

うふうに思っております。 

 また、韓国観光客の将来というものでございますが、これについては、国内国外全く変わらず

物事はやっていかないといけないというふうに思っています。明らかに近い、そして数の多い、

そこにお客さんがいらっしゃるわけですから、その方たちが、ある意味満足していただけるよう

なものを提供していく必要があろうかと思います。それが対馬の生き延びていく大きな要素だと

いうふうにも思っていますし、歴史を振り返れば、そのようにして生きてきたというふうなこと

であります。 

 これは余談ですが、たまたま今読んでいる本が１５００年代を舞台にした「対馬往還記」とい

う本を読んでおりますが、そのときも宗家がにせの国書で人を玄蘇、外交僧であります玄蘇を送

り込むというふうなことで貿易をしているというふうな場面があります。それは、にせの国使を

使ってでも貿易をしていかないと生き延びていけない対馬の姿だと思いますし、決してうそをす

るつもりはありません、現代ですから。しかし、私どもは韓半島も九州北部もにらみながら生き

延びていくことは、未来永劫変わらないんではないかというふうに思っております。 

 次に、北部の振興策についてお話がございました。確かに近年といいますか、この１０年ぐら

いの間に上県、そして上対馬地域においては、それぞれ１,０００名近くの方が減少していると。

北部２地域で２,０００名近くの方ですね。しかし、これを今すぐに止める方策というのはある

のかといったら、日本の人口減少が始まってから日本全体のなかなか難しい問題だというふうに

思っています。しかし、先ほど言いますような、私どものこの対馬の地勢的な条件を前面に押し

出していけば十分にやれるというふうな思いがありますし、今進めております、この環境を前面

に出しながらやっていく施策というのでも十分に人は入ってくるであろうし、そしてこの北部地

域においては木材という大きな財産も抱えてあります。そして舟志は木材の積み出し港というふ
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うなことで、たしか平成１０年ぐらいに整備を完了していると思いますけれども、そのような舟

志港、比田勝港の中の舟志港も十分に活用しないといけない。舟志という場所は、すごく上県か

らも抜けて利便性の高い港だと思いますし、このあたりも十分に積み出し港として私は使ってい

けるというふうに思っております。 

 で、今までの公共事業というものは、もう皆様御存じのように、以前のような形で復活すると

いうことは、もうあり得ない時代になっているわけで、じゃあどうするかということを私どもは

みんなで考えなければいけないと。で、この２つの活性化センターは、今までいろんな経済対策

を国が打ってきた際に、センターの職員も一生懸命に考えをまとめて出してきてくれています。

最もセンターの中で予算が多いのは、この２地区です。この２つの地区が、自分らの地域のやは

り危機感というものをしっかりと予算に反映させながら次なる展開というものを模索している姿、

もがき苦しんでいる姿も十分に感じているところです。私どもはそこについては十分に把握もさ

せていただいております。私自身もどこかで妙案はないかともがき苦しむ部分もあります。で、

市民の方々も一緒になって物事を組み立てていかないと、行政だけでは到底私は不可能だと思っ

ておりますので、そういう意味において、今職員と一緒になって市民の方も方向性というのを見

出すために頑張っていただきたいと思いますし、その方向性が定まったときに私ども行政が次な

る支援を打っていくというふうな考え方を持っているところであります。 

 その他につきましては自席でさせてもらいます。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  非常に具体的な戦略という前に受けるものと呼ぶものの、いわ

ゆる心意気が整った中で事を進めない限り、この産業は伸びないという、非常にまとは得ている

と思います。それで私は、まずそのことの中で尊重はいたしますが、現状と将来のあり方がどう

移るかと、この辺について若干お話を聞きたいんですが、韓国のことも並行して、国内の観光と

両方申し上げますが、平成１９年度の数字の中で、来島された韓国の入国実数は６万５,４７０人

というふうな数字が出ております。非常にわかりやすいです。１００％に近い状態の観光客と見

なすんですが、片や国内の観光客の実数は、統計資料に基づいた中で非常に確認ができにくい状

況でありますが、基礎数字となるおおむねの日本国内から対馬に来た１年間の実数をどのくらい

に市長は見ておられますか。まずその点を認識の中で、私はこの部分はある程度詰めんといかん

と思うんです。ひとつお尋ねいたします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  国内からのまず入り込みの数字については、今観光統計が算定方法を変

えているということで、まだ正確な数字はつかんでいないのが実態です。で、今までの観光統計

というのがあまりにもアバウトな数字でありました。で、そのあたりでは、次の方向性が見定め
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られないということで統計のやり方を観光統計については変えるということになって、今その作

業をしている段階です。 

 ちなみに、昨年までのその観光統計の数字でいきますと、六十数万人というふうな数字が出て

いますが、これについてはもう首をかしげるしかない数字だと思っております。実態とあまりに

もかけ離れているというふうに思いますので、そのあたりのきちんとした数字が出た後に、今の

入り込み客数というのは発表ができるんではないかなと思います。昨年までの観光統計が正とす

れば六十何万人というふうな数字であります。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  私は、担当部署を含めて市長にもお願いしたいんですが、日本

国内からどのくらいの数字が、本当に、半分以上は観光、半分以上はビジネス、いろいろありま

しょうが、ここの数字は抑えておかないと物事が語れないと思うんですよ。例えば永尾部長の説

明されましたね、これ資料。第１次対馬市総合計画の基本計画の見直し案の１ページ目、この一

番下の経済の中に観光客の数字が入っております。ね、これを書いていますね、唯一観光客が

１５％程度増加し、拡大が期待できると。その数字を見ますと７６万８,５２２名という数字が

出ておりますが、これはあくまでも今市長が申し上げますように、とらえ方の数字が、根拠が違

うもんですから、これをうのみにすれば大きなことになりまして、とんでもない数字でございま

す。 

 しかし、このことが韓国では６万数千というふうなことが確定しまして、日本から何人来てい

るかというのがわからんということは、私は観光行政をする中で、今からひとつおおむねその数

字は抑えていくようなことにならないと本物ではないというふうに思いますので、ひとつそれは

担当部署含めてその努力をしてほしいんですが、私は本部長の本石さんからお聞きした数字は、

実質がどのくらいだろうかと。で、問題がありましょうが、本石部長の見解では実数としては

５万あるだろうかという話がございました。しかし、これは観光プラスビジネスを含めた数字で

あるという言い方をされまして正解だと思います。そうなれば、本当に来ている実数はそれ以下

だというふうに認識するべきでしょう。そうすればこの現実、非常にスモールであるというふう

に私は思っております。その辺、私はそういうとらえ方を厳しくしているんですが、認識はどの

ように思っておられますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私今大浦議員がおっしゃられるように、その数字、もらった数字もそれ

以下で恐らくという、懐疑的に思ってありますが、私もこの観光統計そのものもすごくアバウト

な統計をずっとやってきて、日本中がやってきているわけですけども、いつか新しいのが欲しい

なというふうな、やり方が欲しいなというふうに思っておりましたけども、今回からそういうふ
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うなことで、新たな手法でやるということで、本当の実数というものが、実数に限りなく近い数

字が出るんだろうなということで逆に不安半分、期待半分といいますか、そういう感じでその数

値を待っているところです。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  それで、私もくどいようですが、そこのことが今問題であると

いうふうに提言してもよろしいかと思います。 

 それと、島にどれだけの経済効果がもたらすか、この件につきまして、私は島民の皆様を含め

て、このことが十分理解をするべきであろうと思うんですが、資料によりますと、平成１９年の

６万５,０００の韓国よりの来島された経済効果は２１億円というふうな数字を長崎県の統計関

係の専門の方からはじき出したというふうなことを聞いております。 

 それと、その旅行会社が募集した旅費、これがおおむね３０万ウオンであろうと。ですから

３万円の日本円にしまして、その前後が旅費の１泊２日の金額であると。そうしますと船賃が

７,５００ウォンの往復ですから１万４,０００円前後の、５,０００円前後のお金がかかるわけ

ですが、私はそういうふうな積算の中で、じゃあこの宿泊とバス、あるいはガイドさんの手数料、

あるいはその残った土産とか、そういうふうなことを含めた積算を非常に分析として私は把握し

ておりませんが、できれば本石本部長、あるいは市長で結構ですが、これらの分析をどのぐらい

のお客さんが島にお金を落としているかというふうな積算という見方、これをできれば分析され

ておるならば教えてほしいと思うんですがいかがでしょうか。どっちでも結構ですが。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  確か２１億６,０００万円だったと記憶しておりますが。で、単純にそ

れを６万５,０００人で割ったときに１人３,０００円の消費額といいますか、島内消費額という

ことになるのかなというふうには、そのとき２１億６,０００万円を見たときには思いました。

全てを含んでですね。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  私は、今韓国の観光のことを申し上げたんですが、国内の観光

についての戦略が、具体的に対馬を売り込む中で、先ほどいろいろ申されました。その中で、も

う少し基本的な戦略が私はあってもいいんじゃないかということがあったんですが、これは今か

ら４年ぐらい前になりますが、全日空の職員を対馬市が一時的に採用いたしまして、地域マネー

ジャーという言葉でございます。この方は年の報酬を１,０００万円、１人の職員に１,０００万

円、これを給付しまして、２年から２年半、たしか対馬市でその業務に携わって、対馬をどう本

土の観光客にその引き込めるかという戦略をこの方は、いわゆるその積み上げたと思います。 

 このことの成果が私は非常に期待しておったんですが、財部市長になられてから、あるいは前
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市長の間の踏襲でも結構ですが、このことが私は非常に対馬の観光を変えるものとして、ひとつ

の思いがしておったんですが、この続きについて、どうなっているか、これをお尋ねしたいんで

すが、部長でも結構です、市長でもいいですが、このことについて、ひとつ見解をただしたいと

思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今の件につきまして、私と部長のほうで答えたいと思います。 

 確かに、ＡＮＡ、全日空ですね、ＡＮＡ総研と対馬市との間でアドバイザー契約といいますか、

そういうふうな形をとって全日空の方からお一人お見えになりました。地域再生マネージャーと

いう肩書きでお見えになりました。で、これについては、観光物産全般にわたってということの

取り組みをしていただいたところであります。 

 で、特に観光と物産とどちらが主かといいますと、その方の感覚で、これだけの資源があるの

に対馬の物産の売り方が下手だと、対馬が、ある意味ですね、そういう思いを強く持たれたみた

いです。そういう中で、ＡＮＡ関係の航空商事とか、いろんな取引先を紹介していただき、そし

てそこの関係者をこちらに呼ばれ、商品をつくって、そして向こうに出すということに特に力を

入れていただいていたような気がします。 

 しかし、ＡＮＡのほうは対馬との関連ということを十分認識されておられまして、ＡＮＡの商

品開発のときも、当然対馬の商品を入れていただく、それは旅行商品ですね、ということもござ

いましたし、今月号の「翼の王国」のたしか１０ページだったと思いますけども、ここにも対馬

の特集をしていただいているところであります。 

 今も実際、全日空の伊東社長は年１回対馬のほうにお見えです。で、私が会えるときと会えな

いときもありますけども、お互いこちらに来られる時の情報も入ってきている次第です。で、こ

の対馬の商品というものについても、全日空はしっかりと取り組みをその後していただいている

ところです。 

 というふうに、私はＡＮＡとの関係は今もずっと続いているというふうに認識をしております。

そのほかのことにつきましては部長のほうから答弁させます。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  今市長がお答えしましたような部分でＡＮＡ関係の分な

んですけども、特別にまた現在、来年の２月号になろうかと思いますけども、「翼の王国」で対

馬を掲載してあげると。さらには、ＡＮＡ総研絡みで社内で歴史案内人という公募がございまし

て、対馬に関する案内人という部分でＡＮＡのほうから１名とＡＮＫのほうから１名、２名が歴

史案内人というような社内システムで１月にはまた対馬に伺いたいというような報告も受けてお

ります。 



- 127 - 

 私どもといたしましては、広告料として出すよりも、マスコミ媒体あたりには、何とか記事に

していただいて対馬を売っていただきたいと、売っていくというようなスタンスで考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  担当部署からの資料をいただきまして、平成２０年度の旅行会

社の対馬に送り込んだバスの利用状況からその割り出しているんですが、実は関東からのお客が

４８％を占めているんですね。すごい数字なんですよ。これは私は間違いじゃないかな、九州じ

ゃない、いやこれ関東が４８％、６,０００人ほど。これは１万２,７５０人、団体のツアーのバ

スを利用した、韓国の旅行関係やバスは、もうほとんど分離されて、多分対馬交通が主体となる

と思いますが、この数字から見ますと、関東が半分取っとるんです。意外やったですね、その後、

中部、その他中国方面、九州はわずかなんですね。もちろんこれは旅行会社が企画したと。これ

を見たときに、全日空の地域マネージャーの構想は、九州の太宰府に旅を基本として、万葉の旅、

「まほろばの」という言葉を使ってましたが、私はその万葉集のそういう歴史の過去の中で太宰

府から壱岐対馬の旅を企画するというふうな、たしか提案を記憶の中にあるんですが、ひょっと

したら、このことが活きているんかなという気がするんですよ、その方の仕掛けたようなことが。

やはり一部活きているんじゃないかなと思いながら、このことをいい成功事例じゃないかなと思

うんですが、その辺は本石部長でも市長でも、つながっておれば非常にすばらしいことなんです

が、どういう見解をもっておられますか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  このパックの数字につきましては、今言われる地域再生マネージャーと、

そのＡＮＡさんが観光商品としてきちんと組み込んでいただくことも当然影響というか、いい意

味で効果が出ていると思いますし、また九州郵船の九郵観光さんですね、この方たちも関東のほ

うで商品を強烈にセールスをされておられる、その部分もこの数字にも入っているんかなという

ふうに思います。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  そういうふうなことで、非常にいい傾向でありますから、これ

はお客さんを逃がさぬよう大事にもてなして、また再び来るような話ができるようなことに私は

大切にせないかんと思う気がいたします。特に遠いところから来ていますから。 

 それと、次に進みたいんですが、韓国の観光の戦略、これで私はひとつ思いがございます。初

日に市長の行政報告の中で、５ページ目にあるんですが、１０月１４日、韓国ソウルで開催され

たそういうふうな旅行関係のいろいろな行事に参加されておりますが、ひとつここの中にソウル
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とプサンの間の新幹線が開通されて、３時間かかるのが２時間１８分に短縮されたというふうな

ことで、今までジェットフォイル等に乗ってきたお客さんが、朝鮮半島の南側釜山を中心とした

エリアのお客さんが多かったであろうが、もうそろそろ底をつき、ソウル方面に集客を旅行会社

ともに、地元ともに、対馬の、そういう戦略に打ち出すに非常に絶好の機会であるというふうに

私は思っております。で、その中で、その戦略の一つとして、ソウル事務所、今釜山事務所とい

うことでお聞きしますが、このことの対馬市のとらえ方、仕掛けというのは、どのような活動を

やっておられるんでしょうか。そのそういうふうな事務所としての誘致に対するそこらあたりを

ちょっと聞かせていただけんでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  釜山事務所のその誘致の事業関連のことにつきましては、担当部長のほ

うから答えさせます。 

○議長（作元 義文君）  観光物産推進本部長、本石健一郎君。 

○観光物産推進本部長（本石健一郎君）  お答えいたします。 

 釜山事務所におきましては、平成１５年に開設をしたわけですけども、まず人間的な部分をど

うするかということがあっておりますけども、まず一番妥当な人物がおったということでござい

ます。かつて厳原町の国際交流員として３年間勤めました職員が副所長ということで、事務所開

設当初から現在まで、流暢な日本語でもって対馬を熟知した状態で、もろもろの対応を行ってお

ります。 

 特に韓国におきましては、集合住宅が多い関係で、非常にＩＴ関係が進んでおります。そうい

う部分でいけば、アクセス数も年間３万を超すようなアクセス数で、次が電話、それからエージ

ェントの対馬紹介とか、あるいは対馬から行く各種の交流団体のお世話であるとか、常に忙しい

状態であるようです。 

 特に今後は、今貿易関係が特に振興するようにというような方向でございますので、そちらの

ほうも釜山の商工会議所あたりとも連携をとって、いろんな情報を集めております。主に、です

から対馬の紹介ということで行っておりますが、今後はまたそういう部分でいけば、非常に負荷

がかかってくるんじゃなかろうかということも私自身は心配をしております。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  １６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  時間がどんどん過ぎましてあれなんですが、私はソウルからの

観光客の誘致に今後そこを拠点とした切り替えといいますか、それは富裕層のいわゆる流入、こ

こを狙う中で戦略としては絞っていくような方向で考えていただきたい。これが一つ。 

 それと、航空便の臨時便が現在２つの空港から対馬空港に飛んできております。このことにつ
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いても、私は大きな着眼をせなならんという考えを持っております。この点は後で市長またソウ

ル方面、金浦空港からこちらにやってくるお客さんのとらえ方、これ後で聞きますが、時間の都

合、あと３分しかございません。北の浮揚のためにどうするか、この時間わずか３分です。私は

申し上げることは十分ではございませんが、一つ考えてほしいことがございます。今年の見込み

として、現在４万７,９８０人が１０月末、観光客が韓国から来ているそうです。それで年内見

込みで６万人を割る。５万台の数字であるだろうと。南北のいろいろ緊迫した中で安定したこれ

だけの数字というのは今後も伸びるであろうと。ただ、現在、厳原港に週４回、上対馬港に週

３回、この船、観光船は入港するわけですが、比田勝港のほうにおいての宿泊は、香海荘以外は

ほとんどない。あと厳原がすべて厳原、美津島に泊まっているというのが現実でございまして、

そうなれば、お金というのは宿泊したその場所にほとんどの金が落ちると私は思っておりますが、

この上の景気の浮揚を韓国の観光客と考えた場合には、この問題をどうするかが私は大きな課題

であろうと思います。１分しかございません。市長そのことにつきまして私は特にどうしても香

海荘以外の宿泊施設の誘致をやらない限りは、この問題は解決しないと思いますが、政策補佐官

の今までの企業誘致の対応の中で上についてどういうふうにとらえてきたか。例えばホテルの誘

致が具体的になれば、これをどうとらえてきたのか。このことを解決せん限り、私は上の浮揚が

ないような気がします。というのが、厳原中心にお客さんが泊まり、そこに金が落ちる。帰るだ

けの土産品を買うのが上のいわゆる立場、これでは私は抜本的な解決にならんと思います。そこ

のところをひとつ最後ですが、今までとられてきた、今後どうしようと思うのか、そこらをひと

つ最後に時間になりましたがよろしくお願いします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  上のほうの振興策でございますが、先ほど申しますように、職員と地域

の方々が一緒になって、さまざまな今取り組みをソフトの部分で一生懸命やっていただいている

と思います。 

 で、最近、民間事業者のほうと行政のほうがタッグを組んでやりましたのが、グラスボートを

導入すると。そして、あの北部鰐浦豊近辺のトレッキングのコースづくりをしていく。最近では、

舟志の学校の周りの河川の改修方法を今観光客、そして子供たちが喜んでもらえるような川につ

くりかえてみようじゃないかという動き等も出てきております。そのような動きというのが私は

すごく大切だと思っております。それが観光商品の一部にもなっていくというふうな思いを持っ

ておりますので、その動きをどんどん進めていきたいというふうに思います。 

 もう一点の件につきましては、補佐官のほうからお答えさせます。 

○議長（作元 義文君）  政策補佐官、松原敬行君。 

○政策補佐官（松原 敬行君）  大浦議員のホテル等の宿泊施設の誘致の問題でございます。これ
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につきましては、過去にもあそこの渚の湯のホテルあたりの土地にそういった話が過去にもあり

ました。現在もその土地がそのまま現存しているわけでございます。 

 私ども、企業誘致の担当としましては、当然厳原、あるいは上も一緒ですけども、同じ立場で

そういった希望する企業を物色しているのが事実でございます。ただ、現状といたしましては、

今ある旅館を旅館業等なさってある方々のやっぱり御意見も十分に把握しないと、どうかなとい

う部分もあります。既存の旅館業を営んである方々につきましても、年中的に決して宿泊客が詰

まっている状況ではございません。ほとんど空いているというお話も聞いております。だからそ

の辺のやっぱり調整をしながら企業誘致は進めていくべきだというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  以上で、大浦君の質問は終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（作元 義文君）  しばらく休憩します。開会を１１時１０分から行います。 

午前10時53分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  質問の機会をいただきましたので、ただいまより一般質問をさ

せていただきます。 

 さて、ことしも終わろうとしておりますが、報道によりますと、日本の景気はややよくなって

きているということでありますけれども、我が対馬においては、そんなことは感じられません。

むしろまだ下降気味ではないかと心配しております。市長、対馬の今日の経済状況をどのように

お考えでありましょうか。 

 さて、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 １番目の経済対策についてであります。国の政策で始まりました緊急雇用創出事業臨時特例事

業、またふるさと雇用再生特別基金事業が平成２１年度から３年間、この基金事業が創設されま

して、いろいろな分野におきまして雇用対策が実施され、延べ２７９人の雇用があり、金額にい

たしまして３億４,１９４万８,０００円の事業費が投入されております。そのことによりまして、

かなりの効果があったと思われます。 

 しかしながら、聞くところによりますと、雇用されておられる方もこの１２月末で打ち切られ

るという人もおられます。このようなときにおきまして、２３年度においてどのような基金事業

があるのかお尋ねをいたしたいと思います。 
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 次に、島内の３つの高校の卒業者の合計が２６５名であるそうでございます。ハローワークに

より調査をいたしましたけれども、内訳は専門学校を含む進学の方が１９５名、就職の方が

７０名で、そのうち１２名の方しか島内には残られない状況であります。 

 いかに就職先がないかということがよくわかります。そして、あと四、五名程度就職が決まっ

てない方もあるそうでございます、島内におきまして。そのようなときに、来年度予算において、

どのような対馬経済の立て直しを今後取り組もうとしておられるのかお尋ねをしたいと思ってお

ります。 

 ２番目の自衛隊増強について質問をいたします。 

 一昨日にも市長の行政報告、また国境離島活性化対策特別委員会委員長糸瀬委員長よりも報告

がありましたが、その後の市長の対応について質問をいたします。 

 １１月２３日午後２時３４分ごろより、北朝鮮より韓国の延坪島への砲撃を受け、軍人２人、

民間人２人、計４名の死亡が出ております。ほかにもけが人が多数出ております。本当に何をし

でかすかわからない国であります。しかしながら、対馬に近いところにあります。市長、この韓

国が攻撃を受け、あわや戦争になるかもわからない大事なときに、その時間とその後に対して市

長はどのような対応をとられたのかお尋ねをしたいと思います。 

 我が日本は、国土面積では６１番目ではありますが、６,８５２の島々からなり、領海の面積

は４４７万平方キロメートル、国土の１２倍の広さで世界で６位であり、いかに離島が大きな役

割を果たしていることを国はわかるべきであると思います。ロシアのメドベージェフ大統領が国

後島を訪問したり、１１５年ほど前は北方４島をいかにも返還するような署名をしておきながら、

海洋資源の豊富さに目をつけ、今ではなかなか話にならないように思われます。 

 自衛隊関係者の間では、毎年北方４島返還の署名活動が続けられております。何としても国に

頑張ってもらいたいと思うものであります。また中国尖閣諸島の問題においても日本に対抗して

きております。今こそ日本の領海を守らなければなりません。 

 そのようなとき、年末には防衛計画大綱が発表されます。市長、そのようなときに、どのよう

な対応をとられたのか、この２０日ぐらいの間にですね、それをお尋ねしたいと思っております。 

 再質問は後で市長の答弁によりましてさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  中原議員の御質問に答えさせていただきます。 

 １点目の経済対策についてでございます。対馬の経済をどのように立て直していくのかという

ふうな話でありますが、少なくとも国内の経済のパイがどんどん縮小していく中で、対馬の経済

だけを伸ばすということは大変至難の業だと正直思っております。で、そういう中で、急激にそ

れを上げるということは、なかなか難しいというふうに正直なところでございますが、しかし、
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そうは言っても、この対馬の経済がしぼんでしまって、先ほど議員の皆様で話が出ておりました

けれども、人口はどんどん減少していって、これから先どうなっていくんだろうというふうなお

話のように言われましたが、それを食いとめるためには、どうしてもこの私どもの基幹産業であ

る水産業というものを復活させなければいけないと。これが長い目で見たときに対馬の再生につ

ながるというふうに私は基本的に思っています。 

 このためには、何度もここでも申し上げ、市民の皆様漁業者の皆様と一緒になって今取り組ん

でおりますけども、海洋保護区の設定というものは、対馬にとってはすごく大切な問題だという

ふうに考えております。 

 で、約４０年ほど前の私、上対馬比田勝に住んでおりましたけども、その当時の比田勝の活況

というのは水産業でもっていたというふうに思っております。ああいうような活況を呈するよう

なことであれば島全体が潤うというふうな思いもあります。どうかあの四十数年前の状況という

ものに向かっていきたいと思っておりますし、そのためには資源管理型の漁業というものを市民

の皆さんも漁業者の皆さんも御理解をいただき、そこに向かって海洋保護区を設定をする。その

ことによって漁価は必ずや上がるというふうに思っていますし、資源も復活するというふうな思

いを持っておりますので、愛知ターゲットで決まりました方向性というものに向かって、政府に

早い海洋保護区の指定をお願いをしていかなくてはいけないと。それが経済のベースになるとい

うふうに私は強く感じているところであります。 

 そういう中、高校生のお話がございました。確かに対馬の中でということになると難しさが現

時点ではあろうかと思います。しかし今、即効性のある事業所というものは難しいと。現時点の

この日本の経済の中では。いろんなところに足を運んでいっても難しさをすごく感じております。

二、三年後の対馬の方向性というものをどうかして変えていくために、先ほど中原議員がおっし

ゃられた緊急雇用とか、ふるさと雇用とかいう国の制度を活用しながら一生懸命職員も取り組ん

でくれているところであります。 

 この事業につきましては、今までもこの２カ年間もしっかり頑張ってくれる中で、４億円余り

の事業をやってくれております。そして、来年２１６人の雇用を予定をしております。で、

３８の事業でありますが、この数字とこの金額については、県下でも実は突出した数字です。で、

緊急雇用はたしか基金は県に３０億円しか市町村分はなかったと思いますけども、そのうち数億

円をうちの市が手を挙げて、そしてこれは一件審査でありまして、枠配分ではないものですから、

職員がいろんなことを考えながらアイデアを出して雇用を生み出して頑張ってくれた結果だと思

います。その結果、県下ほかの市町村から、どういう形で対馬市はそれを取っているんだという

ふうな問い合わせが来るぐらいでありまして、私は今回この来年の２１６人雇用の予定ですけど

も、これらこの３カ年の事業については、正直職員に感謝をしておりますし、職員も今の対馬の
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経済状況、雇用状況というものを十分に把握して一生懸命に取り組んでくれた結果だというふう

に、正直皆様にこれだけこの部分に関しましては職員を褒めてあげたいというふうな思いを持っ

ているところであります。 

 ２点目の自衛隊の関係でございます。それと、今回１１月２３日に起こりました南北の紛争が

起こった時点のお話を今尋ねられたわけですけど、昨日でしたか、一昨日でしたか、この１１月

２３日については、２時、今何分というお話がありました。正直言って、２時何分のときは全く

私はわかりません。情報も全く入っていませんでした。恐らく日本のマスコミに流れたのは５時

ごろだったというふうに私は記憶しています。というのが、私は６時からその日は対馬の厳原に

在住の永留久恵先生が自費出版された「対馬国志」が全国の自費出版大賞という大賞を受賞され

ました。それで、その受賞のお祝いの席に６時に行くということで、５時に出張から帰ってきて、

たしか用件が１件ありまして、５時に、なぜ５時かと言いますと、散髪に行った時間でしたから、

そこで散髪屋で実はテレビであのことを知りました。で、その永留先生のお祝いの席では韓国の

大学の先生がお見えでしたから、この問題についてソウルにお住まいのこの歴史学者に話を聞こ

うということで、６時前に会場に行きまして、先生にお会いしました。そのとき先生は、その情

報をちょうど聞いたばかりで、韓国のほうに携帯で電話をされておられる最中でした。電話が終

わりまして韓国の先生に、「今回の件について教えてください」ということで聞きましたら、

「この件については、間違いなくすぐに終息しますね」というふうなお話をされました。「いや、

本当ですか」という話をしましたら、今までの韓国と北との物事のやり方をずっと熟知されてい

る方ですから、そういう意味において、また別の韓国の方に先生は聞かれたと思うんですね。 

 そのことを聞いたときに、私に対して、ほぼ間違いないとそういう方向になるということをお

っしゃられたものですから、若干の私は今回の件については、大きくならないなということで安

心をした次第です。そのときに言われた言葉が、「米韓の合同軍事演習が間もなくしたらあるん

ですよ」と。私らは正直言ってわかりませんでした、あのニュースがあったときは、一報が入っ

たときは。その先生は、もうそのことを言われました。で、軍事演習に向かって、まず一つの威

嚇といいますか、警告を鳴らすために、今、北はああいうふうな行動をとっているんですよとい

うふうな冷静な判断をされたものですから、私は安堵したという次第です。 

 で、その後の推移をずっとニュース等で確認をしていきましたが、その途中から軍事演習の米

韓の軍事演習の話が翌日ぐらいから出てきたときに、ああそういう方向になるのかと、先生が見

通されたとおりになっているなというふうなことで、ずっと徐々に心が落ち着いていったのを覚

えております。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 
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○議員（２０番 中原 康博君）  ちょっと市長の答弁で拍子抜けしたところがありますけれども、

後でまたやりたいと思います。 

 経済対策のほうから先に入らせていただきますけれども、やはりそのふるさと基金とか緊急雇

用創出事業とかに職員の皆さんと市長がともに頑張られたということはわかります。この件に関

して、来年度の金額は今言われませんでしたけれども、相当な額が出るんじゃないかなと思いま

すけれども、それ以外に対馬に対しましての新年度予算というところの状況は何か考えてあるも

のはないでしょうかというお尋ねをしたわけですけれども、お願いします。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  新年度予算に向けてということですが、その前に、国の緊急対策が

１１月２６日に出されたと思います。そのことをしっかりと反映させなくてはいけないという考

えを持っております。 

 で、この金額につきましては、今これは枠配分で来ている分ですけれども、５億４,０００万

円の枠配分が来ております。ハード、ソフト何でもいいみたいですが、それをしっかりと組み立

てていきたいというふうに思っております。 

 ところが、時期が時期ですので、新年度予算等、予算編成とかぶってしまう部分があったり、

項目がかぶるんではないかというふうな別立てというのとごちゃごちゃになってしまう部分がす

ごくあるなというふうなことがあります。で、そのあたりの整理をきちんとしてから臨時議会で

もお願いをしないとこれはいけないと。３月の定例までは当然待てないなという思いはしており

ます。ただし、先ほど言いますように、当初予算と補正予算がごちゃごちゃになってはいけませ

んので、そのあたりをきちんと整理をして、補正分ということで皆さんにお示しをしたいなとい

うふうな考え方をしております。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  期待をしておきます。市長もやはり今度は３年目になりますの

で、しっかりと目玉になる対馬経済を支えていただきたいと思います。 

 きのうも全協でもお話がありましたけれども、やはり今対馬の消費が落ち込んでおりますので、

家庭を例にとってみればわかりますけれども、収入を少なく出費はかさみ、そうなりますと家計

は苦しくなってまいります。出費を抑えなければなりません。漁民の皆様方の話を聞きますとこ

ろによりますと、峰からイカのトロ箱１箱出すのにでも、福岡の魚市に出すのに２００円ぐらい

運賃がかかるそうです。そういったときに、その比田勝辺から来るのなら、なお高いものにつく

かもわかりませんけれども、運賃が２割でも３割でも安くなれば、漁民の皆さんの収入は増える

と思います。また、本土からいろいろな品物を買うときも船運賃の高いというところになります。 

 やはり島内において第１次産業の農業では、イノシシや鹿の被害に遭われ、水産業においては
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大中まき網や底引きによる漁業の低迷等によりまして、島内での事業拡大はなかなか見込まれて

いない今日であります。そのようなときに、きのうも話があっておりました海の国道としての見

直しをやはりしっかりと県や国に訴えていくべきではないかなと私は思います。 

 市長も一生懸命取り組んでおられるのはわかりますけれども、１１月２７日の新聞によります

と、もうきのう全協であった九州郵船のジェットフォイル２割、フェリーは１割との分がこれ

１１月２７日段階で載っておったわけですけれども、その中におきまして、五島のほうの、ちょ

っと書き方がわかりにくかったんですけれども、身障者割引拡充自動車航送割引の利用実績が少

ないとして、航送料そのものを割引することが決まったということが書いてありますので、この

身障者割引だけかなというところがわかりにくい点があるんですけれども、やはりこの場合に物

流に対しましても、航送料そのものが割引されるということが前提になると思います。議会を挙

げてその意見は一致しておりますけれども、特に力を入れていかなければならない人間の運賃の

値下げとともに、物流に対してのコストダウンというところにつきましては、市長、どういった

考え方をお持ちでしょうか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  物流のこの運賃の部分につきまして、今漁協の組合長さんたちに提案を

させていただいてあることがあります。これについては来年度から取り組みをしたいと思ってお

りますが、インターネットを介して顧客を広げていくということがすごく大切なんではないかと。

小口の消費者向けに物を流し込んでいくというふうに、今の漁獲高のそれこそ５％でも１０％で

もいいから、そちらに振り向けていくべきではないかという提案をさせていただいております。

それらにつきましては、運賃の助成を主として一定の年限を区切ってしていきたいというふうな

考えを提示を今協議をしているところであります。 

 この意味するところは、今の物流の流れでは、漁師さんの手取りは上がらないというふうに思

っています。この流通にメスを入れないと、第１次の生産者は永遠に苦しむんではないかと。な

らば小口の消費者をどれだけ開拓しながらやっていくか。それはＪＡでもＪＦでも一緒だと思い

ます。そちらに転換をしていっていただきたいという思いで、そのような今制度を組合長の方々

に提案をし、協議をしているところであります。そういう意味の運賃助成を組み立てております。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  ぜひそういったことはどしどしと進めていっていただきたいと

思います。 

 県の離島振興法の延長とか拡充に向けて協議している団体があります。その団体によりますと、

離島の自立的発展につきましては、本土と離島間の輸送コストを陸上交通並に低減化するなど思

い切った措置を講じる必要がある。また島民生活や島内産業に大きな影響を与えるガソリン価格
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の是正を図るため、揮発油税を減免する必要がある。産業創出や企業立地に向けては、法人税の

減税など、大胆な優遇措置が必要であると、こういった提言をしてあります。まさしくそのとお

りであります。ですから、市長があらゆるところで物申す場面が多いかと思います。ぜひ対馬島

民の懐を守るためにも頑張っていただきたいと思います。 

 そして、この海の国道でございますけれども、２４年４月から新しいフェリーが就航する予定

になっておりますけれども、とんでもない話かわかりませんけれども、今島内経済の低迷が続く

中におきまして、値下げした運賃で１年前倒しでできないものかなと私は思うわけです。 

 きのうの説明によりますと、１１年間ほど運賃の低減化を図ると九郵からの話であるようにあ

りますけれども、これが九郵側と話をされまして、今対馬の経済を立て直すときではないかなと

思いますが、来年４月より１年前倒しでできないものかなと思いますけれども、市長、急に言わ

れても返答が困るかと思いますけれども、どうですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  前倒しが一番ようございますが、昨日この問題で話していたように、年

間８,０００万円ですかね、という金額を、ではどこが負担をしていくのかということになろう

かと思います。で、九郵さんがこの負担をしていただけるならば、それが一番いいんですけれど

も、私どももその８,０００万円という金額を到底一般財源で物事組み立てるということは不可

能かと思いますし、今の長崎県の離島基幹航路協議会のほうに、このような御意見がありますと

いうことで１回お伝えはしたいというふうに思います。しかし、正直なところ、これ大変苦しい

ことだろうと思います。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  ぜひ本当、市長、市民を守る一番の市長ですから、それが役目

ですから、いろいろな痛み分けをしていただいて、九郵にも痛み分けをしていただいたり、そう

いったところの団体にも痛み分けしてもらったりとか、一般財源がなかなか今対馬の財源も厳し

いのよくわかります。そのときには幾らかの基金の取り崩しを前倒しでやっていくとか、何らか

の、急な私の質問ですから、まともな答弁はできませんけれども、じっくりと考えて、あと４カ

月程ありますので取り組んでいただきたいと。そうすることによって、本当に島民に喜ばれるこ

とになるんではないかなと私は思います。よろしくお願いいたします。 

 １０月２３日に「国境離島・外洋離島フォーラム」が上対馬でありまして、そのときに中村知

事が申してあります。「離島の発展なくして長崎県の発展はあり得ません」と豪語してあります。

第２のふるさととして中村知事は対馬をたくさん思っていただいていると認識いたしております

ので、この点十分力を入れていただきたいと思う次第であります。 

 次に、自衛隊問題に入らせていただきます。 
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 市長にお尋ねしたかったのは散髪屋で云々かんぬんの問題じゃなくて、この市長も新聞を読ん

であるとは思いながらも、本当に正直な方だなときょうは思いました。そのとおりに話をされて、

新聞を読めば時間とかいろいろ対処方法とか、すぐ一目瞭然でありますけれども、そのままの話

をされたなと、きょうは本当に思いましたけれども、しかしそれではできないんですよ、私が答

弁を求めたいのは。この２３日から今日までの対馬への自衛隊誘致増強をどのような対応をされ

たかという答弁を求めたかったわけです。糸瀬委員長もその報告されましたけれども、市長も報

告されました。それでわかったんですね、誘致増強は。しかしながら、この北朝鮮の問題があり

ましたから、市長の東京とか長崎県へのどういった対応をとられたものかを、それをお尋ねをし

たいわけです。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  済みません。私は延坪島のときの私の行動を教えてくれというふうに思

ったものですから、あの日の正直なところを伝えた（「どちらも変わらんやないね」と呼ぶ者あ

り）その後の行動ということですね、今日までの。正直言いまして、この問題につきましては、

４月にですね……（発言する者あり） 

○議長（作元 義文君）  私語は慎んでください。 

○市長（財部 能成君）  ４月に哨戒艦の爆破の事故が、やはり同じ海域でありました。そのとき

に、私どもの対馬の陸自・海自、それから警察の方々、それから入国管理事務所の方々と有事の

際のお話等を皆さんでそれぞれ個別にさせていただいたところであります。これらについては、

国の対マニュアルというのがきちんとできていないのが現状だというふうに聞いております。 

 で、今回、この１１月２３日以降の話につきましては、直接防衛省なんかに話を持っては行っ

ておりません。実際問題、防衛省のほうも緊急事態ということで、いろんな動きがあっておりま

したので話はしておりません。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  時間がありませんので、ばりばりやりたいと思います。 

 市長の行政報告を読ませていただきまして、この中におきまして、一個連隊規模の自衛隊増員

が入っておるわけですね、最初の分に。一個連隊規模の自衛隊増員には、どのような意味なのか

をちょっと説明を願いたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  この一個連隊、それから航空部隊、それから自衛艦接岸のできる可能な

岸壁という３項目に絞っていただいたのは、特別委員会のほうでお絞りをされたわけでありまし

て、私もそういう方向でいいんじゃないですかという同意をして、一緒に要望活動をしたところ

でありますので、どういう意味かと言われても、私もちょっと答えづらいなというふうなのが正



- 138 - 

直あります。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  それではちょっと私から尋ねます。 

 要するに、一個連隊規模というのは、陸上自衛隊を指して一個連隊１,０００人規模を指して

あるものか、陸・海・空でそういった委員長報告の国境離島にふさわしい自衛隊員の増員を目指

したものか、ちょっとニュアンスのとり方があるものですから、そこら辺を尋ねたいんです。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私は陸自の一個連隊１,０００人というふうに自分自身は解釈をしてお

りますが、特別委員会のほうが、もしかしてそこまでの打ち合わせをしたか、今ちょっと記憶が

戻らんのですが、私は陸自の一個連隊という考え方をしておりました。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  ちょっとその辺が正直なところ委員長ととり方が変わっておる

ようにあります。だから尋ねたわけですけどね。 

 やっぱり、できましたらトップが常に市長話をされるわけですから、大事なことでありますの

で、この辺はしっかりとチームワークでやっていただきたいと思います。 

 委員長の話によりますと、やはり陸・海・空に合わせて、ふさわしい自衛隊の増強は防衛省が

決めることであって、我々が云々かんぬんは言えませんのでということでございます。私もそう

でないかなと思います。その辺どうですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私の解釈と特別委員会の解釈が齟齬があったということで、それは申し

わけないと思いますが、私はもっぱら一個連隊といったときに、陸自を頭の中では想定をした次

第です。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  １,０００人規模の陸上自衛隊が、とにかく上のほうは手薄で

あると私は思っております。上の方にそういった一個連隊１,０００人規模でも来ていただける

なら、本当に最高の国境防衛になると思っておりますので、いずれにいたしましても、自衛隊増

員を進めていただきたいと思っております。 

 で、要するに、市長がこの約十何日間の間、何もされなかったということでございますけれど

も、１１月２５日です。県は２４日、海上自衛隊の潜水艦部隊を佐世保市内に配備するよう防衛

省に要望し、２５日に藤井健副知事が、末竹健志副市長とともに防衛副大臣に面会したとありま

す。このようなときに対馬の自衛隊状況に対しては、県は市長どの程度わかっておるわけでしょ

うか。 
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○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  どの程度わかってあるかと言われても、ちょっと私もわかりかねますが、

この動きというのは、十分に私どもも伝えてきているわけでございまして、きょうも議会の傍聴

にはちゃんと地方局のほうからも来てありますから、その方向性というのは逐次、県庁のライン

の中で流れていっていると、いつもですね、というふうに思っております。で、ここでも特別委

員会の報告もあり、そして皆さんからの自衛隊増強に関するいろんな動きというのは、県のほう

も十分に把握はされておるはずです。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  いや、市長はそう思ってあるだけで、市長自体はその危機管理

防災課長とか、そういった辺は一回でもそしたら話をされたんですか。その中村知事とか話をさ

れたんですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  記憶が正直言って戻りませんが、知事に、出県した際に、あわせてこの

問題については知事にお話をさせていただいているわけです。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  早くそれを話していただければよかったなと思います。 

 防衛大綱は、今月の、もうあと二、三日ですけども、１０日に閣議決定がなされるという報道

があっております。そしてこの年末に発表されるということでございますけれども、やっぱり日

本にお金がないとこから自衛隊削減、特に陸上自衛隊の定員が削減されるかもわからないという

新聞等で読んでおります。このようなときに、本当に今佐世保にもその潜水艦基地が陳情をされ

てあるように、市長、議会も大事ですけど、本当に今こそ委員長とでも陳情に行ってやるべきや

とですよ。 

 １２月３日の、これ毎日新聞ですね、「７６年の１８万人から、大綱見直しのたびに定員が削

られてきた経緯もあり、部隊のやりくりで何とかできる限界を超えている」。陸上自衛隊幹部は

反発をいたしております。頼みの綱は駐屯地などがある地方自治体の陳情、２日には、これは

１２月２日のことです。１２月２日には、部隊がいなくなれば、地元経済への影響は大きい。北

海道の全市町村でつくる協議会が体制維持を政府に申し入れた。防衛省は、既存の基地は当面維

持する方針だが、同省幹部は、どう考慮しても陸上自衛隊定員は減らすしかないと語っておりま

す。 

 こういったときに、頼みの綱は駐屯地などがある地方自治体の陳情とまで書かれてあります。

今こそ陳情すべき対馬を訴えるチャンスじゃないんでしょうか。どうですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 
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○市長（財部 能成君）  その陳情活動については、要請活動は今までずっと、もう何度となくや

ってきておりますし、そしてこの中期防の方向性が出たときに、南西防衛ラインのことがきちん

とうたわれました。この南西防衛ラインは、沖縄からこの韓半島までをつなぐラインを指してお

りまして、南西防衛ラインの一番北端に対馬が位置するというふうに私どもは今まで防衛省でも

聞かされてきておりますし、ここに自衛隊を動的戦力でしたか、動的な配置をしていくんだとい

うふうな方向性が今出ておりますけども、その中に私ども対馬が入っているんだというふうに私

は理解をしておりますし、この件以外でも国境離島新法、要するに防人の島新法のことでも自民

党さん、民主党さん、すべてにわたってお願いをし、それぞれ自民党のほうについては議員立法

で出すということで法文まででき上がっている状況でした。そのあたりの部分は十分に今回の中

期防に反映していただける機運が盛り上がっているなというふうに私はもう理解をしております

ので、今この時期に行くまでもないと、もう、いうふうな解釈を自分はしております。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  そうですか。ちょっとやっぱね、私は残念ですね。やっぱりこ

の１１月２３日の問題がなかったならば、市長は１０月にも陳情してありますので、それでよか

ったかなと思いますけれども、特に今この対馬を訴えるときであると思いますよ。特に上のほう

は自衛隊員は海栗島に１６０名の隊員がおります。海上保安部もありますし、海上自衛隊もわず

かおられます。対馬で約７２０名の自衛隊員が頑張っていただいております。５日からきょうま

で、陸上自衛隊３２０名の隊員が行軍をされたり、訓練をされたり、一生懸命頑張っておられま

すけれども、この７２０名の隊員では、とてもじゃないけど、対馬に難民が押し寄せたり、有事

の際には間に合いません。本当に市長、今だと思うんですよ、陳情するのは。先ほどの新聞にも

ありますように。１１月２３日がなかったならば、それでよかったかもわかりませんよ。このま

までいいでしょうか。防衛計画大綱に入らなかったときはどのように思われます。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  中期防に入らなかった場合というお話が出ましたが、私は正直言いまし

て、中期防、膨大な書類を見たことがありませんけれども、先ほど言いますように、南西防衛ラ

インという一つの概念を出して、あそこに何人とかいうことは決してうたうことはないと思いま

す。それは国家機密に関することですから、対馬の名前が出なかったらどうするんだと言われて

も、南西防衛ラインという物事の捉え方の中に対馬が北端で入っているということを皆さんが、

防衛省は言ってあるわけですから私はそこを動的な配置をしながらやっていくんだというふうな

お話をその方向で決まっているということを聞いているんですから、それを信じる以外に私はな

いと思っておりますけど、どうしろと言われてもちょっと難しい問題だなと。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 
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○議員（２０番 中原 康博君）  どうしろという問題は、私は陳情に行ってもらいというところ

の話をしたいんです。再度上京をしていただきたいなと思うわけでございます。 

 今１０月１６日にも中国領海侵犯から尖閣諸島海域がやられましたけれども、ここに「尖閣を

守れ！全国署名運動に」という協力文が来ておりますけれども、やはり北方４島も毎年署名活動

をしております。対馬におきましても、領土問題は対馬にとっては一番大事な問題であると思い

ます。ましてや、本当にこの３万５,６００人が住んでいる対馬において、一番近くにある物騒

な国々がありますので、それを守るのが市長の役目であると私は思っております。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○、この問題に対しまして、海の国道の問題とか、この自衛隊誘致、自衛隊の増強の問題に

しましても、一生懸命取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

 最後に市長、もう一回上京する気がないかどうかを尋ねたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  この１１日に上京の予定があります。その中で時間を見つけてみたいと。

向こうの調整もあろうかと思いますが、その辺で取り組めれば取り組んでいきたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  ２０番、中原康博君。 

○議員（２０番 中原 康博君）  もう早くそういったお話をしていただかんかなと思いますけれ

ども、本当に市長、思うときに市長も議会も一緒でしょうけども、本当に島民を守るために日夜

努力をしてあると思いますけれども、ぜひともそれを優先に頑張っていただきたいと私は思う次

第であります。 

 最後になりましたけれども、市長をはじめ、幹部職員の皆様に対しましては、景気の低迷が続

いておりますが、大変でありましょうけれども、景気回復ができるまで存分のお力を出していた

だきますよう切にお願いをいたしまして私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

○議長（作元 義文君）  これで（「議長」と呼ぶ者あり）１７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  今、一般質問の中で中原議員が、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○発言がなされましたが、○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○部分を私はカットして

もらいたい、このように思います。（「賛成。お願いします。全部カットして、全部」と呼ぶ者

あり） 

○議長（作元 義文君）  調査をして、そして問題があるということであれば（「問題あるんじゃ

ないですか」と呼ぶ者あり）（発言する者あり）ちょっと暫時休憩します。 



- 142 - 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時02分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 ただいまの中原議員の一般質問の中で、もし調査して法に触れるような部分があれば議長の権

限で削除することにします。よろしいですか。（発言する者あり）はい。関係部分は削除します。 

 以上で、本日の市政一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後０時03分散会 

────────────────────────────── 

 



- 143 - 

────────────────────────────────────── 

平成22年 第４回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第４日） 

                           平成22年12月16日（木曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                       平成22年12月16日 午前10時00分開議 

    日程第１ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                歳入は、所管委員会にかかる歳入 

                歳出は、１款・議会費、２款・総務費、９款・消防費 

                10款・教育費、12款・公債費、13款・諸支出金 

         議案第124号 対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例 

         議案第142号 対馬市過疎地域自立促進計画について 

    日程第２ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                      歳入は、所管委員会にかかる歳入 

                歳出は、３款・民生費、４款・衛生費 

         議案第138号 対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について 

    日程第３ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                歳入は、所管委員会にかかる歳入 

                歳出は、６款・農林水産業費、７款・商工費 

                    ８款・土木費、11款・災害復旧費 

         議案第136号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 

    日程第４ 陳情第５号 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求 

               める陳情について 

    日程第５ 陳情第６号 ＴＰＰに関する陳情について 

    日程第６ 発議第７号 郵政改革法案の速やかな成立を求める意見書について 

    日程第７ 発議第８号 離島医療の医師確保対策を求める意見書について 

    日程第８ 発議第９号 アルミ３胴船（トリマラン）建造を船舶共有建造制度によ 

               り実現することを求める意見書について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                歳入は、所管委員会にかかる歳入 



- 144 - 

                歳出は、１款・議会費、２款・総務費、９款・消防費 

                10款・教育費、12款・公債費、13款・諸支出金 

         議案第124号 対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例 

         議案第142号 対馬市過疎地域自立促進計画について 

    日程第２ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                      歳入は、所管委員会にかかる歳入 

                歳出は、３款・民生費、４款・衛生費 

         議案第138号 対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について 

    日程第３ 議案第105号 平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号） 

                歳入は、所管委員会にかかる歳入 

                歳出は、６款・農林水産業費、７款・商工費 

                    ８款・土木費、11款・災害復旧費 

         議案第136号 対馬市温泉施設の指定管理者の指定について 
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観光物産推進本部長 ……………………………………………………… 本石健一郎君 
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建設部長 …………………………………………………………………… 斉藤 正敏君 

水道局長 …………………………………………………………………… 阿比留 誠君 

教育長 ……………………………………………………………………… 梅野 正博君 

教育部長 …………………………………………………………………… 大石 邦一君 

美津島地域活性化センター部長 ………………………………………… 長郷 泰二君 
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会計管理者 ………………………………………………………………… 糸瀬 良久君 

監査委員事務局長 ………………………………………………………… 主藤 繁明君 

農業委員会事務局長 ……………………………………………………… 永留 秋廣君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（作元 義文君）  おはようございます。報告します。阿比留梅仁君、中原康博君より、欠

席の届出があっております。 

 これから、お手元に配付しております議事日程第４号により、本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第１、議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第

５号）、議案第１２４号、対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例及び議案第１４２号、対馬

市過疎地域自立促進計画についての３件を一括議題とします。 

日程第１．議案第１０５号・第１２４号・第１４２号 

 ３件は、総務文教常任委員会に付託しておりましたので、委員会の審査報告を求めます。副委

員長、初村久藏君。 

○議員（１３番 初村 久藏君）  おはようございます。委員長が欠席のため私が報告を行います。 

 総務文教常任委員会審査報告書。平成２２年第４回対馬市議会定例会の初日において、会議規

則第３７条の規定により本委員会に付託されました案件については議長あて報告しており、既に

皆様のお手元に配付されております。その経過と結果を同規則第１０３条の規定により報告いた

します。 

 当委員会は、平成２２年１２月１０日、阿比留梅仁委員長は欠席でしたが、豊玉地域活性化セ

ンター３階第１会議室において議会事務局、市長部局、消防本部、教育委員会の説明員の出席を

求め、慎重に審査をいたしました。その結果を報告書の２ページの１６行目から報告をいたしま

す。 

 議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）のうち、本委員会に係る歳

入については、１０款地方交付税４億２,９８４万４,０００円の追加、１４款国庫支出金２項国

庫補助金１目総務費国庫補助金において、デジアナ変換設備整備事業補助金５２０万８,０００円

の追加、８目教育費国庫補助金において、安全・安心な学校づくり交付金１,１０７万５,０００円

の減、１５款県支出金２項県補助金１目総務費県補助金において、緊急地域雇用創出事業交付金

で追加採択による４６６万円の追加、ふるさと雇用再生特別基金事業交付金で計画の見直しによ

る１,８３３万９,０００円の減、１８款繰入金２項基金繰入金において、教育施設整備基金繰入

金４５０万円の減、２０款諸収入５項雑入において、新規ビジネス応援事業補助金返還金等
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２６７万５,０００円の追加、２１款市債１項市債１目総務債において、過疎地域自立促進特別

事業基金積立事業債等４億４９０万円の増、１１目臨時財政対策債４億４,０８０万円の追加が

主な内容となっております。 

 歳出の主な内容については、１款議会費は、費用弁償及び交際費で６４万８,０００円の追加、

２款総務費は、１項総務管理費１目一般管理費９節旅費で職員派遣旅費及び普通旅費３３５万

４,０００円の追加、１３節委託料で職員健康診断委託料等３６１万５,０００円の減、３目財政

管理費で過疎地域自立促進特別事業基金積立金３億９,０００万円の追加、５目財産管理費

１１節需用費で万松院公衆トイレ浄化槽改修ほか２件の修繕料及び公用車車検費用等１５１万

２,０００円の追加、１３節委託料で旧教員住宅解体工事等に伴う設計委託、本庁舎空調設備改

修に伴うフロンガス回収破壊処理等委託料１０１万４,０００円の追加、１５節工事請負費で豆

酘地区３棟の旧教員住宅解体工事等９３３万７,０００円の追加、７目企画費１５節工事請負費

で地上デジタル放送への完全移行後において、既存のテレビでも受信できるよう対処するため、

国庫補助金を活用したデジアナ変換設備整備工事等９４６万円の追加、１９節負担金、補助及び

交付金で、地方バス路線の欠損に伴う補助金の追加等１億１５６万７,０００円の追加、８目市

民協働推進費は、過疎債のソフト事業に充当されたことによる一般財源から地方債への財源内訳

の変更、９目国際交流費１９節負担金、補助及び交付金で財団法人対馬国際交流協会補助金

６００万円の追加、１１目諸費は、既存の防犯灯修繕及び厳原町管内の防犯灯設置工事等

２８７万２,０００円の追加、２項徴税費２目賦課徴収費２３節償還金、利子及び割引料で、法

人市民税等確定による還付金１,０００万円の追加が主な内容となっております。 

 次に、９款消防費は、１目常備消防費１１節需用費で車両等修繕料として１００万円の追加、

１８節備品購入費で豊玉出張所高規格救急自動車搭載の半自動除細動器購入経費として３１７万

１,０００円の追加、２目非常備消防費１１節需用費で消防団員の防火着６０着の購入費として

２１０万円の追加、３目消防施設費１８節備品購入費で消防団の消防ポンプ積載用トラック購入

経費の不足分及び本署の多機能指揮車１台、出張所の広報車２台の購入費として１,１３４万

８,０００円の追加、４目防災対策費１５節工事請負費で河川災害復旧工事による舟志地区防災

行政無線移設工事として２２６万８,０００円の追加が主な内容となっております。 

 次に、１０款教育費は、１項教育総務費２目事務局費１９節負担金、補助及び交付金で加志々

中学校、南陽中学校、豊中学校及び豆酘幼稚園の閉校等に伴う行事等に関する補助金として

３００万円の追加、２項小学校費１目学校管理費１節報酬及び４節共済費で大船越小学校嘱託職

員人件費として１３７万１,０００円の追加、１１節需用費で仁田小学校トイレ改修等１５校分

の修繕料として４５８万５,０００円の追加、３目学校建設費は、厳原小学校耐震化事業費の減

による１,６４１万１,０００円の減、３項中学校費１目学校管理費１１節需用費で仁田中学校運
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動場岩盤撤去等１０校分の修繕料等２０６万７,０００円の追加、４項幼稚園費１目幼稚園費

１９節負担金、補助及び交付金で私立幼稚園就園奨励費補助金として１４０万４,０００円の追

加、５項社会教育費２目公民館費１８節備品購入費でありあけ会館スポーツ用品等購入費として

３４０万６,０００円の追加、３目文化財保護費１１節需用費で昭和１０年代から昭和３０年代

の対馬の風俗「あの頃の対馬」と題した冊子７００部の印刷製本費として１１７万６,０００円

の追加、６項保健体育費１目保健体育総務費１９節負担金、補助及び交付金でスポーツ活動振興

補助金１５６万１,０００円の追加、２目体育施設費１１節需用費で厳原体育館照明取替ほか

６事業分の修繕料等１３３万６,０００円の追加、１５節工事請負費で上対馬総合運動公園野球

場ナイター照明改修工事として１０２万４,０００円の追加、３目学校給食費１１節需用費で上

対馬学校給食共同調理場の高圧気中開閉器取替等９件の修繕料として１９４万６,０００円の追

加が主な内容となっております。 

 次に、１２款公債費は縁故債繰上償還金として、１３款諸支出金は旅客定期航路事業特別会計

繰出金として追加するものであります。 

 今回の補正予算でデジアナ変換設備整備事業が計画されておりますが、事業実施にあたっては、

市民、特に高齢者等に対し、理解しやすい内容で速やかに周知徹底を図られるよう委員会として

要請したところであります。 

 議案第１２４号、対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例については、過疎地域における住

民福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び美しく風格のある地域の形成を計画的かつ円滑

に促進するため、地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき制定するものであり、過疎対策の

ための基金を新たに造成し、当該基金の資金または運用益の一部を過疎地域自立促進特別事業に

要する経費の財源として活用することにより、長期的な視点での過疎地域の自立を図ることとし

ております。 

 議案第１４２号、対馬市過疎地域自立促進計画については、平成２２年４月１日に「過疎地域

自立促進特別措置法の一部を改正する法律」が施行されたことに伴い、今回、「平成２２年度～

平成２７年度までの６カ年の対馬市過疎地域自立促進計画」を策定しようとするもので、今回そ

の内容について審査を行ったところであります。 

 この６カ年の計画では、産業振興など９項目に区分され、事業数２７９件、事業費４５３億

９,１５５万５,０００円、うちソフト事業が９１件、１１４億５４４万４,０００円が計画され

ております。 

 計画の内容としては、７ページにおきまして、上位計画である長崎県長期総合計画における

「対馬地域における生活創造圏づくりの方向性」及び「対馬地域を含んだ広域交流圏づくりの方

向性」が記載されており、１８ページ以降に、地域の自立促進の基本方針として、総合計画基本
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構想及び新市建設計画に基づく、「対馬市の将来像、対馬市の基本方針、今後の方向性」が順次

記載されています。 

 特に、今後の方向性として、「ハードからソフト重視」、「地域資源を活用した雇用と産業の

創出」、「安全・安心な生活の確保」そして、「より良い環境づくり」が掲げられております。 

 ２９ページの産業の振興から、各項目における現況と問題点、その対策、平成２２年度から平

成２７年度までの６カ年の事業計画予定が記載されております。 

 なお、今回の改正で、新たな過疎対策としてソフト事業が追加され、事業の目的、内容、効果

を事業別に詳しく記載されているところです。 

 ４７ページから交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進、５５ページから生活環境

の整備、６０ページから高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進、６５ページから医療の確保、

６８ページから教育の振興、７３ページから地域文化の振興等、７５ページから集落の整備につ

いて記載されています。 

 なお、７７ページのその他地域の自立促進に関し必要な事項として、「森・人里・海」を踏ま

えた形での「環境」という分野の施策を重点的に取り組むことで地域の自立促進につなげていく

こととされております。 

 この計画は、６カ年の間に対馬市が過疎債等により取り組むべき事業が網羅されており、新た

な事業が必要になった場合は、県、国と協議し、議会に諮って変更するという説明を受けており

ます。 

 以上、本委員会に付託されました議案第１０５号、議案第１２４号及び議案第１４２号の３議

案につきましては、慎重に審査し、採決の結果、いずれも賛成多数により、原案のとおりに可決

すべきものと決定しました。 

 以上で、総務文教常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  報告が終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行いますが、議案第１０５号は各常任委員会に分割付託しており

ましたので、産業建設常任委員会の審査報告後一括して審議することにします。 

 議案第１０５号を除く２件について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 これから２件に対する討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 議案第１２４号対馬市過疎地域自立促進特別事業基金条例及び議案第１４２号対馬市過疎地域
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自立促進計画についての２件に対する委員会報告はいずれも可決であります。 

 お諮りします。委員会報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。 

 ２件は委員会報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第２、議案１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第

５号）及び議案第１３８号、対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定についての２件を一

括議題とします。 

日程第２．議案第１０５号・第１３８号 

 ２件は、厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の審査報告を求めます。委員長、

大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  厚生常任委員会の審査報告を行います。 

 平成２２年第４回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条の規定により、本委員会に付

託されました案件は、議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）のうち、

歳入は、所管委員会に係る歳入、歳出は、３款民生費、４款衛生費、議案第１３８号、対馬市特

別養護老人ホームの指定管理者の指定についての２議案について、その審査の経過と結果を、同

規則第１０３条に規定により、次のとおり報告します。 

 当委員会は、１２月１０日、豊玉地域活性化センター３階小会議室において、全委員出席のも

と、市長部局より近藤市民生活部長、扇福祉保健部長並びに担当課長の出席を求め、慎重に審査

をいたしました。 

 議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）。 

 歳入の主なものとして、１４款国庫支出金１項１目民生費国庫補助金２,１４４万５,０００円

の増額、２項２目民生費国庫補助金で、９３８万８,０００円の増額、１５款県支出金２項２目

民生費県補助金８６６万５,０００円、３目衛生費県補助金６３８万６,０００円の増額、また、

２１款市債２目民生債４,７００万円の増額は、福祉のまちづくり推進事業、障害者福祉医療給

付、高齢者生活支援給付費事業、乳幼児福祉医療費給付事業の財源とするものであります。 

 次に、歳出の主なものは、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３,２４８万

６,０００円は、乳幼児医療の現物給付に伴う給付システム改修、福祉のまちづくり推進事業補

助金、障害者福祉医療費、自立支援給付費、地域生活支援事業給付費等の支出見込みの増額計上

であります。５目老人福祉費４３０万５,０００円の増額は、対馬老人ホームの維持補修工事、

民間グループホームへのスプリンクラー、自動火災報知設備に対する補助金の追加であります。
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２項２目の児童福祉施設費２,１０９万１,０００円の増額は、臨時保育士賃金、施設の修繕料が

主な理由となっております。３項生活保護費２目扶助費２,６５０万円の増額は不足分によるも

のであります。 

 次に、保健衛生に関する３款民生費１項４目国民健康保険費２８節繰出金５２３万８,０００円、

４款衛生費１項１目保健衛生総務費２８節繰出金７,８０２万４,０００円はそれぞれ特別会計に

繰り出すものであります。 

 ４款衛生費１項４目環境衛生費９８３万５,０００円の増額は、つつじの苑の空調機器修繕費、

犬捕獲器、公用車購入、ＥＭ培養装置の仕込み材料購入によるものであります。２項清掃費３目

し尿処理費１,０７６万円の増額は、中部クリーンセンター汚泥焼却炉耐火物打ち替え点検修理、

厳美清華苑汚泥肥料運搬用フォークリフト購入によるものであります。 

 議案第１３８号、対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指定について。 

 特別養護老人ホーム浅茅の丘は対馬市行財政改革大綱の実施計画に基づき、昨年より公設民営

施設へ移行する指定管理者の選定準備を進めてまいりましたが、最終的な応募の対象は、長崎県

内に事業所を営む社会福祉法人であることとし、平成２２年８月９日より平成２２年９月９日を

応募期間とし、申し込みは５社と報告されております。 

 受託事業者の選定方法は、対馬市指定管理者選定委員会（１０人のうち７人は外部委員）によ

り決定する旨とし、最終的に指定管理者は、対馬市厳原町田渕９３３番地、社会福祉法人あすか

福祉会理事長素花弘氏を、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日まで指定するものであ

ります。参考ではありますが、選定基準は、申請者の提案書に１０人の委員がそれぞれ採点をし

た結果を集計したものにより決定されたとのことであります。 

 なお、同施設内には市職員１１名、嘱託職員１８名、臨時職員１名が従事されておりますが、

市職員は引き続き市職員として他部署で勤務することとし、嘱託職員は希望により受託業者が継

続雇用するとのことであります。 

 以上、本委員会に付託されました、議案第１０５号及び議案第１３８号の２議案につきまして

は、慎重に審査し、採決の結果、いずれも賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 以上、厚生常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  これから議案第１３８号、対馬市特別養護老人ホームの指定管理者の指

定について、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから議案第１３８号について討論、採決を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。本件に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり決定すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第３、議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第

５号）及び議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定についての２件を一括議題とし

ます。 

日程第３．議案第１０５号・第１３６号 

 ２件は産業建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の審査報告を求めます。委員長、

小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  産業建設常任委員会の審査報告を申し上げます。 

 平成２２年第４回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により本委員会

に付託されました、議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）、歳入は

所管委員会に係る歳入、歳出は６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費、

議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定についての２議案について、その審査の経

過と結果を同規則第１０３条の規定により報告をいたします。 

 当委員会は、１２月１０日、豊玉地域活性化センター３階第２会議室において、全委員出席の

もと、説明員として、永留農業委員会事務局長、比田勝農林水産部長、本石観光物産推進本部長、

近藤市民生活部長、斉藤建設部長と各地域活性化センター部長並びに担当課長等の出席を求め、

慎重に審査をいたしました。 

 議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計補正予算（第５号）のうち、本委員会に係る歳

入については、１２款分担金及び負担金において、２目農林水産業費分担金で２６万円６,０００円

の増、１４款国庫支出金において、１項国庫負担金４目災害復旧費国庫負担金で１億７,２８０万

円の減、２項国庫補助金６目土木費国庫補助金で７００万円の増であります。 

 １５款県支出金では、２項県補助金４目農林水産業費県補助金で１億１,５０６万２,０００円

の増、２１款市債では、農林水産業債を５,８００万円、商工債を１６０万円、土木債を

３,１８０万円、それぞれ増額し、災害復旧債を４,３２０万円減額するものであります。 

 歳出については、６款農林水産業費のうち１項農業費で、「ながさき食と農」支援事業補助金、

維持補修工事の追加等により７２２万６,０００円の増、２項林業費では、松くい虫防除委託料、
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林道開設工事等の追加により６,１４９万４,０００円の増、３項水産業費では、各漁港の整備工

事、維持補修工事の追加等により、１億６９０万４,０００円の増が主な補正であります。 

 ７款商工費は、２目商工振興費で、対馬産品インターネット販売促進事業の不採択による減、

韓国人観光客お買い物満足度アップ事業委託料の増、３目観光費において対馬の知名度アップの

ための番組企画委託料等の追加により７８３万円の増であります。 

 ８款土木費では、２項道路橋梁費２目道路維持費で、維持補修工事等の追加により２,７０７万

３,０００円の増、３目道路新設改良費において道路改良工事の追加等により１,５２８万円の増、

３項河川費では維持補修工事の追加により１,０９６万３,０００円の増、４項港湾費では比田勝

港ターミナル、厳原港ターミナルの改修、維持補修工事の追加により２,１９４万７,０００円の

増、６項住宅費では修繕料、維持補修工事の追加により７４９万３,０００円の増であります。 

 １１款災害復旧費では、事業費の決定により農林水産施設災害復旧費を１億５５０万円減額、

公共土木施設災害復旧費を８０万円増額するのが、今回の主な補正であります。 

 議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定については、湯多里ランドつしまについ

て、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５カ年間、対馬市美津島町根緒

４６８番地８０、有限会社対馬ビルサービスを指定管理者として指定しようとするものでありま

す。 

 以上、本委員会に付託されました、議案第１０５号及び議案第１３６号の２議案は、慎重に審

査し、採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 なお、審査の過程で出されました意見を申し添えますので、今後の行政運営に反映されること

を望みます。 

 まず、農林水産部所管においては、鮮魚流通システム会社、カタログ通信販売会社との業務提

携がなされ、現在２漁協が加入し、その発送処理に係る経費が計上されていますが、未利用魚の

付加価値向上のため、さらに他の漁協にも参加を求め、漁業生産者の所得向上に努められるよう

希望します。さらに、対馬の水産業振興には、藻場の再生をはじめとして、漁場の構築を図らな

ければなりませんが、その次に、いかに流通コストの軽減を図るかであります。特に、海上輸送

費の軽減のため、各関係機関と連携を図りながら課題解決に向けて検討されることを望みます。 

 また、イノシシ被害対策については、平成２１年度においても５,６００頭の捕獲、２３７キ

ロメートルのワイヤーメッシュの設置にもかかわらず、その被害を軽減することができません。 

 農林業の振興を図る上で、抜本的な解決策を模索するためにも、専門的に取り組む担当課の設

置等が必要と思われますので、今後、検討されることを望みます。 

 次に、観光物産推進本部において、福岡市での対馬認知度・知名度向上による観光客誘致のた

め、福岡事務所を中心として各種事業に取り組んでいることは評価するものでありますが、福岡
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事務所の設置による費用対効果を求めるのは、時期尚早とは思いますが、検証する必要はあると

思われますので、検討されることを望みます。 

 最後に、建設部所管の工事請負費において、各地域活性化センターからの要望により、維持補

修工事等が数多く計上されていますので、速やかに発注されることを望みます。 

 このことは、農林水産部、観光物産推進本部においても同様であります。 

 以上で、産業建設常任委員会の審査報告といたします。議員各位の御賛同をよろしくお願いを

いたします。 

○議長（作元 義文君）  これから議案第１３６号、対馬市温泉施設の指定管理者の指定について、

委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから議案第１３６号について討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。本件に対する委員長報告は可決であります。委員長報告のとおり決定すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、各常任委員会に分割付託しておりました議案第１０５号、平成２２年度対馬市一般会計

補正予算（第５号）について、一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 これから本件について討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。本件に対する各常任委員会の報告は可決であります。各常任委員会の報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。本件は各常任委員会の報告のとおり可決されまし

た。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．陳情第５号 
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○議長（作元 義文君）  日程第４、陳情第５号、国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）

廃止を求める陳情についてを議題とします。 

 本件は、厚生常任委員会に付託しておりましたので、審査報告を求めます。委員長、大浦孝司

君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  陳情第５号の厚生常任委員会の審査報告を行います。 

 平成２２年第４回対馬市議会定例会において、会議規則第３７条の規定により本委員会に付託

されました、陳情第５号、国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める陳情につ

いての審査の経過と結果を、同規則第１０３条の規定により報告します。 

 当委員会は、１２月１０日、豊玉地域活性化センター３階小会議室において、全委員出席のも

と、市長部局より、扇福祉保健部長並びに担当課長の出席を求め、慎重に審査を行いました。 

 福祉医療費であります、乳幼児医療費（０歳から６歳（就学前））は、現在償還払い方式とな

っております。これは、病院で請求された全額を窓口で支払わなければならず、その後、精算事

務を個人が申請するものとし、限度額を超えた分を払い戻しする制度でありますが、長崎県下の

市町では、平成２３年４月から窓口で自己負担分だけ支払う現物給付方式を行うものとしていま

す。今後、病院にかかる患者は増えることが予測され、医療費も伸びることから、国は増額によ

る国庫負担金の減額調整を行う方針でありますが、少子化対策の意味を含め、この制度を廃止す

るよう求めるものでございます。 

 なお、本市の場合、試算によりますと、国庫負担金の減少額は２６０万円程度となっておりま

す。 

 本委員会は、陳情第５号の趣旨は十分理解できるものと判断するところであり、賛成多数によ

り採択すべきものと決定いたしました。 

 以上、厚生常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  報告が終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 これから討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。本件に対する委員長の報告は採択であります。委員長報告のとおり採択するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、陳情第５号は委員長報告のとおり採

択されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第５、陳情第６号、ＴＰＰに関する陳情についてを議題とします。  

日程第５．陳情第６号 

 本件は、産業建設常任委員会に付託しておりましたので、審査報告を求めます。委員長、小川

廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  産業建設常任委員会の審査報告を申し上げます。  

 平成２２年第４回対馬市議会定例会の初日において、会議規則第３７条の規定により本委員会

に付託されました、陳情第６号、ＴＰＰに関する陳情について、その審査の経過と結果を同規則

第１０３条の規定により報告をいたします。 

 当委員会は、１２月１０日、豊玉地域活性化センター３階第２会議室において、全委員出席の

もと慎重に審査をいたしました。 

 政府は、先月９日の閣議決定において、環太平洋戦略的経済連携協定、いわゆるＴＰＰにかか

わる基本方針を決定し、ＴＰＰへの参加は決定しなかったものの、「その情報収集を進めながら

対応していく必要があり、国内の環境整備を進めるとともに、関係国との協議を開始する。」と

しております。 

 ＴＰＰは、完全な貿易自由化を目指した協定であり、農林水産業に与える影響は甚大なものと

予想されます。 

 今回の陳情は、「食料自給率を高めるために、ＴＰＰには参加しないように国に意見書を提出

すること」を趣旨とする、長崎県農民運動連合会長からの陳情であり、その意図は理解できるも

のの、関係機関の動向を見守りながら対応すべきとの意見が出され、慎重に審査するため、閉会

中の継続審査とすることに決定をいたしました。 

 以上で、産業建設常任委員会の審査報告といたします。 

○議長（作元 義文君）  報告は終わりました。 

 これから報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件に対する委員長報告は閉会中の継続審査とするものであります。委員長報

告のとおり閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。陳情第６号、ＴＰＰに関する陳情については閉会
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中の継続審査とすることに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

 議会運営委員会にお諮りしたいことがございますので、堀江委員長、委員会の招集をお願いし

ます。再開は追って連絡をいたします。 

午前10時47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 報告します。 

 会期日程の３枚目を差し替えております。 

 また、発議第７号の提出先の誤字がありましたので、差し替えさせております。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第６、発議第７号、郵政改革法案の速やかな成立を求める意見書に

ついてを議題とします。 

日程第６．発議第７号 

 本件について、提出者の趣旨説明を求めます。１１番、阿比留光雄君。 

○議員（１１番 阿比留光雄君）  発議第７号に対する提案理由を申し上げます。 

 郵政民営化後、３年余りが経過しましたが、その行き過ぎた分割のため現行法のもとでは、高

齢化等により社会的弱者の多い離島や過疎地では、利用者に対するサービスの低下にとどまらず、

郵便局のさらなる統廃合が懸念されます。このような事態を解消するためには、郵政改革法案の

成立が不可欠と考え、意見書の採択を求めるものであります。 

 これより発議第７号について説明を申し上げます。 

 発議第７号、平成２２年１２月１６日、対馬市議会議長作元義文様。提出者、対馬市議会議員

阿比留光雄、賛成者、対馬市議会議員長信義、同、桐谷徹、同、三山幸男。 

 郵政改革法案の速やかな成立を求める意見書について。上記の議案を、別紙のとおり地方自治

法第１１２条第２項及び会議規則第１４条の規定により提出します。 

 郵政改革法案の速やかな成立を求める意見書（案） 

 平成１９年１０月、郵政民営化がされ約３年が経過したが、主に民営化の形態に端を発する原

因により、対馬の利用者へのサービスに対する不満の声が多く上がっており、現在の郵政民営化

は国民生活の向上に結びついていない。また、現行法のもとでは、貯金・保険のユニバーサル

サービスの維持の担保が制度的に欠落しており、将来の対馬における郵政サービスに支障が出る

のではないかという不安は禁じ得ない。 
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 朝鮮半島を望む国境の島対馬において、島内にあまねく設置されている郵便局ネットワークは

住民生活にとって必要不可欠な郵便・貯金・保険の基礎的なサービス提供の拠点としても高い可

能性を有するインフラである。郵便局ネットワークと住民へのサービス提供が将来にわたって安

定的に維持されるよう、適切な制度上の措置をとることは、対馬の住民生活を守る上で極めて重

要である。 

 行き過ぎた分社化を見直し、経営の自由度を拡大することで、国民共有の財産である日本郵政

グループの経営資源を国民のために有効に活用される道を開くことは、対馬をはじめとする地域

の活性化、ひいては日本国経済の活性化につながるものである。 

 よって、対馬市議会は、国会及び政府に対し、郵便局ネットワークと郵便・貯金・保険のユニ

バーサルサービスの維持を制度的に担保する等、現在までの郵政民営化により発生している諸問

題を解消する郵政改革法案を速やかに成立させ、地域と日本の再生につながる、よりよい郵政事

業の実現を強く求めるものである。  

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。平成２２年１２月１６日、長

崎県対馬市議会。提出先、衆議院議長横路孝弘様、参議院議長西岡武夫様、内閣総理大臣菅直人

様、総務大臣片山善博様、郵政改革担当・内閣府特命大臣（金融）自見庄三郎様。 

 これをもちまして説明を終了します。議員皆様の御賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は、委員会付託を省略すること

に決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。発議第７号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、発議第７号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 
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○議長（作元 義文君）  日程第７、発議第８号、離島医療の医師確保対策を求める意見書につい

てを議題とします。 

日程第７．発議第８号 

 提出者の趣旨説明を求めます。１６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  発議第８号、平成２２年１２月１６日、対馬市議会議長作元義

文様。提出者、対馬市議会議員大浦孝司、賛成者、対馬市議会議員阿比留梅仁、同じく小川廣康。 

 離島医療の医師確保対策を求める意見書について。上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第

１１２条第２項及び会議規則第１４条の規定により提出します。 

 離島医療の医師確保対策を求める意見書（案）。 

 住民の生命と健康を守るためには、医療体制の確保が極めて重要ですが、地方やへき地といっ

た特定の地域、特に本市のような離島地域における近年の医療制度改革以降、医師不足の問題は

ますます深刻化しています。 

 さらに、医師の絶対的不足は、過酷な労働環境をもたらし、過密労働の医師が体調を崩し、さ

らなる医師不足を招くという悪循環をもたらしています。 

 本市においても、医師確保に向けて懸命の努力を続けていますが、大変困難な状況にあり、地

域医療の確保・継続が崩壊の危機にあります。 

 しかし、これらの問題解決は、個々の自治体のみでは到底不可能であります。 

 よって、国において、県、大学、学会、医師会などとの連携のもと、抜本的な医師確保対策を

講じられるよう強く要望します。 

 記。１、離島・へき地の地域医療を担う医師及び医療従事者等の養成と地域への定着を促進す

るため、専門医養成段階における離島地域医療従事者の義務化など、新たな要員派遣システムを

国の責任で構築すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。平成２２年１２月１６日、長

崎県対馬市議会。提出先、内閣総理大臣様、衆議院議長様、参議院議長様、厚生労働大臣様。 

 以上であります。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略したいと思い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、本件は、委員会付託を省略すること
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に決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 お諮りします。発議第８号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、発議第８号は原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  日程第８、発議第９号、アルミ３胴船（トリマラン）建造を船舶共有建

造制度により実現することを求める意見書についてを議題とします。 

日程第８．発議第９号 

 提出者の趣旨説明を求めます。１０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  ただいま議題となりました発議第９号の提案理由とその内容に

ついて御説明をさせていただきます。 

 この案件につきましては、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○国及び関係機関に意見書の提出をするものであります。以下、

その内容について御説明をさせていただきます。 

 発議第９号、平成２２年１２月１６日、対馬市議会議長作元義文様。提出者、対馬市議会議員

小宮教義、賛成者、対馬市議会議員齋藤久光、同、山本輝昭。 

 アルミ３胴船（トリマラン）建造を船舶共有建造制度により実現することを求める意見書につ

いて。上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条第２項及び会議規則第１４条の規定に

より提出をいたします。 

 アルミ３胴船（トリマラン）建造を船舶共有建造制度により実現することを求める意見書

（案）。 

 日本の西北端に位置する対馬は、韓国に隣接する国境の島であり、九州本土まで１３８キロ

メートルと遠く、本土までの海路は対馬島民の生活航路の要であります。 

 現在まで、既存航路事業者の最善の努力で航路改善を図られてこられましたが、その壁は非常

に高く、利便性は向上していないのが現状であります。 

 高速カーフェリー・アルミ３胴船（トリマラン）の導入は、苦境にあえぐ対馬島民にとってま

さに救世主となり得るものであります。 

 世界最先端の造船技術によるこの船は、時代の要請する高速化と、車両運搬能力との一体化に
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よる合理性の達成により、対馬 博多間を片道２時間４０分で結び、賃金の低廉化も実現できる

ものであります。 

 すなわち、同船の就航は、対馬、壱岐両島民にとっては必要不可欠なものであります。 

 そして、交流人口の飛躍的拡大は、観光産業のみならず、第１次産業にとっても大きなカンフ

ル剤となるものです。また、島民の生活にとっても、福岡大都市圏への通院など、利便性を高め

ることはもちろんであり、特に物流体制の確立は、対馬の漁業、農業などに多大なる貢献をする

ことは明白であり、本土への鮮魚や農産物等の出荷にも新しい可能性を生み出すことが期待でき

ます。さらに、観光客も、本土との連携の充実により増加にもつながります。 

 アルミ３胴船（トリマラン）の就航を実現させて、既設航路企業との健全な競争と、共存共栄

の理想的な航路の実現を願うものであります。 

 そのためには、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶共有建造制度に基づく融

資の実現が不可欠であります。 

 以上のことを踏まえ、船舶共有建造制度に基づく融資の早期実現を望む意見を申し上げます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出をいたします。平成２２年１２月

１６日、長崎県対馬市議会。提出先、国土交通大臣様、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支

援機構様。 

 以上であります。 

 御決定賜りますようにお願いをいたします。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。１７番、小川廣康君。 

○議員（１７番 小川 廣康君）  提出者にちょっと１点だけ、基本的なことをお尋ねしたいと思

いますが。 

 今、趣旨説明の中で、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○という旨の説明が

ありましたけど、このあたりの進め方として、陳情が議長が受け付けられてあるならば、やはり

この議会の中で、まず陳情書を審査をしていくのが基本的な進め方だろうと思いますが、そこあ

たりの、何といいますか、経過といいますか、それを、陳情書を私の手元にも陳情書がないわけ

ですが、そこあたりのちょっと説明を求めたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  先ほど、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○というお話申し上げました。 

 この陳情書というのは、内容は意見書の提出を求めるという趣旨のものではございませんが、

先ほど申しました趣旨に沿ったような陳情書でございます。 

○議長（作元 義文君）  １７番。 
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○議員（１７番 小川 廣康君）  私が言いたかったのは、いずれ議長が、議長あてに提出された

陳情書、これが受け付けされとるならば、それはおのずとしてやはりこの議会、議場の中で慎重

に審査をし、していくのが私は議会ルールのあり方だろうと思いますが、その陳情書がどういう

形で今なってるのか、提出者並びに、私は、議長にお尋ねを申したいと思います。その陳情書が

受け付けがされてるのかどうか。提出者がお答えにくければ、議長でも答えていただきたいと思

います。 

○議長（作元 義文君）  １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  ちょっと休憩いいですか。 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。 

午前11時36分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時46分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 １０番、小宮教義君。 

○議員（１０番 小宮 教義君）  先ほど、私が趣旨説明の中で、○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○この部分については削除をお願いしたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  ただいま１０番から申し出がありましたので、議長によって適切にその

辺は削除します。よろしいですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、産業建設常任委員会に付託して、会期末でありますので閉会中の継続

審査としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。発議第９号は、産業建設常任委員会に付託して、

会期末でありますので閉会中の継続審査にすることに決定をいたしました。 

 暫時休憩します。 

午前11時47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時50分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 
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 お諮りします。ただいま大浦孝司君ほかから、発議第１０号、国民健康保険療養費国庫負担金

の調整（減額）廃止を求める意見書についてが提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として直ちに議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。発議第１０号、国民健康保険療養費国庫負担金の

調整（減額）廃止を求める意見書についてを日程に追加し追加日程第１として直ちに議題とする

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  追加日程第１、発議第１０号、国民健康保険療養費国庫負担金の調整

（減額）廃止を求める意見書についてを議題とします。 

追加日程第１．発議第１０号 

 提出者の趣旨説明を求めます。１６番、大浦孝司君。 

○議員（１６番 大浦 孝司君）  それでは、陳情第５号の採択に伴う発議第１０号を読み上げま

す。 

 発議第１０号。平成２２年１２月１６日、対馬市議会議長作元義文様、提出者、対馬市議会議

員大浦孝司。賛成者、対馬市議会議員阿比留梅仁、同じく小川廣康。 

 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書について。 

 上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条第２項及び会議規則第１４条の規定により

提出します。 

 国民健康保険療養費国庫負担金の調整（減額）廃止を求める意見書（案）。 

 平成２２年１月１日に厚生労働省が発表した２００８年度合計特殊出生率は１.３７であり、

人口を維持するのに必要な２.０８への回復は依然として困難で、まさに危機的な水準を推移し

ている。 

 深刻な少子化の進行の中で、子育て中の世帯への直接的な経済援助、育児への心理的支援は大

変重要である。 

 このため、地方自治体は厳しい財政状況の中で、対象年齢の引き上げや、助成制度の支払い方

法の改善など、保護者の要望にこたえて子ども医療費助成制度の拡充を進めてきた。 

 ところが、医療費助成について窓口での支払いが不要な「現物給付」にした場合には、国民健

康保険の国庫負担金が調整（減額）され、「現物給付」にしている市町村では、財政運営上の大

きな支障となっている。 

 政府は、少子化対策に取り組んでいるが、国民健康保険に対する国庫負担金の調整（減額）は、

これに矛盾する措置である。 
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 よって、政府におかれては、乳幼児・児童医療費助成制度等に係る国庫負担金の調整（減額）

を廃止されるよう、強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。平成２２年１２月１６日、長

崎県対馬市議会。提出先は、内閣総理大臣様、財務大臣様、厚生労働大臣様、総務大臣様。 

 以上であります。 

○議長（作元 義文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

 発議第１０号について討論、採決を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  討論なしと認めます。討論を終わります。 

 お諮りします。発議第１０号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、発議第１０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。本会議における議決の結果、条項、字句、数字その他において、整理を要する

ものがあろうかと思料されます。その整理権を会議規則第４３条の規定によって議長に委任願い

ます。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（作元 義文君）  異議なしと認めます。したがって、整理権は議長に委任することに決定

しました。 

 この際、申し上げます。１２月９日に行われました、中原康博君の一般質問中、議長が発言取

り消しの留保をいたしておりました発言の一部について配付用会議録から削除することに決定し

ましたので報告します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（作元 義文君）  以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。 

 市長よりあいさつの申し出があっておりますので、これを受けます。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  定例会の閉会に当たりまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 今定例会に当たりましては、１２月７日から本日までの１０日間にわたり慎重に御審議いただ

き、まことにありがとうございました。おかげさまで、御提案申し上げましたすべての議案につ

きまして御決定賜り厚く御礼申し上げます。 

 今定例会における議員皆様からの御意見につきましては、市政に十分反映させるよう一生懸命
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取り組んでまいる所存でございます。 

 議員皆様の一層の御協力、御指導方よろしくお願い申し上げます。 

 また、定例会にて御意見がございました離島医療の医師確保対策につきましては、早速、定例

会終了後に上京し、離島地域における医療制度の現状などを訴え、新たな要員派遣システムの構

築など、抜本的な離島医療の医師確保対策について厚生労働大臣あて強く要望してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 私といたしましても、本日同趣旨の意見書が採択され、市議会としての早速の行動に対し、感

謝申し上げる次第でございます。 

 また、この問題につきましては庁内にＰＴ、プロジェクトチームを立ち上げております。私ど

も、国だけにお願いをするのではなく、私どもの職員全員でこの医師確保に向けた動きをしてい

きたいというふうに考えておるところでございます。 

 今後につきましても、何かと御協力賜りますようよろしくお願いいたします。 

 また、職員の人事異動を、来年１月１日付にて予定をいたしております。特に、今回の異動に

つきましては、環境実践モデル都市の選定や環境王国、カーボンオフセット、新エネルギーなど

の問題を一元的に指導できるよう、市民生活部内に担当部署を設け、新たに専任の職員を配置す

る予定であります。 

 今後におきましても、環境政策の推進に御指導、御協力賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

 さて、これから日に日に寒さが厳しくなってまいりますが、議員皆様には健康に十分留意され

ますようお願いいたします。 

 ことしも余すところあとわずかになってまいりました。来る平成２３年の新年を御家族ととも

に健やかに迎えていただき、新年が皆様にとりまして最高の年となりますよう、御祈念申し上げ

ます。 

 また、既に御案内を差し上げておりますように、来年１月５日には消防出初め式を、１月９日

には成人式を、それぞれ予定をしております。新年早々お忙しいところではございましょうが、

議員皆様には御出席賜りますようお願いいたします。 

 これから、年末年始を控え、何かと無理が生じる時期でございます。議員皆様には御健勝にて、

ますます御活躍されますよう祈念申し上げまして、閉会のあいさつとさせていただきます。どう

もありがとうございました。 

○議長（作元 義文君）  閉会に当たり一言ごあいさつを申し上げます。  

 平成２２年第４回定例会は議案全般にわたり熱心に御審議をいただきまして、ここに滞りなく

閉会の運びとなりました。議員各位はもとより、市長以下、市幹部の方々の御協力に対しまして
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も心からお礼を申し上げます。 

 また、審議の中で出ました貴重な意見や指摘事項等につきましては、今後の行政運営に生かさ

れることを期待をいたしております。 

 平成２２年も残すところあとわずかとなりました。今年は、我が対馬、国境離島、外海離島に

とっていろんな問題がありましたが、国に対して離島の重要性を知らしめる機会であったと思い

ます。２３年はさらに国境としての対馬をアピールできるよう、さらに市当局と連携を密にしな

がら議会活動を進めていかなければならないというふうに思っております。市民の生活向上に向

けて努力を続けていただきたいというふうに思います。 

 皆様方のさらなる御健勝と御多幸を祈念し、閉会のあいさつといたします。 

 会議を閉じます。 

 平成２２年第４回対馬市議会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

午後０時01分閉会 

────────────────────────────── 
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